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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　もしも願いが叶かなうなら、貴方あなたは何を望むだろう。

　目も眩くらむようなまばゆい財宝？

　豊かな肢し体たいをくねらせる絶世の美女？

　それとも不治の病に苦しむあの子を助けてあげようか…？

　それとも、それとも……？




　　　　◆　◆　◆




　真っ赤な鉤かぎ爪づめで乳ち首くびを下から弾はじかれ、ジンニーは快感に身を捩よじった。

「あっ……！　や、だ、きもち……、い……」

　うっすら目を開けると、真っ青な肌はだに燃えるような紅あかい髪かみ、金色の瞳ひとみを持つ恋こい人びとイフリートが自分を見つめていた。下位精せい霊れいであるジンニーより数倍も体の大きい高位精霊のイフリートの、文字通り手の中で身み悶もだえている。

　十じつ把ぱ一ひと絡からげの精霊ジンであるジンニーから見れば、イフリートは雲の上のような存在だ。誰だれもが憧あこがれる煙けむりの魔ま神じんが自分の恋人だなんて、こうして彼の手の中にいる今も信じられない。

　小こ柄がらなジンニーをすっぽり包み込んでしまう大きな手のひらの中で、乱れまくった服をかろうじて腰こしに残したジンニーは人形のように弄もてあそばれている。仔こ猫ねこのようにすんなり伸のびた手足を開き、幼い色いろ香かを纏まとった肉づきの薄うすい褐かつ色しよくの肢体を惜おしげもなく晒さらして。

　イフリートに誘さそわれるがまま身を任せようとしては、そのたびに邪じや魔まが入って最後までは至らずにいた。もう何度目のチャレンジだろう。

　なにせジンニーは呼び出されれば行かざるを得ないランプの精霊なのである。しかも下位精霊ゆえにその頻ひん度どは高い。高位精霊ほど人間が呼び出すのは困難なので、はっきり言ってイフリートは暇ひまなのだが。

　ジンニーは先の願いごとを速そつ攻こうで叶え、イフリートの許もとへ戻もどってきた。

　そういうわけで、今度こそ！　と二人とも張り切っているのである。

　実体を持たない精霊同士の交わりは夢のような快楽しか与あたえない。高位精霊であるイフリートが、ジンニーを傷つけようと思わない限り。だからきっと、イフリートを受け入れても昇しよう天てんしてしまうような快楽しかないはずだ。

　それでもイフリートは初めてのジンニーが怯おびえないようにと思ってか、ゆっくり体を慣らしてくれている。時間をかけて体中を愛あい撫ぶし、なかなか挿そう入にゆうしてくれない。それはきっとイフリートの優やさしさなのだろうけれど。

　いいのに。早く熱い楔くさびを受け入れたいのに。

　精霊はもともと快楽好きである。ジンニーだって経験がなくとも好こう奇き心しんはたっぷりだし、初めてでも恐きよう怖ふより興味が勝つ。しかも相手はずっと憧れてやまない相手なのだ。

　イフリートの中指がジンニーの脚あしの間を擦こすり上げる。

「ひゃうっ……！」

　指とはいえ、それはジンニーの脚ほどの太さがあり、大だい蛇じやの胴どう体たいにでもすり抜ぬけられたかと思うほどの衝しよう撃げきだった。そのまま長い爪つめの先でくにくにと蜜みつ袋ぶくろを刺し激げきされ、思わず腿ももでイフリートの指を挟はさんで自分から擦りつけた。

「イフリート……っ、もう……、いれてよっ！」

　限界だ。イフリートの腰布を隆りゆう々りゆうと持ち上げている逞たくましいもの。あれを挿いれてもらったらどれだけ気持ちいいんだろう。

　早く見たい。試ためしたい。挿れたい。

　もの欲しそうな目でイフリートを見上げた。

「ジンニー、愛ういやつよ。そんなに我が欲しいか」

　イフリートの声は雷らい鳴めいのようだと言われるが、ジンニーに囁ささやいてくれる声はとても甘い。耳に心地ここちよく響ひびいて大好きだ。

　このちょっぴり気き恥はずかしくなる、時代がかったしゃべり方に慣れさえすれば……。

「ならば我の指とそなたの愛らしい腰の刀を手合わせさせてみよ。それから我の刀をそなたの鞘さやに納めてやろうぞ」

（だからその言い方恥ずかしいってば！）

　燃え燃えだった気持ちがすこーし引いた。

　とはいえ、彼の要求は通じた。このまま、イフリートの指に自分で擦りつけてイッてみせろと言われているのだ。かなりエッチな要求と言えよう。

　ごくん、とジンニーの喉のどが鳴る。

　イフリートはジンニーに自分でさせるのを好む。今までにもイフリートに求められて、何度か一人でしてみせたことがある。イフリートが興奮するのがわかるから、ジンニーも否いなやはない。大好きな恋人が悦よろこんでくれるなら自分だって嬉うれしい。

「ん……」

　指を跨またいだまま温かな手のひらに上半身を預け、ゆっくりと腰をくねらせる。陰いん茎けいが自分の腹とイフリートの指の間で潰つぶされ、こねられてたらたらと蜜を零こぼし始めた。

「ん……、ん、ん、ぁ……、いい……」

　大きな手のひらに夢中でキスを繰くり返しながら、ときおり猫ねこのように舐なめるとイフリートの手がぴくんと動く。上うわ目め遣づかいでイフリートを見れば、彼の大きな喉ぼとけがごくりと上下に揺ゆれた。

「幼子のような顔をして、なんとも艶なまめかしい目で見るものよ……」

　ジンニーはジンの前身であるジャーン時代から数えれば百年近くを生きている計算になるが、外見は十五、六の少年である。

　一番美しい時期だと、イフリートは言う。褐色の肌、砂色の髪、大きな鳶とび色いろの瞳、生命力に満ち溢あふれたしなやかな肉体────猫科の幼よう獣じゆうのようだと讃たたえられ、イフリートに熱ねつ烈れつに求められた。自分はジャーンの頃ころからイフリートに憧れていたから、ものすごく嬉しかった。

「あ、でる……っ、もう、あ、見てて、イフリート……っ」

　その瞬しゆん間かん、目を閉じて放ほう埒らつした。びくびくと体を震ふるわせ、腰を前後に動かして余よ韻いんに浸ひたる。

　気づけば、イフリートの逞しい胸に縋すがって息を荒あららげていた。イフリートはいつの間にか体の大きさをジンニーに合わせたサイズに変えている。

　ずるずると下がりそうになる体をイフリートが支え、愉たのしげな笑えみを浮うかべながらジンニーの情じよう欲よくの証あかしで濡ぬれそぼった手をひらひらと目の前で翻ひるがえした。指から滴したたり落ちる白はく濁だくを満足げに舌先で受け止めるイフリートの卑ひ猥わいな仕草に、腰の奥がずんと熱くなる。

「えっち……」

　真っ赤な顔で見つめると、イフリートは目を細めた。ぬるっとした白濁をジンニーの頰ほおになすりつけるように撫なでられ、首筋を通ってむき出しの乳首を弄いじられる。つんと尖とがった先せん端たんと周りの色づいた乳輪にも、くまなく塗ぬり込められていく。

　触ふれられているのは胸なのに、じんじんとした刺激は下半身にも甘く伝わっていった。

「ふぁ……、あ、イフリート……、なめて……」

　イフリートは小さく笑うと、花芽のようなジンニーの胸の粒つぶを口に含ふくんだ。ジンニーの細い体がビクッと揺れる。

　そこも気持ちいい……、いいんだけど……。

「そこじゃ……、なくて……」

　もっと下の方。達してなお力を失わない若い茎くきと、二人で繫つながることができる蕾つぼみを。

「どこだ？　口にせねばわからぬ」

　意地悪だ、と眉まゆを顰ひそめた。

　一度本当に「ピーをピーしてピーピーピー×××」みたいな言葉を露ろ骨こつに口に出したら、「情じよう緒ちよがなさすぎる！」と怒おこられた。そんなことを言われても、性的知識でいえば十代男子程度のジンニーにはハードルが高いのだ。即そく物ぶつ的てきすぎずに相手をその気にさせるにはどうすれば……と頭がハゲるほど悩なやんだ。

　どう考えてもわからないので、イフリートの頭を抱だき寄せ、ねだるように髪にキスをした。

「いじめないでよ……」

　甘えてるなーと自分でも思うけれど、なにも思いつかないから「無理！」ということを伝えるしかない。イフリートは甘えられるのが好きだから、きっと嫌いやがられないだろう。

　それが功を奏したらしく、イフリートは頰を緩ゆるませ、そうかそうかとジンニーをうつぶせて尻しりだけを高く上げさせた。

　うわー、いよいよだ！　と期待に胸が高鳴った。

　イフリートの長い鉤爪はジンニーを傷つけてしまうので、ジンニーは自分の尻たぶを自分で摑つかんで開かねばならない。さすがに恥ずかしいけれど、それも興奮を煽あおる材料だ。

　舌で潤うるおすのはすでに何度かしている行こう為いなので、覚えさせられた快感を待ちわびて小さな尻が震えた。

　イフリートの長い舌が、蛇へびのようにジンニーの後こう腔こうに潜もぐり込んでくる。

「ふっ、う……、あ、ああ……、あん！」

　生きもののような舌がしつこいほど肉にく筒づつを舐めさすり、内側から濡らしていく。

　炎ほのおのような熱さでチロチロと嬲なぶられて、ジンニーの雄おすの先端からぽたぽたと蜜が滴った。たっぷりと潤されていいかげん蕾がヒクつき、欲しがりな肉筒が蠕ぜん動どうを始めた。

「ねえっ、もう……っ！」

　駄だ々だっ子のように首を振ふり、早く欲しいと懇こん願がんする。ちゅるんと舌を抜かれた瞬間、膝ひざから力が抜けて横向きに倒たおれ込んだ。

　荒い息をつき、覆おおいかぶさってきたイフリートと激しく口づけを交かわす。くちゅくちゅといやらしい音が立って、気分が一気に高まった。

　鉄のような剛ごう棒ぼうがぴたりと蕾に当たる。思わずそこに力を込めた。

　ここまでは数度経験している。

　このあとだ。何度も中断された。仕事でありながら、ランプ憎にくしとまで思わされた。

（今日こそ──！）

　ぐっ、とイフリートの灼しやく熱ねつが蕾を割り開く。

　挿入はいってくる！

　────と思った刹せつ那な、

「ま……、またかよっ！」

　ジンニーの体はゆらゆらと水のように揺らめき、煙けむりのように部屋の外へ吸い出されていった。

　新たなご主人様のお呼び出しである。

　あーれー、と叫さけびをあげてくるくると飛んでいくジンニーを呆ぼう然ぜんと見送ったイフリートが、その後どうやって持て余した熱を宥なだめたか、ジンニーには知る由よしもない。







　すぽん、とランプの嘴くちに吸い込まれた瞬間、ヤケクソになったジンニーは勢いよく飛び出した。

（さっさと願いを叶かなえてさっさと帰ろう。そんでイフリートと続きをするんだ）

「じゃじゃじゃーん！　オレさまはランプの精。おまえの願いをみっつ叶えてやろう！」

　経験からいって陳ちん腐ぷでわかりやすいセリフが効果的だ。電光石火で整えた服だって、アラビアンナイトに出てくるような民族衣い装しようである。

（さあ驚おどろけ人間よ！）

　ランプの先から煙とともに立ち上って、自分を呼び出した目の前の人間を見下ろす。きっと、あんぐりと口を開けてバカ面づらを晒さらす人間がひれ伏ふすんだ。ははーっ、魔ま神じんさま！　ってね。

　ところが……。

　ジンニーを見て軽く目を瞠みはった男は、すぐに「しっ！」と口もとで人差し指を立てた。眼光鋭するどく睨にらみつけてくる男の迫はく力りよくに、気勢を削そがれて黙だまり込む。なんだよぅ、怖こわいじゃんか！

　男は電話中らしく、クラシックな美しいデザインの受話器を耳に当てている。

「……どうしてくれるんですか、本当に出てきてしまいましたよ。ええ、おっしゃる通り、名を名乗ってランプに口づけをしました。まさか本物とは思わず……」

　電話の向こうから嬌きよう声せいが聞こえる。男は受話器を耳から離はなして声をやり過ごし、渋しぶ々しぶといった様子でまた受話器を耳に当てた。

「……はい、……ええ、結構な品をありがとうございました。……ごきげんよう母上」

　男は苛いら立だちをかろうじて抑おさえた声こわ音ねでなんとか言葉を絞しぼり出し、チン、と音を立てて電話を終えた瞬間、人差し指を眉み間けんに移して盛大なため息をついた。

　そんな姿がビックリするほど様になる、精せい霊れいでもちょっと見ないような色男ぶりに、不覚にも見み惚とれてしまった。

　黙っていてもどこか高貴な顔立ちに、力強い顎あごのラインとキリッと筋の通った鼻び梁りよう。真っ黒の濃こいまつ毛が縁ふち取どる切れ長の黒い瞳ひとみは、不ふ機き嫌げんさに曇くもりつつも黒曜石のごとく輝かがやく対ついの宝石のよう。引き結ばれたやや厚めの唇くちびるに意志の強さが宿っていて、あの唇に命令を下されたら誰だれもが跪ひざまずいてしまいそうだ。

　男はカンドゥーラと言われるアラブ民族衣装を身に着けている。真っ白なワンピースみたいなアレだ。グトラと呼ばれる頭部を覆うスカーフの下から覗のぞく、ゆるくウェーブのかかった濃い色の髪かみも服装も典型的なアラブ人のそれでいて、肌はだ色いろはなぜか抜ぬけるように白い。

　広い肩かたも、組んだ長い脚あしも「これぞ理想の男性」と言わんばかり。

（もしかしたら、イフリートよりカッコいいかも……）

　ちらっとそんなことを思ってしまい、否定するように頭をぷるるっと振った。

　電話は終わったようなのに、ちっともこっちを見てくれない。ジンニーの存在なんかないみたいだ。男は手もとのアラビア語の新聞を広げてお茶を飲み始めた。

　見えてる筈はずだよなぁ。さっき反応したし。

「あのう……」

　仕方なく声をかけてみる。

「なんだおまえは？」

　じろりと睨まれて言葉に詰つまった。精霊の出現に驚かない人間なんていないと思ったから、こんな反応は予想外だ。こっちもどんな態度をしていいかわからない。

　……ええい、ままよ！　ビビれば精霊の名が廃すたる！

「オ、オレさまはランプの魔神！　貴様の願いを叶えてやるからありがたく思え！」

「いらん、帰れ」

　間かん髪はつ容いれずに断られて絶句した。

「かえ……？　や……えと、……え……？」

　オロオロするジンニーに、さらに追い討うちをかける冷たい一言が浴びせられた。

「帰れと言ったんだ、チビ」

　コイツむっかつく！　オレはチビって言われんのが一番嫌きらいなんだ。

　外見は人間で言えば少年同然だが、実際は百歳近くの立派な精霊である。せいぜい三十そこそこの人間なんぞにチビ呼ばわりされる謂いわれはない。

「呼び出したのはソッチだろ！」

「本当に出て来るなんて誰が思う。母から馬ば鹿かげたランプを送りつけられるのはこれが初めてじゃない。これも親孝行と言う通りに呼び出しの真似まね事ごとをしてみれば、おまえのようなチビが出て来る始末だ。まったく頭が痛い」　>>>♥

　それはそっちの事情だろう。偶ぐう然ぜんだろうが本気にしていなかろうが、呼び出したからには責任を取ってもらわなければ。

「人間なんか欲よく望ぼうの塊かたまりのくせに！　どうせオマエだって欲しいものいろいろあんだろ、やせ我が慢まんしないでなんか願いごとしろよ！」

　本当のところ、早く仕事を済ませてイフリートとイチャイチャしたい。それに願いごとを叶えなければ精霊として降格されるので、ジンニーも必死なのである。

　精霊は上から順にマリード、イフリート、シャイターン、ジン、ジャーンと格があって、ジンニーはしばらく前にようやくジンに昇しよう格かくしたばかりだ。空中を浮ふ遊ゆうしている存在のジャーンから、言うなれば家持ちのジンになれたのはつい数カ月ほど前。ジンとしてはまだまだ駆かけ出しである。

　大たい抵ていのジャーンはジンになることもなくいずれ消しよう滅めつしていく。自分がジンになれたのは、なにかしらのきっかけがあった筈だ……と思う。

　ジャーン時代は単なる意識の切れ端はしとでもいおうか。夢を見ていたようなもので、曖あい昧まいな記き憶おくしか残っていない。楽しい、きれい、嬉うれしい、怖い……といったフワフワした意識が断だん片ぺん的てきに残っているだけだ。イフリートの存在はずっと憧あこがれを持っていたから覚えているけれど。

　とにかく今のジンニーは人間の願いを叶えるのが仕事のランプの精霊。もっともっと力をつけて、恋こい人びとのイフリートに相応ふさわしい精霊になるのが当面の目標だ。だからなにがなんでも人間には願いごとをしてもらわないと困る。

　しかし男はフンとそっぽを向いた。

「私は欲しいものは自分で努力して手に入れる」

　う……、正論。

　だが引っ込むわけにはいかない。

「努力したって出来ないことはあるだろっ」

　男は馬鹿にした目でジンニーを見た。

「それは、分不相応な望みというんだ」

　うっわぁ、傲ごう慢まん！　自分に出来ないことはありませんって聞こえたぜ、いま。

「何様だよオマエ、やな奴やつ」

「人に尋たずねるときは自分から名乗るんだな、ガキ」

「精霊が名前なんか言えるかぁっ」

　精霊にとって、名前は非常に大きな意味を持つ。真まことの名を呼び命令されたら決して逆らうことはできない。名を知られるということは、その人間が死ぬまで支配されるという意味なのだ。みっつの願いどころの話じゃない。

「ジンニーだ、ジンニーと呼べ人間！」

　ジンニーとは集合体ジンの単数形、つまり一いつ匹ぴきのジンということである。喩たとえるならお兄さんとか坊ぼうやと呼ばれるのと同じで、特定の精霊を指すわけではないので、これなら呼ばれても問題ない。

　それは精霊間でも同じことで、ジンニーもイフリートも真の名は決して漏もらさないため、互たがいに種族名や通つう称しようで呼び合うのだ。ジンニーが単なる代名詞だということくらいは、アラブ人なら承知だろう。

　ジンニーが名乗ったので、男も名乗り返してくれた。

「アレク・アル・ハサドだ」

（なにぃ？）

　名を聞いて驚いた。この国でアルの名がつくのは王族だけである。どうりで偉えらそうだ。

　今までどちらかというと貧しい類の庶しよ民みんしか相手にしたことのないジンニーにとっては、王族と知ればちょっと気き後おくれする。なぜなら駆け出し精霊のジンニーの能力はまだ低いので、正直大したことはできないからだ。これが齢よわい数百年を誇ほこる精霊ジンや悪魔シヤイターンともなれば、かなり大きな望みまで叶えられるのだが。

　だがここで引き下がるわけにはいかないと、尊大に胸を張って問いかける。

「さあ、なにが欲しい？　金か、女か、美味うまい食べものか？」

　アレクはうんざりした顔で、ジンニーを払はらうように手を振ふった。

「やはり下っ端ぱ精霊の考えることは低てい俗ぞくだな」

「下っ端って言うなー！」

　下っ端だけどさ！　いや、確かにオレも王族に対して金だなんだはないかな、とか思ったけどさ……。

「な、なんかあるだろ、ひとつくらい？　空を飛びたいとか死んだ人に会いたいとか、人間には出来ないことが」

　ふと、アレクの表情が変わった。探さぐるようにジンニーを見る。

「なんでもできるのか？　死んだ人間を生き返らせたり？」

「いや、それはちょっと……」

　そう言われると困る。自分の魔ま力りよくじゃ無理というのもあるけれど、もっと力の強い精霊でさえ、どこかの物語みたいにすでに腐くさった死体が歩き出す、なんて事態になりかねない。

「あ、でも霊れい魂こんを呼び出して会話くらいならできるよ」

　アレクは再び横を向いて蔑さげすんだ口調で言った。

「そんなのは霊れい媒ばい師しにだってできるだろうが。インチキとどうやって見分ける。もういい、ソーセージでもなんでも出してさっさと帰れ」

　うわ～ん、コイツ嫌い！　なんだよソーセージって！

「もうっ、あんたの願いごと叶かなえてやらなきゃオレだって帰れないのっ」

　つい口が滑すべって出た本音にハッとしたが遅おそかった。

「結局おまえの都合か」

　うお、氷のまなざし！

「や、だって……、えっち、してる途と中ちゆうだったし……」

　居い心地ごこち悪くモゴモゴ言うと、アレクは心から呆あきれたように大きく息を吐はき出した。

　しばらくジンニーを横目で眺ながめていたアレクが、ふと口だけでニヤリと笑った。

（うわ、やな笑え顔がお。絶対悪いこと思いついたろコイツ）

　アレクは優ゆう雅がに椅い子すを立つと、フワフワ浮うかぶジンニーを下から見上げてきた。近くで見るとまつ毛が驚おどろくほど長い。

　すっげえ、と素す直なおに感心した。無言で見つめ合うと黒い宝石に吸い込まれそうで怖こわい。ああでもこんな宝石になら封ふうじられてもいいかも──。

（あれ？）

　不思議な既き視し感かんがあった。

　この宝石を見たことある……？　どこでだっけ……どこかの宮きゆう殿でんの宝物庫か、それとも高い塔とうの上に閉じこめられたお姫ひめさまの瞳ひとみがこんな色だったかも。

　男らしい大きな手のひらが頰ほおに触ふれてドキッとした。急に鼓こ動どうが高まりだす。

（なに？　なんでオレこんなドキドキしてんの？）

　きっとアレクの手の熱さが意外だったからだ……。

　アレクはうっとりと夢見るような表情を浮かべた。なぜ突とつ然ぜんそんな態度になるのかわからなくて戸と惑まどってしまう。

「真の名も明かしてはくれない、つれない精せい霊れいどの……」

　ぎゃあっ、なにこれ！　オレ恋こいの魔ま法ほうなんかかけてないよ？　なんだよ、そんな目で見んなよ。そんな……なんか熱っぽい目で──。

　ジンニーのわずかな性体験は、イフリートとのみである。知らない男に触れられた経験がないせいか、こんな状じよう況きように驚くほど緊きん張ちようしてしまう。

　アレクの唇くちびるがジンニーの耳もとに移動して、近すぎる距きよ離りに首を竦すくめた。

　熱い吐と息いきがかすかに耳じ朶だを掠かすめる。

「人の身でありながら、人の熱に飽あいてしまった我を憐あわれみたまえ。そして願わくば……」

　シャイターンの囁ささやきのようにセクシーな声が忍しのびこんできた。背筋がゾクゾクする。こんなしゃべり方、まるでイフリートみたいだ。

「我が愛をそなたの肉体に刻ませたまえ」

　……。

　───え？

　それって平たく言えばヤラせろってこと……だよね？

　アレクが首筋に熱い唇を押しつけながら、頰に触れていた指を硬こう直ちよくしたジンニーの首から鎖さ骨こつ、胸に滑り下ろす。

　いたずらな指が合わせを開いて侵しん入にゆうしてこようとする瞬しゆん間かん、ジンニーは猛もうスピードでランプの中に逃にげ帰った。







「ななななな、なんだよアレッ……!?」

　心臓が、バクバクいっている。

「ギャハハハハッ」

「インキュバス！」

　盛大な笑い声に振り向くと、友人である夢む魔まインキュバスが腹を抱かかえて笑い転げていた。彼の手首と足首を飾かざる夢ゆめ鈴すずが、動きに合わせてシャラシャラ音を立てる。

　その背後にはイフリートの姿も見えた。

　インキュバスにしてもイフリートにしても種族名であって個人名ではないのだけれど、ジンニーが親しくしているインキュバスもイフリートも彼ら一人ずつだから問題はない。

　インキュバスは人間の女性の夢に現れて、眠ねむっている間に孕はらませるというタチの悪い精霊である。普ふ通つうは男性の夢に現れる夢魔はサキュバスと言って女の精霊だが、こいつは男性を誑たぶらかすレアなインキュバス。だから美しい少年の姿をしている。

　高く結ゆい上げた闇やみ色いろの髪かみ、闇色に濡ぬれる瞳、月光の輝かがやきを秘ひめた絹きぬ肌はだはまさに夢の美び貌ぼうだ。

（ちっくしょう、いつ見てもきれいだよなぁ）

　劣れつ等とう感かんに苛さいなまれそうになる自分を鼓こ舞ぶするために、ぷるっと頭かぶりを振った。

　ジンニーだって別に捨てたものではない。褐かつ色しよくの肌は肌理きめ細こまかくて滑なめらかだし、砂色の髪はペルシャ猫ねこみたいに柔やわらかだ。なにより少年らしい快活さに溢あふれている……と、イフリートが言ってくれた。イフリートは、ジャーンからジンに生まれ変わるジンニーを見て、その美しさに一目で恋に落ちたそうだ。

「そんな笑うなよっ」

「だぁってさ、ジンニーの顔……」

　くっくっと涙なみだまで浮かべて笑ってる。

　おそらく魔ま鏡きようでも使ってジンニーの仕事を見守っていたのだろうが、失態を見られていたと思うと情けない。

「他人ごとだと思って！　オレにはイフリートがいるんだから、ああいうのは……っ」

　精霊はもともと陽気で享きよう楽らく主義だから浮うわ気き性しようであるが、自分はそういうのは嫌いやだ。潔けつ癖ぺきと笑わば笑え。イフリートもジンニーだけだと言ってくれる。そこは大事にしたい。

「我もそなたが人間ごときに触れられるのは我が慢まんがならぬ」

　イフリートが大げさな身み振ぶりでジンニーを抱だきしめる。嫉しつ妬としてくれるのは嬉うれしいけど、こんな人前ってゆーか、友達の前で……。

　さりげなーく体を離はなす。インキュバスがゲラゲラ笑ってジンニーの頰をつついてくる。

「いいじゃーん、あいついい男だったから羨うらやましいよ」

「夢魔はソッチが本職だからだろ！　じゃあ代わってくれよっ」

「代われるもんなら代わりたいさ」

　インキュバスが肩かたをすくめる。

　うう……、精霊の掟おきてが恨うらめしい。

　基本的には一人の精霊が契けい約やくをしている間、他ほかの精霊はその人間に近づけない。掟を破れば、精霊を支配する王イブリースから厳しい罰ばつが下される。ランプから呼び出された時点で、アレクとジンニーは契約を交かわしたことになっているのだ。

「頑がん張ばって他の願いごとにしてもらうんだね」

　インキュバスの言葉にガックリと肩を落とした。求められるものを与あたえられないのは精霊として悔くやしいけれど、尻しり軽がるなことはしたくない。

　ちらりとイフリートを見ると、インキュバスの言葉に同意するように頷うなずいた。







　おずおずとランプの嘴くちから顔を出して様子をうかがう。

　アレクはジンニーを見るなり、フンと鼻を鳴らした。

「なんだ、逃げ帰ったのかと思ったぞ」

　さっきはあんな甘ったるい態度をしたくせに！

　やっぱりあれはジンニーをからかったのか、それとも追い返すつもりであんなことをしたのだろう。そう思ったらめちゃくちゃ腹が立ってきた。こうなったら意地でも願いごとを言わせないと気が済まない。

「だいたいさぁ、あんたなんでオレに驚かないんだよ！　オレ精霊だよ!?」

　そうだ、ジンニーの存在にちっとも驚かないのがそもそも不満なのである。

「馬ば鹿かかおまえは。おまえたちの存在なんかコーランにも載のってるだろう。今いま更さら驚くようなものか」

「コーランに載ってたって、初めて見るものは驚くだろ普通！」

　手ごたえがなくてヤキモキしているところに、

「ふぉっふぉっふぉっ」

「うわっ!?」

　背後から不気味な笑い声が聞こえて天てん井じよう近くまで飛びすさった。

「おおっ、すごいですなぁ。さすがは精霊ですな。空中に浮いとりますぞ」

（誰だれこの人、今まで全然気づかなかった。てゆーか、この人も全然驚いてなくない？）

　穏おだやかそう、というか間の抜ぬけた感じの白しら髪がのおじいちゃんがにこにこしていた。顔も体型も丸っこいのに、なぜだかタキシードが妙みように似合っている。

　ぽわーんとした雰ふん囲い気きで手招きされるのにつられて、すすすと目の前に降りてみた。勧すすめられるままカウチに腰こしを掛かける。

「お茶でもいかがですかな？」

「あ、スイマセン……」

　薔ば薇らの香かおりの湯気が立ち上るカップを渡わたされてつい受け取る。

　ひと口啜すするとふわりと口中に薔薇の香りが広がって、自分が花の精にでもなった気がした。

「うわ、おーいしい」

「それはようございました。こちらのお菓か子しも美味おいしいですぞ」

「わぁい、いただきます」

　木の実が入った素そ朴ぼくな焼き菓が子しが、お茶の味を邪じや魔ませずホロリと舌の上でほどける。

　美味うまい。人間界で飲み食いしたことなかったけど、ちょっとハマりそう。

　おじいちゃんの温和な目が、丸い銀ぎん縁ぶちメガネの向こうで糸のように細まる。ジンニーもつられてにっこり笑い返した。

「なにしに来たんだ、おまえは？」

　はっ!?

　トゲトゲしい声が割り込んで我に返った。

　いけないいけない、おじいちゃんのホノボノした空気につい寛くつろいでしまった。

　慌あわてて立ち上がった拍ひよう子しにカップをひっくり返して、美しい模様の絨じゆう毯たんに盛大な染しみが広がる。薄うすいカップは軽い音を立てて二つに割れてしまった。

　割れたカップをツンツンつつくと、高級そうな白い陶とう器きはカチャカチャと音を立てた。

「まず片づけだろうが！」

「はははいっ、ごめんなさいっ」

（やだコイツ、人間のくせに怖こわいよう。怒ど鳴なり声が雷らい神じんみたいだ）

　ビクビクしながら魔ま法ほうでカップを元通りにし、染みをきれいに抜き取る。この間、わずか一秒足らず。

「ほほう、便利ですなぁ」

　おじいちゃんが感心して拍はく手しゆするのに気をよくした。

「へへっ、まあね。他にもいろいろできるんだぜ」

「ほぉっ、たとえば？」

「たとえばねぇ、すっごく大きくなったりとか」

　すっごく、で自じ慢まんげに両りよう腕うでを広げる。

「この爺じいよりもですかな？」

「もっちろん」

　ジンニーは体のサイズを倍くらいの大きさに膨ふくらませてみせた。途と端たんにおじいちゃんもアレクも子どものように小さく見える。

「おお、すごいすごい！　まだまだ大きくなれますかな？」

　おじいちゃんが褒ほめてくれたのが嬉しくて、ますます体を膨らませる。

　ゴツン！

　調子にのりすぎて天井に頭がぶつかった。イタイ……、と思ったが声には出さず、巨きよ体たいを折り曲げてなんとか収める。

「ど、どうだ、ふはは……」

　はっきり言ってギュウギュウだ。かなり天井の高い部屋だけれど、さすがにちょっと苦しい。

「邪魔だ」

　ジンニーとおじいちゃんのやり取りを不ふ愉ゆ快かいそうに眺ながめていたアレクが、ようやっと口を挟はさんだ。と思ったらこの言いぐさである。

（なんだよチビのくせに！）

　大きくなったジンニーの目には、偉えらそうな態度のこの男だって赤ちゃんみたいなものだ。怖がらせてやれとばかりに、魔ま物ものの面に変えてぐわっと口を開けてみせる。

「美味そうな人間だな。食っちまうぞ！」

　赤い口、赤い舌、凶きよう暴ぼうな黄色い牙きばが涎よだれに塗まみれ光る。

　腰こし抜ぬかして小便もらせ、生意気な人間アレクめ！

「おおお、怖ろしい。頼たのむから食わんでくだされ」

　ああっ、別におじいちゃんを怖がらせるつもりじゃなかったのにっ。

　でも人間の反応はこうでなくちゃ。かーなりいい気分になってきた。

「偉い大だいな魔ま神じんさまはそんなにも大きくなられますが、逆にうんと小さくなられるのは難しいんでしょうなぁ？」

　おじいちゃんがすごく低姿勢で尋たずねてきたので、威い張ばりくさった口調で返した。

「オレさまにできないわけないだろう。豆よりも小さくなってみせる」

　胸を張りたいけど、狭せまいからそうもいかない。

「そんな馬鹿な。ではこの小さな瓶びんにも入れると？」

　おじいちゃんは窓まど際ぎわを彩いろどる美しい装そう飾しよく用のガラスの小こ瓶びんを指差した。

「もちろんだとも。よし、蓋ふたを開けてみるがいい」

　信じられませんなあ、と言いながら蓋を開け、瓶の口をジンニーに向ける。

　ジンニーはきつい体勢から楽になれたのを内心喜びながら、思いっきり小さくなって瓶の中に滑すべり込んだ。

「どうだ！」

　きゅぽん。

（んん？）

　見上げると、頭上の穴は既すでに塞ふさがれて出口がない。透とう明めいなガラスを隔へだてた先に、今度は巨きよ人じんのように大きくみえる二人が外からジンニーを眺めていた。

「なんだよっ、出せよっ」

　中からガラスを懸けん命めいに叩たたいてもビクともしない。

「知能は伝承どおりだな」

「左様でございますな」

　頷きあう二人に猛もう烈れつに腹が立った。というより、あんな陳ちん腐ぷな手に引っかかった自分自身に。悔しくて悔しくて大声で叫さけぶ。

「出せってば！　こんなトコに閉じ込めるつもりかよ！　バーカバーカ、おまえの母ちゃんノロマのロバ！」

「小さくなってもうるさいものだな。まったく母上にも困ったものだ。こんなランプに一体いくら払はらったのやら……」

　と、ジンニーのランプを人差し指で弾はじいた。こら、人の家乱暴に扱あつかうなよ！

「そうおっしゃいますな、お母上さまの唯ゆい一いつのご道楽でございますから。今回は本物だったようですし」

「当たり前だ。怪あやしげな古物商から何度ガラクタを摑つかまされてると思ってる。しかし本物と言ったところでこんなチンケなジンが一いつ匹ぴきだ」

　ガラス越ごしにも冷たい視線が突つき刺ささる。さ……、さすがに落ち込むなぁ。

「まあいい。あとは頼むぞ、ハカム」

「いってらっしゃいませ」

　おじいちゃんが深々と頭を下げてアレクを見送る。

　え？　え？　ちょっと待ってよ。

「このままで行っちゃうのっ？」

　困るよ、精せい霊れい界と繫つながってる魔法のランプと違ちがって、普ふ通つうの瓶じゃ出られない！

　アレクは悠ゆう々ゆうと部屋を出て行き、あとにはハカムと呼ばれたおじいちゃんが残った。

「おじいちゃんっ、出してよ！　おじいちゃんのお願いも叶かなえてあげるからぁ」

　ハカムは気の毒そうにジンニーを覗のぞき込んだ。

「申し訳ありませんなぁ、ジンニーどの。アレクさまがお帰りになってからお話しくだされ。悪く思われますなよ」

　そんなぁ～。あんなイジワル男、絶対出してなんかくれないよ。下手へたしたらこのまま海に流されたり土に埋うめられたりして、何百年も瓶の中で過ごすんだ……。

　悪い考えに鬱うつ々うつと膝ひざを抱かかえて丸まるうちに、ジンニーはいつしか眠ねむりについていた。




　　　　◆　◆　◆




　ぼんやりと、光に彩られた景色が浮うかぶ。薔薇に囲まれた豪ごう華かな園で、小さな男の子がうずくまってしゃくりあげるのを、少し離はなれた場所から見ている。

（これは、いつの光景──？）

『……お父さ…が……じゃったんだ…』

　──ダカラ……ナイテル、ノ？

（あれは、ジャーン……？）

　フワフワと、男の子の周りを漂ただよう幽かすかな光。

『お父さまが死んじゃって、お母さまも泣いてるの。すごく悲しいの』

　──ナカナイ……デ。キミガ、ナクト……カナシイ……カナシイ、ヨ……

（あれは、あれは……？）

　光が明めい滅めつする。励はげますように。

　──ナカナイデ……、ナ・カ・ナ・イ・デ……

　フワフワ、フワフワ。

　満開の薔ば薇ら、咲さき誇ほこって──。

　フワフワ、フワフワ……。

　うずくまる男の子の指先に光がぶつかる。何度も何度も、キスをして慰なぐさめるように。

　黒い髪かみ、黒い瞳ひとみ、ダイヤモンドみたいな涙なみだがひとしずく、ふっくらした頰ほおを伝い落ちる。

『……きみが……』

　──なに？

　いつの間にか、ジャーンがいたはずの位置から男の子を眺めている。

『きみが、なぐさめてくれる？』

　男の子の瞳に異様な光が宿った。幼い顔立ちが艶なまめかしさを纏まとい、口元に暗い笑えみが浮かぶ。

　ダイヤモンドはどこに消えた？

　──なぐさめる……？

　伸のばされた指がジンニーの頰に触ふれる。彼は、ジャーンに触れたはず、なのに……？

　笑みをかたどった唇くちびるが赤い裂さけ目のように開く。

『そうだよジンニー。なぐさめて……きみの、その……からだで……』

　ザッと全身の毛が逆立つ。

　知ってる。オレは、この手を知ってる。

　ゆらりと立ち上がった幼子はすでに大人の体を持ち──。

『──……我が愛をそなたの肉体に刻ませたまえ』

　全身が心臓になったようにドクンと脈打つ。

　黒い欲よく情じように濡ぬれ光るアレクの瞳がジンニーを搦からめとって動けない。逃にげられない。

　近づく、裂ける赤──！

　それが唇に触れる直前にぎゅっと目を閉じた。

　────。

　──クスッ。

　微かすかな笑いが耳に届き、唇になんの感かん触しよくもないのが不思議でソッと片目を開いた。途と端たん、

「キャハハハッ」

「あっ、インキュバス！」

　夢む魔まの美び貌ぼうが目の前で揺ゆれていた。

「……なっ、なんだよ！　おまえの仕し業わざかよっ？　信じらんねえ、友達の夢で遊ぶなんてっ」

　ジンニーの首を搔かき抱いだくように回されていた白い腕うでを振ふり払った。

　インキュバスは身に纏った絹の羽は衣ごろもの裾すそをたなびかせ、くるんと空中で一回転して艶めかしい笑みを浮かべ、小首を傾かしげた。シャラン、と零こぼれそうな鈴すずの音が落ちる。

「だってぼく、夢魔だし？」

　くっそぅ、メチャクチャ可愛かわいい！　ごめんね、なんて上うわ目め遣づかいに謝られたら赦ゆるさざるを得ないじゃないか。ずるいよきれいな子って。

「ジンニーが閉じこめられちゃったから、夢からじゃなきゃ近づけなくて。だからぼくが来たんだ。イブリースさまから伝言を預かってきたよ」

「イ、イブリースさまから？」

　その名を聞くだけで構えてしまう最高位の精霊だ。

　え、オレなんかしたかなぁ？　まだアレクの願いに失敗したわけじゃないよ、一応。

「ジンニー、あの男の願いごと叶える前に、老紳しん士しにコナかけたろ」

「え？」

　老紳士って……おじいちゃん？

「ああっ！」

　どうしよう！

　インキュバスに言われて初めて思い当たって青くなった。精霊の掟おきてにより、同時に複数の人間の願いを引き受けるのはご法はつ度とになっている。

　願いごと叶えてあげるから出して、と確かにハカムに言った。

「イブリースさま、なんてっ？」

　まさか降格……？

　不安で胸が潰つぶれそうになった。もしジャーンに落ちたら、再びジンになれる自信はない。

「老紳士とは契けい約やくが成立しなかったものとみなす。ランプは封ふう印いんするから、アレクの願いを叶えるまで精霊界に戻もどれないと思え、だってさ」

　……ほ～っ。

　詰つめていた息を吐はき出して、胸を撫なで下ろした。

　なぁんだ、要するにちゃんと仕事してこいってだけか。緊きん張ちようして損した。ランプに戻れないのはちょっと痛いけど、とりあえずアレクの願いを叶えりゃいいんだよな。

　気分が楽になって、口笛を吹ふきたいくらいだ。

　だが、ハタと気づいた。

（あいつの願いって、オレを抱きたいってことじゃなかったっけ……？）

　うおお、悩なやむ！

　早く帰りたいのはやまやまだけど、だからといってイフリートを裏切るなんてしたくない。でもアレクの願いをきけなかったら、今度こそ降格……。そうしたら裏切るどころか、もうイフリートに会えなくなる。

　ジリジリ悩んで、心の奥底で「目ェつぶって少し我が慢まんすりゃいいかも……」なんて考えまで浮かんだとき、インキュバスが思い出したようにつけ加えた。

「あ、イフリートからも伝言。人間なんかに体許したら殺すってさ」

　そ、そうだよなぁ。

　ジンニーは人間に対して特に悪印象は持っていないが、イフリートは人間を嫌きらっているからだ。人間は非力なくせに卑ひ怯きようで厭いやらしいと蔑さげすんでいる。

　前門の虎とら、後門の狼おおかみ。心の中では号ごう泣きゆうだ。

　心の中でというのは、精霊は特とく殊しゆな種族を除いては泣くという行こう為いができないせいである。そこが人間と精霊の感情の決定的な違ちがいと言っていい。悲しみは精神を老いさせる。永く生きる精霊たちは深く悲しんではいられないのだ。

　でももし、そんな感情が生まれたらどうなるんだろう？　耐たえられなくて、精神ともども粉々に砕くだけて消しよう滅めつするんだろうか？

　涼すずやかな鈴の音がジンニーの思考を遮さえぎった。

「そろそろ夢が醒さめる。ぼくもう行くよ。成功を祈いのってる」

　インキュバスはそっとジンニーの頰に口づけをして消えていった。

　ああ、オレまだ眠ってたのか……。







　目を開けると、相変わらず瓶びんの中だった。

　すっかり夜は更ふけたらしく、部屋の照明はうす暗いナイトランプだけになっている。

（アレク、帰ってないのかなぁ）

　瓶の内側にコトンと頭をもたせかけてため息をついたとき、奥の扉とびらが開いてバスローブを纏ったアレクが姿を現した。

　その艶めかしさといったら！

　ジンニーの目は釘くぎづけになった。薄うす明あかりに浮うかぶ彼の体は、ローブ越ごしにもはっきりわかる、野生の獣けものみたいにしなやかな筋肉で覆おおわれている。砂さ漠ばくを走るための力強い脚あし、獲え物ものを捕とらえるためのバネのような長い腕。そしてなにより、標的を搦めとるその瞳……。

　高い位置にある、形のいい腰こしのラインがくっきりと線を描えがきながら前を通り過ぎる。濡れた髪からひとしずくの水すい滴てきが落ちて、ジンニーの瓶に降りかかって我に返った。

「ちょ……ちょっと、アレク！　出してよ！」

　アレクはようやくジンニーに気づいたように足を止めて振り返った。

「おまえか……」

　やや驚おどろいたように目が見開かれる。

（って、ホントに忘れてたのかよ！）

　心の中でツッコミつつ、大いに脱だつ力りよくした。

　さすがにすぐ出してはもらえないかな、と殊しゆ勝しように頭を下げるつもりでいたら、アレクはいとも簡単に蓋ふたを開けてくれた。

　やっと息苦しい空間から抜ぬけ出せて、ジンニーは元の大きさに戻ることができた。

　ああ、解放感。何百年もあのままだったらと思うと、改めてゾッとする。

「とっくにいなくなったと思ってたぞ」

「出られなかったもん！」

　バカにしたような口調にカチンときて、つい反はん抗こう的てきな態度になった。アレクはため息をついて、前まえ髪がみをかき上げた。

「名も教えられない、死人を甦よみがえらせることもできない、願いごとなどいらぬから帰れと言っても駄だ目めだと言う……一体なにをしてくれるつもりなんだ？」

　自分の願ったこと忘れてんのかなぁ。

　だからといって、じゃあ抱かせろって言ったのは……とは聞けない。あ、でもこれはひょっとして願いごと変へん更こうのチャンス？

「じゃ、じゃあさ、すっごい美女に今夜の相手をさせようか？　あんたのハレムにもいないような美人！」

「人間は飽あきたと言ったろうが」

　あ。

　マズい……。これは非常にマズい展開だ。オレのバカ！　思い出させてどうするよ？　全然関係ないもの提案すればよかったのに！

　みみみ、見ないで！　そんな興味ありげにオレを見るなー！

「そういえばそんな話だったな。美女などより、伝説の生きものを抱く方が楽しそうだ」

「いやいやいや、オレなんて面おも白しろくないですよっ」

　ぶんぶん頭を振ってみたけど……む、むりだよねぇ、さすがにごまかしきれなそう……。

　案の定。

「脱ぬいでそこに横になれ」

「……はい？」

　顎あごで示された先をこわごわ目でたどれば、薄うすいシルクのドレープが天てん蓋がいからぶら下がった大きなベッドがデンと構えていた。

「……っ！」

　一いつ瞬しゆんで頭に血が上って、慌あわててランプに体を吸い込ませようとした。

　ガツンッ！

「いっ……！　いったぁ……っ」

　ジンニーの額とランプの嘴くちがぶつかって、ランプはゴロンゴロンと絨じゆう毯たんの上を転がっていく。痛みに額を押さえてうずくまった。

　そうだった……ランプに帰れないんだった。

「なにをやってるんだ」

　アレクが腕うでを引いてジンニーを立ち上がらせ、ベッドに座らせた。苛いら立だたしげな口調とは裏腹に、優やさしい動きでジンニーの手をどけて額の様子をみてくれる。

「精せい霊れいでも怪け我がなんかするのか」

「今は実体化してるから……」

　というか幽体化できなくなった。精霊界に通じているランプに潜もぐり込むには、幽体化しないとならないのに。さっきの感じだと飛べはするみたいだけど。

　上うわ目め遣づかいにアレクを見ると、目も鼻も唇くちびるもすぐ間近にあってドキドキする。

「赤くなってるが、せいぜいコブができるくらいだな」

「あ……、ありがと……」

　髪かみに触ふれる手がくすぐったい。やだな、緊張する。怒おこったように顰ひそめられた眉まゆのせいだけじゃなくて。

　──宝石が命を持ったらきっとこの瞳ひとみみたいなんだ。

　あ、オレこの人の目に弱いんだ。

　と気づいてしまったらやけにドキドキしてきた。あまり接近していると落ち着かない。

（も、もういいかな……）

　体を引こうとしたら、夜空のようなアレクの瞳が眇すがめられた。ジンニーの心臓が跳はね上がる。

　明らかに熱を持ったまなざしが、突つき刺ささるみたいでなんだか怖こわい。これは、マズい。

　相手を刺し激げきしないよう、恐おそる恐る身を離はなそうと試みる。が、逆に大きな手に頭を押さえつけられ、額の傷に唇を落とされた。

「あつっ……！」

　チリッと灼やけるような痛みのあと、ぬるりと這はわされた舌の感かん触しよくに、首筋から背中までが粟あわ立だつように痺しびれた。

「……やっ！」

　竦すくんだ体をクッションに押し倒たおされ、熱い唇が覆いかぶさってくる。　>>>♥

「ん……んん……っ、や…ふ……っ」

　苦しいっ。

　彼の気き性しようそのものかと思うような荒あら々あらしい動きで口中を蹂じゆう躙りんされる。苦しくて苦しくて、抵てい抗こうする指から力が抜ける頃ころ、ようやく唇が離れてくれた。

　体に力が入らない。震ふるえて見上げた男は、生いけ贄にえを眺ながめる愉ゆ悦えつに瞳をきらめかせている。

「そんなに怯おびえられると、逆に燃えるな……」

　濡ぬれ光る唇を味わうように舌先が端はしから端にゆっくり動いた。

　片手で易やす々やすとジンニーの両手を頭上に縫ぬい留め、体を重ねてくる。抵抗を封ふうじられ、背中の下で重なるクッションに押しつけられて、アレクに胸を差し出すような格好になった。

　服の隙すき間まから長い指が侵しん入にゆうして、踊おどるように胸の先せん端たんを掠かすめる。

「あっ、あん……っ」

　くすぐったいような、もどかしい指先が敏びん感かんな蕾つぼみを弾はじいて、軽く押しつぶして、二本の指の間で挟はさむようにこねる。絶ぜつ妙みような加減で煽あおられて、揺ゆらめく腰を止められない。

　そんなジンニーを見て、アレクの口もとがフッとゆるんだ。

「精霊は快楽好きだと聞いたが、本当らしいな」

　カッと羞しゆう恥ちで体が火ほ照てる。

　否定はできない。精霊はみな快楽に弱い。ジンニーだって恋こい人びと相手とはいえ、イフリートとの触れ合いを何度も楽しんだ。最後まではまだできていないけれど。

　だが精霊と人間のセックスはまったく違ちがった。精霊同士は夢のように溶とけあう快感しかないが、人間のそれは生々しい。快感が鮮せん烈れつすぎる。

「あ…っ！」

　肩かたから腰まで、衣服を大きく剝むかれてはぎ取られる。アレクの視線がジンニーの肌はだに注がれて、それに応こたえるように肌は燃え立っていく。

　見られたくなくて身をよじったつもりが、余計に胸きよう芽がが強調されて、アレクの目がきらりと光った。

「なんだ、見せつけてるのか？　子どもの顔をして、正体は淫いん魔まだったとはな。楽しませてくれる」

　いやだ、こんなのイフリートに顔向けできない。

「やだ……もう、や……」

「これが嫌いやがってる反応か？」

「ひゃんっ」

　ジンニーの体を割ったアレクが、膝ひざでジンニーの脚のつけ根をぐりぐり擦こすりあげる。双ふたつの柔やわらかい珠たまと竿さおの根もとを何度か突き上げられただけで、たっぷり詰つまった蜜みつが押し出されるように、先端からしずくが滲にじむのがわかった。

「この反応で初めてということはあるまい？　人間だったらおまえくらいの歳の子どもを手にかけるのは多少気が引けるところだがな。見た目通りの年ねん齢れいではないのだろう？」

　そりゃ百近いけどっ。でも直じかに人間に触れるのは初めてで………。

　──初めて？

　なにかが記き憶おくの奥底をチラリと掠めた。でもそれは摑つかめなかった糸が暗くら闇やみに落ちて行くように、スルリと滑すべり落ちていってしまった。

「や…っ、あっ……！」

　唐とう突とつな快感にまぶたの裏に火花が散った。ボンヤリ考えてる場合じゃなかった！

　アレクの指はいつの間にかジンニーの脚あしの間に移動していて、裏筋をつと撫なで上げた。

「あんっ、あんっ……やぁ……っ──」

　親指が先端の切れ目を撫でながら、他の指は幹の根もとから上までをいやらしい動きで満まん遍べんなく擦りあげる。しかもその動きを滑なめらかに促うながすのは、ジンニー自身が零こぼす淫液に他ならない。直載な刺激に、それこそ目の奥に幾いくつもの花火が上がるほどの快感が連続した。

　いやだ、いやだ、いやだ！

　なにがいやって、この行こう為いに流されそうな自分がいやだ。実体化した体は驚おどろくほど鮮せん明めいに快感を覚えて、今までのイフリートとの触れ合いがままごとだったみたいに思える。

（イフリート……！）

　ハッと意識が引き戻もどされた。

　こんなの裏切りだ。好きでもない男の手にこんなに感じてるなんて。

　自分の体ながら、その浅ましさにゾッとした。

　いくら精霊が浮うわ気きな性分だとしても、それは自分の価値観とは違うと思ってきた。イフリートだけと決めて、彼だけを想おもってきたのに。イフリートだってジンニーを大事にしてくれているのに……！

　肉体の愉悦の大きさだけ彼への罪悪感が募つのっていく。

　逃にげなきゃ……でもどうやって？　どうやって……？　ああ、頭が霞かすむ……。

　もう、無我夢中で訳が分からなかった。

「イフリート……ッ！」

「……っ!?　おまえっ……！」

　恋人の名を叫さけぶのと、手首の拘こう束そくが解かれるのはほぼ同時だった。

　そのまますごい勢いで抱だき起こされ、張り詰めた胸むな板いたに固く抱き寄せられて息が詰まる。ところがいきなり突き飛ばされてベッドから放ほうり出された。

「いってえ！」

　したたか腰こしを打ちつけて目が白黒する。

　ばさっ、とシーツを翻ひるがえす音がして、視界にひらりと白が広がった。

「ハカム！　ナイフだ！」

　訳が分からず固まったままのジンニーの脇わきを、老ろう齢れいとは思えない素す早ばやさで部屋に飛びこんできたハカムがナイフを差し出す。

　アレクは奪うばうようにナイフを摑むと、押さえ込んでいた手もとのシーツにそれを突き立てた。ちょうどジンニーの頭があった辺りだ。

　アレクの全身が緊きん張ちようしているのがわかる。ナイフを握にぎる手にひときわ力を込めたあと、ゆっくりそれを持ち上げてシーツを捲まくった。その下には……。

「！」

　完全に動きを止めた小さなサソリが這いつくばっていた。長い尾おはいまだ獲え物ものを刺し貫つらぬこうとした姿勢のまま、クッションに向いている。

　ザッと、全身の血が下がった。

　あれはジンニーを狙ねらっていた。間ま違ちがいない。だって、だって……。

（──オレが、出したんだから……）

　改めて体が震えた。

　あれに刺されていたらどうなった？　幽体なら問題ない。でも実体では……？

　快楽に溺おぼれてしまう自分がただただ赦ゆるせなくて、己おのれを滅そうとした。それ以外なにも思いつかなかったから。

　放心した体をぐいっと引き起こされ、真正面からギラギラ光る瞳に睨にらみつけられた。

　怒ってる。当たり前だ、あの状じよう況きようならアレクを狙ったと思われるのが当然だ。

「……死にたいほど、いやだったか？」

「え？」

「サソリに襲おそわせて自殺したいほど私がいやだったかと聞いたんだ」

　質問が意外だったからなにも言えなくなった。アレクが嫌きらいだというわけではない。ただ自分が赦せなかっただけだ。

（あれ？　じゃあアレクを殺そうとしたんじゃないのはわかってくれてるんだ？）

　そのことにびっくりして、まじまじと彼の顔を見つめてしまった。

　否定してやりたいのはやまやまだけれど、でもそうしたら彼がした行為を肯こう定ていするように思われてしまう。

　もしまたあんなことをされたら、もう拒こばめる自信がない。まだジンニーの体はあの強きよう烈れつな快感に震えているし、指の動きを思い出せばその部分が熱く疼うずく。

　なにより、もしもアレクを再び危険に晒さらしてしまったらと思うと……。今回だって、あのサソリは一歩間ま違ちがえばアレクの方を刺さしていたかもしれない。そんなことになったら……。

　だから、なにも言えない。

　ジンニーの沈ちん黙もくを肯定と取ったのか、形のよい眉まゆが余計に険しく顰ひそめられた。

「煙けむりの魔ま神じんはおまえの恋人か？」

　煙でできたイフリートと「煙なき炎ほのお」でできたジン。あの状況でジンニーがその名を呼べば、恋人だと容易に想像がついただろう。

　でも、なぜだろう。アレクに恋人の存在を知られたと思ったらバツが悪い気がした。

「恋人がいるならさっさと言え」

　言う暇ひまなんかくれなかったくせに！

「オ、オレいやだって言ったもんっ。さっきエッチの最中に呼び出されたって言ったし！」

「あんな気持ちよさそうにしてて、いやだなんて鵜う吞のみにできるか。奔ほん放ぽうな精せい霊れいに特定の恋人がいるなどと誰だれが思う」

　なんて傲ごう慢まんな言いぐさだ。そんなふうに吐はき捨てるように言われたら、自分が悪いのかと思ってしまう。

「そんなにいやなら、せめて泣いて抵てい抗こうすればもっと早くやめてやったのに」

　!!

　気づいてしまった事実にハッとする。認めたくないけれど、行為自体には嫌けん悪おを感じていなかった──。

　いやだったのは、あくまで自分自身のだらしなさに対してだった。

　でもどうしてなのかわからない。今日初めて会った人間に軽々しく扱あつかわれて、精霊としてのプライドもズタズタなのに。

　自分自身がわからなくて、続く言葉はひどく弱々しい声にしかならなかった。

「……オレ、泣けないし」

　人間じゃないから。

　アレクが少し驚いた顔をしてジンニーの目を見返す。ジンニーはいたたまれない気持ちになって俯うつむいた。

「泣けない？」

「精霊は、泣けないんだよっ」

　シャイターンみたいに泣けるやつもいるけれど。でもそれだって演技であって、人間を騙だますために噓うその涙なみだを流すだけだ。本当に悲しくて泣くわけじゃない。あとは泣き女バンシーとか、泣くのが仕事の種族だけ。

　下を向いたジンニーの顎あごに長い指がかかって持ち上げられ、正面を向いたら目が合った。

「そんなに、泣きそうな顔をしているくせに？」

　驚くほど痛ましい表情に、トクンと胸が高鳴った。なんでそんな顔をするのだろう。整いすぎた顔は怖こわいほどだ。

　カァッと頰ほおが熱くなる。

（もしかしてこいつ、シャイターンが人間に化けてるんじゃ……？　だって、人間がこんなにカッコいいわけない。こんなの、人間離ばなれしすぎてるよ）

　大きく開いた襟えりから胸筋の陰いん影えいが覗のぞいて、男の色いろ香かともいうべきものがいやというほど立ち上っている。自然にそこに目がいってしまうのを、なんとか引き剝はがして視線を逸そらす。

　さっきはあの胸に抱かれていたと思うと、ドキドキして心臓が口から飛び出しそうだ。顔はきっと真っ赤だろう。薄うす暗ぐらくてよかった。

「失礼いたしますが」

「うわあっ」

　おおおおお、おじいちゃん！　ビックリした、まだいたんだ！

　ハッと気づけばジンニーは上半身は素すっ裸ぱだかで、下半身もきわどい乱れ具合という有り様だ。

「───っ！」

　慌あわてて腰にぶら下がった服を纏まとって体を隠かくそうとしたら、勢い余ってビリッと破いてしまった。ほとんど素っ裸から、もう完全に素っ裸である。情けなくも股こ間かんに手を当てて大事な部分だけ隠すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「なにをやってるんだおまえは、本当に」

　アレクが呆あきれた顔をしながらタオルケットを被かぶせてくれる。

　誰のせいだと思ってんだよ！

「失礼ながらアレクさま。わたくしの見たところ、あなたさまがジンニーどのにご無体を働いたご様子ですが」

「そっ、そうっ。そうだよっ！」

　ジンニーが力強く頷うなずくと、アレクはベッドに腰こし掛かけたまま、決まり悪そうに横を向いた。

　この男にこんな顔をさせるなんて、ハカムはもしかしてすごい人なのだろうか。

「か弱き精霊をいじめるのは、いささか悪あく趣しゆ味みですな。人でないからといって乱暴に扱っていいということはありますまいよ」

　嬉うれしくて、じーんと感動してしまった。

　イフリートは人間を嫌うけれど、悪い人ばかりではないのだ。ランプに戻もどれず心細いジンニーには、ハカムの言葉が心底有り難がたい。

「わかったわかった。まったくおまえはいつまで経たっても口うるさい。まるで私を子ども扱いだ」

　アレクはうんざりしたように手を振ふった。

　ハカムはふと思いついたように、ジンニーを見た。

「アレクさま、明日あしたはジンニーどのにつき合ってもらってはいかがでしょう」

「こいつにか？」

　二人の視線がジンニーに留まる。

「明日？」

　ジンニーが小首をかしげると、ハカムは人を幸せにするようなほほ笑えみを浮うかべた。

「ジンニーどのは遊園地に行ったことがおありですかな？」

「ないよ」

　通りかかったことはある。家族連れや友人同士が楽しそうにざわめいて、大きな乗り物に乗っては感心した声をあげ、速い乗り物に乗っては絶ぜつ叫きようして、とても楽しそうな場所に見えた。

「行きたいとは思いませんかな？」

「そりゃ、行ってみたいけど」

「アレクさまが連れて行ってくださるかもしれませんぞ」

「えっ！　ほんと？」

　それは行ってみたい。あのクルクル回る馬や、大きな時計みたいな乗り物にも乗ってみたい。

　喜色を浮かべるジンニーを、アレクはいかにもいかがわしげな目で見ている。

　なんだよぅ、そんな顔することないじゃんか。

　いきなり舞まい降りた楽しい予定に、ジンニーの心はすでに遊園地に飛んで行ってしまっている。ダメだと言われたら悲しい。

　期待に満ち溢あふれた目でジンニーが見つめるのに、アレクは少し怯ひるんだ様子だ。

「お呼び出ししたからには、おもてなししませんと」

　ハカムが説得するようにアレクの肩かたに手を置いた。アレクは考えるように顎に手を当ててジンニーを見ている。そんな仕草がいちいちカッコいいから美形はタチが悪い。

「それにアレクさまも、ああいった場所にお一人で行かれるのは少々気き恥はずかしいかと存じます」

　その言葉が最終的にアレクの決断を後押ししたらしい。

「……いいだろう。だがあくまで調査目的だ。私はうるさい子どもは好かない。あまり騒さわぐなよ」

　チョウサモクテキがなんのことかはわからないが、とにかく遊園地に連れて行ってもらえるのだ。

「やったぁ！」

　はしゃぐジンニーを、ハカムはにこにこして眺ながめた。

　アレクは話は終わりだとばかりに立ち上がり、「来い」とジンニーの腕うでを取って歩き始めた。部屋を出る間ま際ぎわ、ハカムにベッドの後始末を頼たのんで。

「あ、ちょ、ちょっと待って」

　床ゆかに転がったままだったランプを拾った。

　部屋を移動するならランプも持って行きたい。なにを隠そうこれはジンニーの家であり、本体なのである。ジンニー本人とシンクロしていて、ダメージを受ければジンニーにも害が及およぶ。見ていないところで万一壊こわされでもしたら大変だ。

　ランプを片手に、アレクに腕を引かれてタイル敷じきの廊ろう下かに出ていく。宙に浮いてもいいのだけれど、足裏に当たる硬かたい感かん触しよくが新しん鮮せんで楽しい。複雑に入り組んで美しい文様を描えがくタイルは見ているだけでワクワクする。

「ずいぶん楽しそうだな」

「え？　あ、うん、なんか床が冷たくて気持ちいいなって」

「そんなものが嬉しいのか。変わっているな」

　呆れたように言われた。

　ほぼ幽体でランプの中と外を行ったり来たりするだけだったジンニーにとっては、見るもの触ふれるものすべてが新鮮だ。

　ジンニーにあるのは、単純な感情の切れ端はしでしかなかったジャーン時代のおぼろげな記き憶おくと、ジンになってからはランプを出入りしながら学んだ人間の行動や感情や生活や言葉だけである。ジンニー自身が人間のようにこの世を歩き回るなんて想像もしなかった。だからとても不思議な気分だ。

　体に巻いたタオルケットをずるずると引きずっているが、廊下にはホコリひとつ落ちていない。

「どこ行くの？　ていうかここどこ？」

　前回呼び出されたのは人の多い都の中心部にある民家だったので、てっきりその近くだと思っていたのだが。

「知らずに出てきたのか。私の別べつ邸ていだ。仕事で来たのに子どものお守もりとは、とんだ災難だ」

　いちいちムッとする言い方だ。

「呼び出したのアンタなんだけどっ？」

「おまえのようなチンケなジンだとわかっていたら呼ぶものか」

「チンケって言うな！」

　やいやい言いながら歩き、さほど長くない廊下の先の大きな扉とびらを開けると、そこは鮮あざやかな植物の咲さき乱れる心地ここちよい温度に管理された植物園だった。

「わあ……」

　ドーム状になったガラスの向こうに、果てしない夜空が広がっていた。甘い香かおりを放つ大輪の花々やたわわに実をつけた樹き々ぎの先には、満天の星を切り取ったようなプールが見える。

　プールサイドには涼すずしげなデザインのデッキチェアが、樹木の陰かげには寝ね心地ごこちのよさそうな豪ごう奢しやな天てん蓋がいつきベッドがあった。まるで童話に出てくる姫ひめ君ぎみの庭園のようだ。

「そこのベッドを使え」

「え、ここで寝ねていいの？」

　すごい。こんな素す敵てきなところを使っていいなんて。

　ランプをテーブルに置いてぽーんとベッドに飛び乗ると、みっしりとしたマットレスがジンニーを受け止めた。

「ふっかふか～」

　あまりの気持ちよさにベッドの上を転げまわった。清潔なシーツはさらさらと肌はだ触ざわりがよく、思わず頰ほおをすり寄せてしまう。

「気に入ったか」

「うんっ。なんかお姫ひめさまのベッドみたい」

「母のために父が作った場所だからな」

「お母さん？　ここにいんの？」

　うつぶせたまま肘ひじをついて首だけを上げ、キョロキョロと周囲を見回す。

　確かに植物園やベッドは女性が好みそうなロマンチックなデザインだ。アレクのイメージではないと思う。

「今はいない。父が亡なくなってから、想おもい出のありすぎるこの場所は辛つらいと言ってな。この屋や敷しきを私に譲ゆずり、宮きゆう殿でんの片かた隅すみでひっそりと暮らしている」

　この国では王族や高官は大たい抵てい自分の宮殿にハレムを持って愛人たちを囲い、複数いる妻たちにはそれぞれに屋敷を与あたえ、そこに通うのが一いつ般ぱん的てきだ。

　夫亡きあと、妻は大抵自分の屋敷に籠こもって余生を過ごすことになる。一度結けつ婚こんした女性は二度と他ほかの男性と結婚することは許されず、それどころかほとんど外に出ることもできない。

　庶しよ民みんの間ではこういった差別的な扱あつかいは薄うすれつつあるが、保守的な上流階級にはまだまだ男だん尊そん女じよ卑ひが根強く残っている。

「アレク、奥さんは？」

　母が住んでいた屋敷を相続して自分の妻を住まわせることは珍めずらしくない。彼の年ねん齢れいなら、そのつもりで屋敷を整えていると考えるのが普ふ通つうだ。

「いない。する気もない。女性を不幸にするだけだからな」

　アレクはつまらなそうにベッドの端はしに腰こし掛かけた。

「ふうん。好きな人とかいないの？」

　美しい妻を望む男は多い。アレクならよりどりみどりだろうとは思うが、事情があって手に入れられない女性に恋こいしていることも考えられる。その辺でなんとか願いごとにならないかと期待したが、ジンニーの考えを見み透すかすような返答が返ってきた。

「結婚を願わせようとでもいうのか。無む駄だだな。私は他人と暮らすことに魅み力りよくを感じない。女を抱だきたければ不自由はしないし、王族といっても末席の私には王位継けい承しよう権もないから子孫を残す義務もない」

　ちぇっ。

　ソッチ方面はダメだとさすがに諦あきらめよう。しかしアレクの願いごとを叶かなえなければランプに、つまりは精せい霊れい界に帰れないのだ。なにかしら彼の気を引くもののヒントが欲しい。

「アレクさぁ、最初の願いってなんだったの？」

　たしか、死んだ人間を蘇よみがえらせたりとか言ってた気がする。

「どうせできないだろうが、父と話をしてみたいと思っていたんだ。あまり会う機会がなかったうえに、私が六歳のときに亡くなったからな。どんな方だったのか、まったく記憶にない」

　淡たん々たんと話しているから、それほど会いたいようには聞こえない。

「それだけが、努力のしがいがない私の願いだな。他の望みは自分で手に入れる」

　先手を打たれて困ってしまった。

　わかりやすくしょぼんとすると、アレクはジンニーの顎あごを持ち上げて瞳ひとみを覗のぞき込んできた。あまりに近い距きよ離りに思わず息を吞のむ。間近で見るとますます迫はく力りよくのある眼力だ。

「逆に聞こう。なぜ私の願いがソーセージを出して消えろ、ではおまえは納なつ得とくしないんだ？　なんでもいいならそれでいいじゃないか。おまえも私も困らない」

「それは、あんたが本当にそれを望んでないから」

　願いを叶えるには人間の「想い」が必要になってくる。想いの強さがエネルギーとなり、それを精霊が増ぞう幅ふくして顕けん現げん力とする。そして精霊はそれを糧かてとして格を高めていくのだ。

　たとえば同じソーセージだとしても、亡くなった祖母が作ってくれたオリジナルのあの味をもう一度、と熱望するならそれは叶えるに足る願いごとになる。もしくは、飢うえた旅人が肉にく汁じゆうしたたるソーセージを、というならば。

　なんでもいいとあしらわれる程度の気持ちで願われても、精霊の糧にはなりえない。それどころか逆に格が下がるだけである。ジンとして駆かけ出しのジンニーには致ち命めい的てきだ。うっかり降格すればジャーンに逆ぎやく戻もどりの危険がある。

　強く願わせること、それを叶えること。二つがワンセットになって初めて「願いを叶えた」ことになる。

　それでいくと、アレクがジンニーを抱きたいという願いが合格ラインだということは、ある程度本気で興味があると思っていい。退たい屈くつを持て余した王子には、人外の生物との交合はそれなりに刺し激げき的てきなのだろう。

　ちらっとアレクの瞳を見て、胸の高鳴りを覚えた。

（ちょっと触さわられただけであんなに気持ちよかったんだから、エッチしたらすごくいいんだろうなぁ）

　なんにでも好こう奇き心しんいっぱいの駆け出しジンである。

　生まれながらに享きよう楽らく主義の精霊である。

　目の前のごちそうに食指が動かないわけがない。

　いやいや、浮うわ気きはダメだ。いくら性行こう為いに興味があるといっても、自分は恋こい人びとがいる身。しかも人間とそんなこと。自分は夢む魔までも淫いん魔までもないのだ。

「本気の願いでなければダメだというなら、当分おまえの期待に応こたえるのは難しいな」

　あああ、先は長そうだ。

　落らく胆たんしていたら、アレクが平気な顔をしてジンニーと同じベッドに体を潜もぐりこませてきた。びっくりしてガバッと上半身を起こす。

「ちょ、なんだよ、まさか一いつ緒しよに寝るのっ？　他にも部屋あるだろっ、こんだけ広い屋敷なんだから！」

「うるさい。おまえのような危なっかしい輩やからを一人にしておけるか。ここが一番壊こわされそうなものが少ないんだ。黙だまって寝ろ」

　腹立たしげに返されても、さっきあんなことをされたのだから警けい戒かいするのは当然だろう。

「……変なことしない？」

　タオルケットをぎゅっと体に巻きつけてアレクを睨にらみつける。なにせ下は素すっ裸ぱだかだ。

「今日はしない。またサソリを出されても困るからな」

「今日はってなんだよ！」

　ぷんと頰を膨ふくらませたジンニーには目もくれない。

「約束する。今日はなにもしないから安心して眠ねむれ」

「そう？」

　そう言われれば、生来素す直なおなジンニーはころんとアレクの隣となりに体を横たえる。

「……少しは疑ったらどうだ」

「だって、ふぁ……、安心しろって言うから」

　あくびまじりの返答をすると、アレクは仕方ないといったふうに息をついた。

　ほとんどの精霊は睡すい眠みん時じは自分の住すみ処かへ帰るため、ジンニーもランプの中で眠るときは大抵一人である。ベッドは必要なく、体を丸めて宙に浮うかんだような状態で眠る。

　こうして柔やわらかなベッドに横になり、誰だれかの存在を感じながら目を閉じるのは、存外心地ここちいい。人間のような肉体も悪くない、と思う。

　他人の気配が珍しくて、もっと感じたくて少しずつにじり寄る。アレクの肩かたにジンニーの頭が触ふれたところで、アレクがくるりとジンニーの方を向いた。

「おい。誘さそってるんでなければもっと離はなれろ」

「誘ってないよ。でもあったかいの、気持ちよくて」

　体を寄せながら、きゅっとアレクのバスローブを摑つかむ。アレクの匂においがする。いや、ボディソープの香かおりだろうか。とにかく甘くていい匂いだ。

　他人と眠るなんて初めてで、ドキドキしつつもなんだか嬉うれしい。

「自分が裸はだかだということを考えろ。襲おそわれても文句は言えないぞ」

　そういうものか。でも今日はなにもしないと言った。アレクのことはよく知らないけれど、一度言ったことを簡単に翻ひるがえすようには思えない。

「私の年齢に感謝するんだな。もう十も若かったら、同どう衾きんした相手をそのまま寝かせるような道どう化けは演じないところだ」

　不ふ機き嫌げんそうな口調で、それでもジンニーが眠りやすいようにか、腕うでまくらをして抱き寄せてくれる。

　すごく安心する。ぴったり寄り添そったアレクの体温も、かすかな心臓と呼吸音も。

　がっちりとした胸や腕の硬かたさが男らしい。こういう夫なら妻はぞっこんになるんだろうなぁ、もったいない。

　ふぁぁと大あくびをしたジンニーを見て、アレクがゆっくりとジンニーの頭を撫なでる。それがあまりにも気持ちよくて、すぐに昼ひる寝ね中の猫ねこのようにトロトロになった。

　ぼんやりとし始めた耳に、アレクの声が聞こえる。

「おまえは泣けないんだろう？」

「……うん……」

　リアルの肉体というのはすごい。急速に眠りに引き込まれていく。まぶたも手足も重くなって抗あらがえない。

「痛くても、苦しくても？」

「たぶん……」

　半分眠りながら答える。

　痛みも苦しみも味わったことがないからわからない。でもそれが辛つらいだろうことはわかる。だから味わいたくない。

「おまえの泣き顔を見てみたいものだな」

　アレクの温かい指が、ジンニーの目もとをそっと辿たどった。その指の動きはとても優やさしい。

　泣くのなんか、やだよ。

　そう答えたつもりだったけれど、すでに夢ゆめ心地ごこちのジンニーの唇くちびるから、その言葉が零こぼれることはなかった。







　あ、夢の中だ。

　と今度は明確にわかった。

　薄うす紫むらさきの靄もやが立ち込める周囲には、動くものは見えない。

　しゃらん、とインキュバスの夢ゆめ鈴すずの音が響ひびき渡わたり、やがてジンニーの目の前に月のような美び貌ぼうがふわりと現れた。今夜は妙みようないたずらを仕し掛かける気はないらしい。

　が、目の前にいればしなだれかかってくるのは彼のデフォルトだ。

　インキュバスはジンニーの首に華きや奢しやな腕を回して、心配そうに瞳を覗きこんだ。

「さっきは危なかったね、ジンニー」

　サソリのことを言っているのだろう。

「今は実体なんだから、怪け我がをすれば痛いし、病気にもなる。間が悪ければ死んじゃうよ」

「や、やっぱそうなんだ……？」

　本気で危ないところだった。

　精せい霊れいは幽体でいれば肉体的に致ち命めい傷しようを負うことはないのだが、インキュバスいわく、実体化していれば人間と同様に傷を負うらしい。だが、どんな大おお怪け我がも、精霊界に戻もどって治ち療りようをすれば大たい抵ていは治る。もちろん程度に応じて時間はかかるけれど、痛みを和やわらげる魔ま法ほうも使えるのでそれほど怖こわくない。問題は精霊界に帰るには幽体化しなければならないということ。今のジンニーにはそれができないのだ。

　精霊の命が尽つきるときは光になって溶とけていくものだが、実体で死んだらどうなるんだろう。いくら好こう奇き心しん旺おう盛せいでも、そればっかりは試ためしてみる気にはならないのである。

「幽体になれないのはペナルティだからね。そうそう楽はできないさ。食事は必要ないけど、睡すい眠みんは必ひつ須すだし。まあそれは精霊界にいても変わらないか」

　精霊も眠るのは人間と変わらない。ただスパンはそれぞれで、数十年から数百年のサイクルで睡眠と覚かく醒せいを交こう互ごにする精霊もいる。ちなみにジンニーは人間とさほど変わらない。

「これはぼくからの忠告だけど。あまり人間界の食べものを口にしない方がいいよ。美味おいしいから癖くせになって食べ続ける精霊がいるけど、それだけ人間の世界のものが体に入り込むし、ひいては人間に近くなる。……危険だよ」

　精霊界に迷い込んだ人間が精霊界の食べものを口にすると、人間界に帰れなくなるというのは有名な話だ。もしや逆のパターンもあるということだろうか。だとしたら怖い。

　インキュバスは母親のような手つきでジンニーの頰ほおを撫でた。

「ほんと言うと、少し心配なんだ。きみはまだジンになって短いから、思考が赤ちゃんみたいなんだよね。疑うことも、計算することも知らない。子どもみたいな感情で動くから、見てるとヒヤヒヤする」

　薄うす々うすは感じていた。インキュバスがジンニーの仕事を見守っているのは、決して好奇心からばかりではないのだ。ジンニーが危なっかしいから、目が離せないのだろう。

　そんな友人の気持ちがありがたくて、こつんと額を合わせて「ありがと」と礼を言った。

　言うだけ言ってしまうと安心したのか、インキュバスはくるりと表情を変えていたずらっぽく唇をつり上げた。

「個人的には早くあの男とヤッちゃって帰ってきて欲しいんだけど。それにあんまり待たせると、イフリートだって浮うわ気きしちゃうかもね」

「えっ、そんなのやだ！」

　あははは、と笑ったインキュバスはふわりと宙に浮かび上がると、衣ころもの裾すそを翻して靄の中にだんだんと姿を紛まぎれさせていった。

「あ、そうそう、わかってると思うけど、どうしても用事があるときは鏡から話しかけて。手鏡を持ち歩くといいよ」

　手鏡。それは思いつかなかった。

　幽体であれば、鏡は精霊界へ通じる扉とびらになる。今は幽体になれないジンニーでも、鏡越ごしにインキュバスたちと会話はできるだろう。

　起きたら早さつ速そく手鏡を用意しようと、ジンニーは夢の中で体を丸めて目を閉じた。







　うっすらとまぶたを開くと、すでに周囲は光に満ち溢あふれていた。頭上には澄すみ渡った青空が広がり、青い天てん井じようのようだ。

「うわぁ……」

　明るいところで見ると、ここはまるで南国である。極ごく彩さい色しきの花々は気分を陽気にさせた。

　キョロキョロ周囲を見回してみるが、アレクの姿は見えない。屋や敷しきの中に入ってしまったのだろうか。

　ベッドを飛び降りると、すぐにプールに気を取られた。青空を映したプールは涼すずしげで、とても気持ちがよさそうだ。この国は他の中東の例にもれず、水資源はさほど豊かではないといえる。それなのにこんなになみなみと水をたたえた大きなプールがあるのは相当に贅ぜい沢たくだ。ジンニーは海を見たこともなければ、水に入ったこともない。

　もの珍めずらしい思いでプールサイドにしゃがみ込み、表面を少しすくってみる。

　途と端たんにキラキラッと光のしずくが指先から零れ落ちて、ジンニーは感かん嘆たんの声を上げた。

　なんてきれいなんだろう。

　プールの表面に広がっていく波は紋もんも美しくて、夢中で水面をぱしゃぱしゃとすくった。

　初めて触れるプールの水は冷たく透すき通っていて、ジンニーの心を鷲わし摑づかみにした。

（入ってみたい！）

　そう思ったら躊ちゆう躇ちよすることなく、階段状になったプールの降り口に向かった。幸い昨夜のまま、裸ん坊ぼうである。

　幅はば広びろの階段は、数段下になるともうゆらゆら揺ゆれる水の中に消えてしまって、どのくらいの深さがあるのかわからない。

　そっとつま先を水に浸ひたすと、

「ひゃっ」

　予想外の冷たさに脚あしがぶるるっと震ふるえた。手で触さわったときよりも冷たく感じる。でもその震えが楽しくて、思わずニヤニヤしてしまう。

　一歩ずつゆっくりと階段を下りていく。水に触ふれる部分が多くなるにつれ、ぞわぞわとした感覚に肌はだが粟あわ立だった。ちょうど腰こしまで浸つかったとき、自分のイチモツが水面にプカッと浮ういたのが楽しくて、少しの間上下して遊んだのはご愛あい嬌きようである。

　階段自体は胸の下くらいまでで終わったが、あとはプールの奥に向かって深度が増すよう傾けい斜しやしているようだ。

　ぴょんぴょんと弾はずむようにして歩いていくと、光の加減でプールの底に大理石状の模様が現れた。あんまりきれいで、触ってみたくなった。

　なにも考えず水に潜もぐり、底に向かって腕うでを伸のばして────。

　ガボッ！

　と、肺から空気の塊かたまりが抜ぬけだした。

　慌あわてて息を吸おうと思ったら、ごぶりと大量の水が流れ込んで鼻と目にツンとした刺し激げきを感じた。驚おどろいた弾みにズルッと足を滑すべらせ、水の中で横向きに転がる。あっという間に上下の感覚がなくなった。

　──痛い！　目が開けられない！

　足が底に着かない。腕を伸ばしても水を搔かくだけで、かえって体が回転してしまう。

　パニックになってひたすら手足を動かし続けた。

　水を飲みこんだ胸が痛い、空気を絞しぼり出した喉のどが苦しい、思うように動かない、体が重い、怖い、怖い、怖い──！

　ふと、指先がなにか硬かたいものに触れた。

　と思った瞬しゆん間かん、強い力で腕を引かれ、無我夢中で自分を引き寄せたものに縋すがりついた。

「暴れるな！」

　雷らい鳴めいのような叱しつ責せきに、遠くなりかけた意識が引き戻される。ガハッ、ガハッ、と涎よだれを垂らしながら何度も咳せき込み、やっと酸素を取り込むと喉がひゅうひゅうと鳴った。

　水から引き上げられたのだとわかったのは、ぜいぜいと息をつくジンニーの背中をさすってくれる手に気づいたときだった。　>>>♥

　いまだ揺れるプールの中で、アレクに抱だきかかえられている。ぴったりとくっついたアレクの熱さに震えた。助かったんだ、と思うとさらに震えが増した。

　アレクの首に回した腕にぎゅっと力を込めると、ジンニーの腰をしっかりと抱いたままアレクが水の中を移動する。階段を上がるときは膝ひざ裏うらもすくわれ、横抱きで水から出た。

　がたがたと震えるジンニーをプールサイドのデッキチェアに寝ねかせ、水を吸い取るようにタオルケットで体をくるんでくれる。

「この馬ば鹿かが。泳げないならなぜプールに入る」

　ジンニーをこれ以上怯おびえさせないためか、怒いかりを含ふくみながらも静かな口調で尋たずねた。

　水に入るのは初めてだった。潜ると呼吸ができないことも知らなかった。アレクに迷めい惑わくをかけるつもりなんてこれっぽっちもなかったのに。

　ショックでうまく説明できない。

　アレクはため息をつくと、濡ぬれた髪かみをかき上げた。

「目が離はなせんな、まったく……」

　苛いら立だった口調に、胸がちくんと痛んだ。

　ごめんなさい、と謝りたいのに、舌が麻ま痺ひしてしまったようだった。

　アレクはうつむいたジンニーの顎あごをすくって上向かせ、じっと見つめてくる。しばらくジンニーの瞳ひとみを凝ぎよう視しし、それから視線を唇くちびるに移して親指でなぞった。

「唇が青くなっているな。なにか温かいものを持ってきてやろう。このまま休んでいろ」

　そう言って立ち上がり、びしょ濡れの体に、飛び込むときに脱ぬいだらしいローブをはおって歩き出した。髪からぽたぽたとしずくが垂れ落ちている。数歩いったところでくるりと振ふり向き、

「絶対にそこから動くなよ」

　と念を押した。

　言われずとも、すぐに動けるほど回復していない。激しくむせた肺はまだ痛むし、体温を奪うばわれた体は死人のように冷たくて寒い。

　人間の肉体というのはなんて不便なんだろう。幽体だったら水の中でもきっと空中と同じように動けただろうに。空気も必要とせず、魚のようにすいすいと泳いで。

　そのうえ人間は十日間も食事を取らなければ、肉体は簡単に滅ほろんでしまう。なんて弱くて面めん倒どうくさい生きものだ。今のジンニーは生命を維い持じするための食しよく糧りようはいらないが、それ以外は人間とほとんど変わらない。

　人間って大変なんだなぁ、と気の毒になった。

　くしゅんとくしゃみをした瞬間寒気がきて、タオルケットをきつく体に巻きつけた。もっとかけるものが欲しい。朝まで寝ていたベッドにいけばあるのだが、動くなと言われている。

　寒いな、と思ったらなんだか寂さびしくなった。幽体なら寒さも暑さも感じずに済む。早く精せい霊れい界に帰りたい。

　郷きよう愁しゆうに胸が苦しくなったところで、アレクがカップを手に戻もどってきた。拭ぬぐっただけの髪はまだ濡れているが、バスローブは脱いで部屋着に着き替がえている。

　サイドテーブルにカップを置いてジンニーを抱き起こす。温かな湯気を立ち上らせるカップをジンニーに手て渡わたした。

　茶色くて、表面にとろりと白い輝かがやきのある液体が入っている。熱くないようにと気を遣つかってかガーゼを巻いたカップを両手で包むと、布越しにじんわりと温かさが伝わった。

　甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

　きっと美味おいしいだろう。冷えた体も温まるはずだ。

　だが昨夜のインキュバスの言葉が気になって口をつけられない。

「どうした。ホットチョコレートは嫌きらいだったか」

　相変わらずのしかめ面づらだが、アレクが気遣ってくれているのはわかる。あんなことをしでかしたのに親切にしてもらっているのだ。飲むべきだと思う。

　──人間の世界のものが体に入り込むし、ひいては人間に近くなる。……危険だよ。

　ごくりと唾つばを飲んだ。

　たった今溺おぼれかけたことで、人間の肉体に対する恐きよう怖ふが沸わき上がっている。

「あの、オレ……、に、人間と違ちがって食べもの必要ないんだ……。だから……」

　アレクは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「だが食事ができないわけではないんだろう？　ハカムと茶を飲んでいたんだからな」

「あ……、え、と、うん……」

　そうだ。アレクの前でお茶とお菓か子しをごちそうになった。食べられないと噓うそをつくわけにはいかない。

「栄養的に必要はなくとも、体が温まる。飲んでおけ」

　そう言われれば、これ以上親切を無下にすることはできない。

　精霊界の掟おきてや習慣は人間に漏もらしてはいけないことになっている。飲食をすると危険が伴ともなうということは、精霊が真の名を名乗らないのと同じように一いつ般ぱん的てきに周知されているのか、言っていいことなのかの判断がジンニーにはつかない。もしこれ以上降格の憂うき目にあったらと思うと、言えなかった。

　少しだけなら問題はないはずだ。人間の食べものを好む精霊もいるんだから。

　そう自分に言い聞かせ、こわごわと茶色の液体をひと口だけ飲みこむ。

　優やさしい熱が体の中に落ちていく。その温かさは、やはり心地ここちよかった。













　結局遊園地は次の日に行くことになった。溺れかけてすぐに出かけるのはよくないとハカムに進言され、アレクも仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、それでもずっとジンニーの側そばにいてくれた。仕事はいいのかなと思ったが、気にしてもらえるのは安心するし嬉うれしい。なんだかんだいってアレクは割と面倒見がいいのではと思っている。

　そして一晩眠ねむれば、もともと楽天的なジンニーは気力も体力もすっかり回復してしまった。早朝に目が覚めて、早く行こう行こうとアレクの腕を引っ張ったものである。

　出発前に、遠足に行く子どもさながら正座で注意をされた。

　ひとつ。知らない人についていったり、物をもらったりしないこと。

　ひとつ。迷子になったら係員に声をかけること。

　ひとつ。決して空を飛んだり変身したりしないこと。

「リアルピーターパンになられては大おお騒さわぎだからな」

　ピーターパンがどんなものかは知らないが、とにかく連れて行ってもらいたいのでこくこくと頷うなずいた。そしてワクワクしながらアレクに連れられて、屋や敷しきの裏手に置いてあった自家用ジェットに乗り込む。

　──ひこうき？

　ジンニーの知っている遊園地なら、ジェットで行くような距きよ離りではないはずだ。

「……どこまで行くの？」

「アメリカだ」

　こともなげに言われて、ジンニーの表情が笑え顔がおのまま固まった。

「アメ、リカ……？」

　アメリカって聞いたことある！　という程度の知識しかジンニーにはない。

　ほわあああ、と思っているうちに、ジェットは空高く飛び立っていた。

　安定飛行に入ると、シートベルトを外して後部のソファへ移動した。備えつけの冷蔵庫を開けるとワインやらチーズやら、旅のお供がわんさと出てきた。どうやら長い行程らしい。

「なんでわざわざ遠い遊園地に行くの？」

「言ったろう。調査目的だ」

「チョウサモクテキってどういうこと？」

　時間を持て余していればそんな話題にもなる。

　彼の説明によれば、アレクの国は豊かだが、今のところ観光の目玉がない。アレクの腹はら違ちがいの兄である現国王は、集客の目玉としてテーマパークの建設を思いついたのだそうだ。

　世界的に人気のテーマパーク系列が誘ゆう致ちできたらベストだと打だ診しんはしてみたものの、立地条件やライセンス、その他諸もろ々もろの関係でちっとも話し合いが進まない。ひと言で言えば先方は気難し屋さんなのである。

　これはどうも難しいぞと半分諦あきらめかけた国王は、オリジナルのテーマパークを作ることも視野に入れ始めた。そこでアレクに白羽の矢が立ったのである。

　もともと国王の思いつき程度の発案である上に、具体的な構想はほとんどない。まずは各国のテーマパークに出向いて自分で体験して来いと命令されたのだそうだ。

「……なんで王子がそんなこと？」

　人間界の事情には詳くわしくないジンニーが聞いても、アレクの扱あつかいがなんだか雑である。王子ってそういうものだったっけ？

「私は兄たちに疎うとまれているからな」

　肘ひじをついて窓の外を見ながら、アレクはさらりと言った。

「疎まれてる？」

「私の母は亡なき父王の妃きさきの中でただ一人、欧おう州しゆうの人間だからだ。父の唯一の恋れん愛あい結けつ婚こんで最後の妃だったから寵ちよう愛あいもひとしおだった。他ほかの妃にしてみれば面おも白しろくないだろう。政略結婚でも生まれながらの婚こん約やく者しやでもない外国の女が王宮に入り込み、寵を独り占じめしたんだからな」

　それでアレクの肌はだが白いのかと納なつ得とくした。外見は完全に母親の遺伝が濃こく出ているのだ。閉へい鎖さ的てきな国において、しかも王族ともなればその見た目の違いはかなり厳しいものだろうと容易に想像できる。

「巨きよ大だいな金を動かして、成功すれば兄王の手て柄がら、失敗したら私の責任。テーマパークの建設など長期計画だし、そもそもアイデアが採用されるかどうかもわからない。体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだ。もっとも、国にいても大した仕事はさせてもらえなかったからちょうどいいがな」

　要するに兄の丸投げである。

　ひとかけらの熱も感じられない口調で語ったアレクは、いろんなことを諦めているんだろうか。こんなに強い瞳ひとみを持ちながら、いつかその輝きが褪あせるに任せて退たい屈くつな日々を過ごすのだろうか。

　そう思ったら、なぜか腹立たしくなってきた。

「ふーん。で、グレちゃって放ほう蕩とう息子むすこしてたんだ」

「誰だれが放蕩息子だ」

「だって男も女も関係なくヤリまくってたんだろ？　飽あきたんだろ？」

　横目でジンニーを見下ろすアレクは返事をしなかった。

　否定しないのかよ、と心でツッコミつつ、胸の中のもやもやはなんなのだろうと考えた。

　アレクが六歳のときに父が亡くなったと言っていた。それ以降、アレクと母の立場は苦しいものだったろう。未亡人となった妃は追い出されはしないものの、自由を奪われ周囲からは冷たく扱われて。むしろ飼い殺し状態だ。

　想像するだけで可哀かわい想そうになった。国の慣習で、王族や高官の子どもは九歳を迎むかえると男女別に分けて育てられる。男子は男性、女子は女性に囲まれた世界で育つのだ。それは親子であっても例外ではなく、母親といえど許可なく部屋に立ち入ることはできない。

　アレクの状じよう況きようでそうそう頻ひん繁ぱんに母と面会できるものではなかったろう。そんなことをすれば、気弱で母離ばなれできない情けない子どもと笑いものになる。

　突とつ然ぜんぎゅん、と目の前が揺ゆれて、写真のように鮮あざやかな映像が脳のう裏りに浮うかんだ。




　幼い唇くちびるを引き結び、弱音を吐はかない黒くろ髪かみの男の子。七、八歳だろうか。男の子より大きな少年たちにからかわれ、意地悪をされても毅き然ぜんと顔を上げて。でもその態度が余計に少年たちをエスカレートさせる。

　大おお柄がらな少年が男の子を突つき飛ばし、壁かべにしたたか体を打ちつけた男の子はずるずるとしゃがみこむ。だがその目はなにも感じていないように遠くを見つめている。

　──一回くらい泣いてみろよ。

　──だめだめ。こいつなにしたって泣かねえんだからさ。

　──父上が亡くなったときだって泣かなかったんだぜ。感情なんてねえんだよ。

　──母親ともどもさっさと出て行け、図ずう々ずうしい白ヤギが。

　少年たちは悪態をつきながら去っていく。残された男の子はゆっくり立ち上がると、静かに部屋に入っていった。

　ジンニーは男の子を慰なぐさめたくて、くるくる周りを飛び回っている。なのにはっきりした言葉が出ない。ジンニーは知っている。この子が夜、いつも一人で枕まくらを濡ぬらしているのを。父が亡くなったときに、薔ば薇ら園の片かた隅すみで涙なみだを流していたのを。

　男の子の世話係の女たちが、ドアの外で会話をしている。

　──あの子、他の王子たちに虐いじめられてもちっとも泣かないのよねえ。

　──可愛かわいげがないのよね。助けてって言ってくれば王子たちにちょっと注意するくらいしてあげるのに。やっぱり図太い女の子どもは図太いのよ。

　声を潜ひそめるつもりがないのか、ドア越ごしに丸聞こえだ。わざと聞かせているのかもしれない。

　男の子はジンニーの存在に気づくと、ふわりと笑みを見せた。

　──大だい丈じよう夫ぶだよ、ありがとう。

　そう言って小さな光の塊かたまりであるジンニーをそっと手の中に包む。その温かさに、ジンニーは安心する。

　再び開かれた手から飛び立ち、いつも通り指先をつんつんとつついて親愛の情を表した。

　大好きな手だ。きみを助けてあげたい。幸せにしてあげたい。自分にもっと力があったら……。




　ぺちん、と頰ほおに衝しよう撃げきを感じて、急速に視界が引き戻もどされる。

「あ……」

「どうした、ぼぅっとして。乗り物に酔よったか？」

　男らしいアレクの顔と、男の子の面おも影かげが重なって揺れた。

「……泣かない子……」

「なに？」

　眉まゆを寄せたアレクにハッとして、ようやく意識が安定してくる。

　見回すと、先ほどと変わりないジェットの機内だった。

　今のはなんだったんだろう。想像にしてはリアルな映像だった。もしかしてジャーン時代の記き憶おく？　だがはっきりしない。

「泣かない子とはおまえのことか？」

「あ……、いや、ごめん。ちょっとぼんやりして、混乱した」

　今見た男の子と、目の前のアレクがだぶる。不ふ遇ぐうな子ども時代を過ごしたであろうアレクを想像したから、そんな白昼夢を見てしまったんだろうか。

　考えているうちに、だんだんあの男の子がアレクとしか思えなくなってきた。彼があの白昼夢みたいな仕打ちを受けたかもしれないと思うと、さっき感じた胸のもやもやは燃え上がる怒いかりに変わった。

　そうだ、アレクがいい加減な扱いを受けているのが気に入らないのだ。

「なんかさ、アレクはやりたいことってないわけ？　それでつまんなくない？　人生って楽しむためにあるもんじゃないの？」

　責めるような言葉をぶつけるジンニーに、アレクは不ふ審しんげな顔をした。

「なにをむくれている」

「むくれてないし！」

　急に怒おこりだしたジンニーを引き寄せ、膝ひざに乗せた。まるで子ども扱いだが、小こ柄がらなジンニーは軽々とアレクの腕うでの中に収まってしまう。

　こう見えてけっこうスキンシップ好きなのだなとチラリと思ったが、ジンニーにしてもアレクにくっつくのは嫌きらいじゃないから抵てい抗こうもしない。

「おまえは私が遊びまくっていると腹立たしいのか。なぜだ」

　なぜと問われれば、なぜだろうと返すしかない。とにかく腹立たしいったら腹立たしいのだ。

「だって悔くやしいじゃん！　アレクだって泣くのに！　楽しいことも仕事もなんでもする権利あるのに！」

　アレクが目を見開いた。

「……なにを言ってる」

「だから……！」

　しばらく口をぱくぱくさせて、結局うまく説明できずに頰を膨ふくらませたジンニーに「わからない奴やつだな、私のために怒っているのか」と呟つぶやいたアレクは、チーズの欠片かけらを取るとジンニーの口に押し込んだ。

「んむ……っ」

　とっさに飲みこんでしまった塊に目を白黒させるジンニーをおかしそうに見るアレクは、どこか上じよう機き嫌げんに思えた。







　屋や敷しきを出てから半日以上。

　ジェットから車に乗り換かえ、着いた先は真夏の太陽がきらめく巨大テーマパークだった。

「これ……、これが遊園地？」

　呆ぼう然ぜんとして、目の前に広がる光景を眺ながめた。

　おもちゃ箱のようなショップが左右に立ち並ぶアーケードを抜ぬけると、はるか遠くにいくつもの巨大なアトラクションが見える。そして視界を埋うめ尽つくす人、人、人──。

　あまりの人の多さに目がくらくらとした。

　というより、すでにアーケードで目まいがしてしまった。なんでこんなに人が多いんだ？

　ジンニーが知っている自国の遊園地はもっとこぢんまりしていて、人々はゆったりと歩いていた。アトラクションだって、小さな箱のような建物や、あまり高くないレールの上を走る乗り物ばかりだった。

　目を丸くしているジンニーに、アレクは吐き捨てるように言う。

「私たちの国の遊園地と一いつ緒しよにするな。ここは世界でも有数のテーマパークだ。一日では到とう底てい回りきらないぞ」

　ジンニーもアレクも周囲から浮かないよう、ハカムが用意してくれた服を着ている。アレクはシャツにスラックス、ジンニーはＴシャツに膝ひざ丈たけのバミューダパンツだ。サンダルでは一日歩くのに疲つかれてしまうだろうと、足もとはしっかりとスニーカーである。

　だがもともと人間のように重い体を持って動き回ることのなかったジンニーには、慣れない服は歩きにくい。スニーカーだって窮きゆう屈くつだ。

　動きが鈍にぶく、もたもたと歩いてはアレクに置いて行かれ、カラフルなディスプレイに目を奪うばわれては立ち止まってアレクを見失った。

　アーケードを出るまでにはぐれること三回。アレクはとうとう鬼おにの形相でジンニーの手を引っ張って歩き出した。なかよく手つなぎというより、ほとんど連行状態である。ジンニーはよろよろと突っかかりながら、転ばないようについていくだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　人気アトラクションの待機列を素す通どおりして、アレクは係員に声をかけた。係員はピンと背筋を伸のばして敬礼し、「こちらからどうぞ」と二人を一いつ般ぱんとは別の入場口に案内する。

　中に入ると、すぐにアトラクションの搭とう乗じよう口に出た。もう次で乗れる順番に合流させられる。急に割り込んできた二人を、前後の客は不服そうな表情で見た。

　振ふり返ると、背後にはずらっと長い列が連なっている。まともに並んだらどれくらい時間がかかるんだろう。

　飛び越こして悪かったなとジンニーは思うのだが、アレクはちっとも気にしていないようだ。

「ねえ。なんでオレたちは並ばないで入れるの？」

　周囲の視線を気にして小声で尋たずねる。

「あらかじめパーク側には話を通してある。どこのアトラクションに行っても、名乗ればすぐに乗れるようにしておいた」

　一応配はい慮りよしてか、アレクもジンニーにだけ聞こえる音量で返事をした。

　うーん、と思う間もなく順番が回ってきて、急いで二人乗りのマシンに乗り込む。使い方の説明を受けて、いざ出発。

　アトラクションはびっくりするほど楽しかった。マシンに運ばれて秘密基地のような場所を通り、出てくる敵をレーザー銃じゆうで撃うつのだ。

　敵の種類によって難易度が違ちがい、当てにくい敵を倒たおせば得点が高い。マシンはくるくると方向を変え、あっちこっちと敵を探しては撃ちまくった。

「いた！　あそこ！」

「上だよ、上上上！　あいつ一万点！」

「あーっ、あれオレが撃とうと思ったのにっ！」

　大おお騒さわぎで終えると、自分とアレクの点数を見比べて「ダブルスコアで負けた！」と叫さけんだ。

「もう一回！　もう一回やろうよアレク！」

　大興奮で銃を打つ身み振ぶりをしながらねだるジンニーを見て、アレクの唇くちびるが初めて笑えみの形に変わった。それだけで格段に雰ふん囲い気きが柔やわらかくなって、精せい悍かんな美び貌ぼうが引き立つ。とんでもなく目もとが優やさしくなって、どっきん、とジンニーの胸が波打った。

　それからじわじわと嬉うれしさがこみ上げてくる。

　きっとアレクも楽しかったのだろう。アレクが楽しんでいると思ったら、とても嬉しくなった。

「アレク、いつも笑ってればいいのに」

「なに？」

「笑った方がいいよ。すごくカッコいいもん」

　思ったことを口にしただけだが、アレクは瞠どう目もくし、大きな手のひらで口もとを覆おおってしまった。すいと視線をジンニーから逸そらす。自分がほほ笑んでいたことに気づいていなかったようだ。

「隠かくさないでよ。オレ、アレクの悪い笑いしか見たことないんだから」

「……悪い笑いとはなんだ」

「意地悪そうな笑顔しか見せたことないじゃん」

「心外だな。おまえには親切にしてやっているつもりだが」

「うん、親切だよ。だから笑ってくれたらもっと好きになると思う」

　アレクの眉み間けんに皺しわが寄る。怒っているというより困こん惑わくしているようだ。

「馬ば鹿かを言うな。……もう一度やりたいんだろう、行くか」

　もったいないことに、すぐにいつもの不機嫌そうな顔に戻って歩き出した。

　再び一般待機列の横を歩いていこうとするアレクのシャツを引っ張って止める。

「あのさあ、普ふ通つうに並ぼうよ。なんかズルしてるみたいでやだ」

「いちいち並んでたらいくつも乗らないうちに日が暮れるぞ」

「だってアレク、普通のお客さんの視点で見たくて来たんだろ」

　ジンニーの言葉に、アレクはぴたりと歩を止めた。

「どれくらい並んでどれくらい大変なのか、知っておいた方がいいと思うよ」

　思案げに顎あごに手を当てたアレクは、ややしてジンニーの頭にぽんと手を置いた。

「いいだろう。だが暑いからといってへこたれるなよ。パーク中を回るつもりだから、時間がかかればそのぶん滞たい在ざい日数も延びるぞ」

　それは仕方がない。でもアレクの日常とは違う空間にいるぶん、願いごとが思いつくかもしれないではないか。なんでも楽天的に考える精せい霊れいらしく、ジンニーも鼻歌でも歌いたい気分でアレクと列に並んだ。

　が。

　二十分もすると、だらだらと流れる汗あせでシャツが絞しぼれるくらいになった。

　日を遮さえぎるものがない炎えん天てん下かである。頭のてっぺんが焼け焦こげてチリチリしてるんじゃないかと思う。アレクは涼すずしげな表情を崩くずさないが、やはり額にも首筋にも汗が滲にじんでいる。

　砂さ漠ばくの国から来たとはいえ、ジンニーはもともと幽体で、長時間暑さに晒さらされた経験がない。しかもこの国は湿しつ度どが高い。ジンニーは早くもぐったりし始めた。

「す、すごいねテーマパークって……。みんなこんなに並ぶのに来たいんだ……」

「そうまでして来たいと思わせるものを作るのが私の仕事だ。まあ、今はハイシーズンだからな。空いている時期にくれば大して並ばずに乗れる」

「そうなんだ……」

　じゃあ空いてる時期に来たかった。

　とはいえ自分から言い出した以上、弱音を吐はくわけにはいかない。

　列に並んでいるのはほとんどが大人で、子どもたちは日ひ陰かげでジュースを飲んだり噴ふん水すいで水かけっこをしている。楽しそうで涼しそうでうずうずした。

　そんなジンニーの様子を見て、アレクが紙し幣へいを取り出す。

「あそこのワゴンでアイスと水が売っているから買ってこい。ついでにウォーターガンもだ」

　アレクが指差した先には、赤と白の縞しま々しまのパラソルの下で、ちりんちりんとベルを鳴らして客を待つワゴンがあった。

　買い物なんて初めてだから単純にワクワクする。急に元気になって紙幣を受け取り、スキップでもしたい気分でワゴンに向かう。

　お金を払はらうときはドキドキした。

　ワゴンのお姉さんは金きん髪ぱつのきれいな人で、「あなたの連れの人すごくカッコいいわねえ」と言われて、鼻が高かった。誰だれから見てもアレクはカッコいいのだ。

　浮うかれた足取りでアイスと水とウォーターガンを持ってアレクのところに戻もどると、あらためて周囲の人間がちらちらとアレクに視線を送っているのに気づいた。彼の美貌はこんなに人が多い中でも目立つ。自分が注目されてるわけでもないのに、すごく嬉しくなった。

　品物を手て渡わたすと、アレクはまず水のボトルを開け、ジンニーに差し出した。

「え……、いいよオレ。なくても死なないし」

　正直、喉のどは砂漠の砂のようにカラカラに干ひ上あがっている。でもジェットの中でもチーズを食べてしまったし、あまり頻ひん繁ぱんに飲食物を口にするのはよくないと思う。今こんなに喉が渇かわいていても、涼しい場所にいけばけろりとしてしまうのである。

　アレクは頷うなずいて水のボトルを自分で呷あおった後、今度はアイスの袋ふくろを開けた。

　取り出したオレンジ色の棒つきアイスはかちんこちんに冷えているようで、白い煙けむりをうっすらと纏まとわりつかせてとても冷たそうだ。食べたら体の中から冷たくできる、と思ったらジンニーの喉がごくんと鳴った。すごく魅み力りよく的てきだ。

「食べるか？」

「い……、いら、ない……」

　だがアレクがアイスを持ち上げればジンニーの視線も上を向き、ひょいと左に振ればジンニーもそちらを見る。猫ねこじゃらしを見つめる仔こ猫ねこよろしく、わかりやすく釘くぎづけなのである。

「本当にいらないのか？」

「……ぃ、らないってば……」

　涎よだれを垂らさんばかりの表情でじっと見つめるジンニーの前で、「そうか」と言って、アレクはアイスをひと口齧かじる。

「あ……っ」

　アレクの歯がアイスに嚙かみついた瞬しゆん間かん、思わず声を上げた。ちらりとアレクに見られて首を竦すくめる。

「冷たくて美味うまいぞ」

　目を細めたアレクがジンニーを見つめながら、もうひと口、齧る。しゃく、とかすかな音がして、アレクの男らしい喉ぼとけが上下に動いた。

　凶きよう暴ぼうな日差しの中で早くも濡ぬれた色をし始めたアイスの下側に生まれたしずくが、もったりと大きさを増していく。

　それをアレクが舌ですくう仕草が妙みように色っぽかった。二重の意味で、ジンニーがごくんと唾つばを飲みこむ。

「ああ、私一人では食べきる前に溶とけて地面に落としてしまいそうだな」

　そんなもったいない！

　再び溶け出したアイスのしずくが膨ふくらんで、したたり落ちそうになったときが限界だった。

　アレクの手を引き寄せ、がぶりとアイスに嚙みついた。口いっぱいに甘あま酸ずっぱさと冷たさが広がる。

「ん～～～～、おいしい！」

　冷たい塊かたまりが腹まで滑すべり落ちて、一気に暑さを忘れた。

　すごい、なんて気持ちいいんだろう！

　これも初めてのアイスを夢中で頰ほお張ばり、名残なごり惜おしく棒をしゃぶっていると、満足げなアレクがくすくす笑っていた。　>>>♥

「おまえは本当にわかりやすい」

（うわあ）

　思わずアイスの棒を落としそうになった。ジンニーの顔がボッと音を立てて赤くなる。

　ただでさえ卑ひ怯きようなくらい男前なのに、そんな笑顔を見せられたらときめかないわけがないだろう。

　笑った方がいいと言ったのは自分だけれども。あんまりドキドキしすぎたら心臓に悪いから、笑わないでいてくれるくらいで実はちょうどいいのかもしれない。

「まだ暑いんだろう、顔が赤いな。この気温だ、倒たおれられても困る。あっちの日陰で子どもたちと水遊びをしてこい。様子を見て、順番が近くなったら戻ってこいよ」

　指の背で頰ほおを撫でられ、ますます顔が赤くなった。ひったくるようにアレクの手からウォーターガンを奪うばい、子どもたちの方へ走っていく。

　子どもたちは、年上のお兄さんに見えるジンニーもすぐに仲間に入れてくれて、みんなで水をかけ合って遊んだ。

　ぬるまった水のシャワーを浴びながら、戻るときまでに顔の赤みが引いていますように、と祈いのるジンニーだった。







　ホテルに着くなり、サテンのドレープが広がるベッドに倒れ込んだ。

　本日ですでに滞在五日目。テーマパークはジンニーの想像よりはるかに広く、テーマ別にいくつかのパークに分かれていて、それぞれのパークをシャトルバスで移動するようになっている。毎日それぞれのパーク内に建つホテルに移動しつつ、各パークを回っていた。

「こら、汗だくで帰ってきたんだ。シャワーくらい浴びろ」

「ふぇい……」

　今日の部屋は、砂糖菓が子しでできているような甘ったるいピンク色だった。

「それにしてもこんな部屋に男二人とは、いささか滑こつ稽けいな気分だな」

「へ、そう？　オレ好きだよ」

　男だから女だからという意識をあまり持たないジンニーにとっては、好きな色とそうでもない色があるだけだ。そしてパステル調の柔やわらかい色は大好きなのである。少女趣しゆ味みなレースやフリルだってとても可愛かわいいと思う。

「きれいじゃん。ひらひらだしふわふわだし」

　アレクは胡う乱ろんな目でジンニーを見て、ふんと鼻を鳴らした。

「おまえにはこんな色似合わんぞ」

「べつにっ！　オレが着たいなんて言ってないし！」

　どこからどう見ても少年の顔立ちをしているジンニーに、ピンクが似合うなんて思っていない。そんな願望もない。ただ、きれいな色が好きなのだ。

　ムキになって言い返すと、アレクは微び笑しようしてバスルームに入っていった。

　あ、まただ。

　パークに着いてからこっち、アレクの笑え顔がおが増えた。

　大たい抵ていはジンニーがドジなことをしたり、子どもっぽい言動を取ったりしているときに。

　そのたびにジンニーの小さな胸はきゅんと絞しぼられる。アレクが笑顔になってくれるなら、ちょっとくらい自分が笑われてもいいかなと思う。

　アレクと一いつ緒しよの時間を過ごしていくうち、ぶっきらぼうな外見とは裏腹に、面めん倒どう見みがよくて細やかな人間なのだということがわかってきた。

　眠ねむる前や列に並んで時間を持て余しているとき、アレクはジンニーに尋たずねられるまま、ぽつぽつと自分のことを話してくれた。

　アレクの母は大だい恋れん愛あいの末、親の反対を押し切って嫁とついできたこと。それなのに蜜みつ月げつは七年で終わってしまったこと。ハカムはアレクが生まれたときに教育係兼けん世話係として雇やとわれ、宮きゆう殿でんの中で唯ゆい一いつアレクの味方であったこと。

「親代わりといっても過言ではないな。ハカムが退職する際はできる限りのことをしてやりたいと思っている」

　なるほど、だからハカムはまるでアレクを子どものように扱あつかえるのかと納なつ得とくした。

　アレクが本当に心を許しているのは、きっとハカムだけなんだろう。ハカムの話をするときのアレクはとても優やさしい顔をしていて、少しだけハカムが羨うらやましくなった。ほんの一週間前に会ったばかりの自分が、こんなふうに感じるのはおこがましいけれど。

　アレクの笑顔を見ていると、彼を独り占じめしたい欲よつ求きゆうが生まれる。自分だけを見て、自分だけに笑いかけてほしい。

　人の熱に飽あいたという割にはジンニーに触ふれたがり、腕うでの中に入れたがるのは母親と離はなされて育った反動からか。もっともジンニーは人ではないから、抱だきぐるみ的に思われている可能性もある。

　うっかりベッドでうとうとしていると、足がもぞもぞとした。

「アレク……？」

　まぶたを擦こすりながら目を開けると、シャワーを浴びて出てきたアレクがジンニーの足もとにしゃがみこんでいた。

　ジンニーの履はいているスニーカーをそっと外し、靴くつ下したを脱ぬがせて足の甲こうを手に取る。

「い、いいよ汚きたないから……！」

「おとなしくしてろ」

　足を引こうとしたが、強い力で押さえられて叶かなわなかった。

　ジンニーの足を表、裏とひっくり返しながら丹たん念ねんに眺ながめ、かかとや側面を指で辿たどられる。ぞわぞわとしたくすぐったさの中に怪あやしい感覚があって、早く終わってほしいと目を閉じて祈った。

「ぁん……っ！」

　親指のつけ根をなぞられたときに、小さな声を上げてしまった。

「妙な声を出すな」

　ぺちん、と足を叩たたかれるが、いいと言っているのに触さわっているのはそっちだろうと釈しやく然ぜんとしない。べつにエッチなことや変態行こう為いをしているわけではないのである。

「靴くつずれは治ったようだな」

　検分して納得したのか、やっと解放してくれた。

　初日、靴を履いたことのなかったジンニーの柔らかな足は盛大にまめをこしらえ、何か所も靴ずれをして大層痛い思いをしたのだ。

「ばか！　どうしてもっと早く言わない！」

　ホテルの部屋でジンニーの足を見たアレクは、それはそれは立腹した。

「だって……、迷めい惑わくになりたくなかったし……」

　言ったら帰ろうと言われると思ったから。仕事で来ているアレクに迷惑をかけたくない。

　アレクはきゅっと目を細め、傷に触れないようにそっと手で足を包んだ。

「迷惑になんて思う訳ないだろう。だからこういうことはすぐに言え。……いや、気づいてやれなかった私の落ち度だな。おまえが歩くことに慣れていないのは知っていたのに。悪かった」

「べつにアレクのせいじゃ……」

　宙に浮うけば痛くないのはわかっていたが、それはあらかじめ止められている。すぐに飛びたくなる衝しよう動どうを必死に抑おさえ、なんでもない顔をして歩き続けた。

「痛かったろうに……」

　アレクは労いたわるようなまなざしを向けたが、その後は鬼おにが乗り移ったようだった。

　痛みに耐たい性せいのないジンニーにとって、拷ごう問もんかと思うような時間がやってきた。消毒されては悲鳴を上げ、薬を塗ぬられては反射的にアレクを蹴けり飛ばした。しまいには格かく闘とう技ぎの寝ね技わざの状態で押さえ込まれたものである。

　手当を済ませたアレクのひと言は、

「これだけわめいても涙なみだは出ないんだな」

　だった。

「鬼！」

「そもそも魔ま法ほうで治せないのか。願いごとで怪け我がや病気を治してくれと言われることもあるんだろう？」

「治ち癒ゆ魔法は難しいんだよ。オレ程度のジンだったら、自分の体に悪い部分を移し取るしかない。そんで精せい霊れい界に戻もどって治ち療りようすんの」

　つまり、自分の傷を自分に移したところで変わらないのである。魔法といっても万ばん能のうではないのだ。

　翌日は足が痛すぎて歩くことができなかった。

　側そばについていてくれるというアレクを無理にパークに追いやり、ジンニーは退たい屈くつな時間をベッドの上で過ごした。だって仕事の邪じや魔まをしたくない。プールで溺おぼれたときの恐きよう怖ふと違ちがって、今回は足が痛いだけだからひとりで大だい丈じよう夫ぶだと思った。

　でもアレクがいないとつまらない。胸の中がもやもやうずうずとして、じっとしていられずに何度も寝ね返がえりを打った。アレクを思い出してはぎゅっとブランケットを摑つかみ、自分も行きたかったなぁと思っては枕まくらに顔を擦りつけた。

　夕方アレクが戻ってきたときは、がばりと起き上がって「おかえり！」と嬉うれしそうな声を出してしまい、アレクが驚おどろいたほどだ。もしジンニーに尻尾しつぽが生えていたら、ちぎれんばかりにぶんぶん振ふっていたことだろう。お留守番犬の気持ちがわかった気がする。

　アレクはジンニーの足の様子を尋ねたあと、ベッドの上に座るジンニーの頭を犬のように撫なでた。

「おまえがいないと味気なかった」

　たったそれだけで一日の寂さびしい気分が吹ふっ飛んで、ぽわぽわと幸せな気持ちが浮かんできた。アレクも一人ではつまらないと思ってくれていた。

「オレっ、明日あしたは行くから！　足痛くても行くから！」

　勢い込んでそう言ったときにアレクが見せた笑みに胸が高鳴りすぎて、その晩はロクに眠れなかった。アレクが笑うとどうしてこんなに嬉しいんだろう。

　次の日はべったべたに軟なん膏こうを塗った足をガーゼで包み、車いすに乗せるという過保護っぷりだった。

「車いすで来園した客の経験もできる」

　押してもらうのは気が引けたが、そう言うならと素す直なおに申し出を受けた。

　安静にさせてもらった甲か斐いあって、さらに次の日には絆ばん創そう膏こうを貼はった足に厚手の靴下を履はくことでなんとか歩くことができた。

　それでもアレクは毎晩こうして足の状態をチェックしてくれる。優しいんだなぁと、アレクに触れられた足の指をもじもじと動かした。

　トクトクと鳴る胸を押さえて、ジンニーもシャワーに向かう。

　ぬるめのシャワーを頭から浴びながら、せっかくのアレクの手の感かん触しよくが水と一緒に流れていってしまうなと、排はい水すい口こうに落ちていく水流を未練がましく眺めた。







　そんなこんなで十日間。

　ひととおりテーマパークを満まん喫きつした二人はアメリカをあとにした。家に着くと、玄げん関かん前ではすでに満面の笑えみを浮かべたハカムが迎むかえてくれる。

「おかえりなさいませアレクさま、ジンニーどの」

「たっだいまー、おじいちゃん！」

　両りよう腕うでを広げてハカムの恰かつ幅ぷくのよい体に飛び込むと、まぁるいお腹なかでぽよんと弾はじかれた。それが面おも白しろくて笑いながら、土産みやげの包みを差し出す。

「これ、お土産」

「ほぉっ、わたくしに。嬉しいですなぁ」

　ハカムの顔を見ると安心する。アレクの表情も緩ゆるんでいるようだ。すごく小さな変化で、出発前のジンニーだったら気づかなかっただろう。それが今はわかるのが嬉しい。

「まずはお茶でもいかがですかな。旅の疲つかれを癒いやしつつ、わたくしにも土産話ばなしを聞かせてくだされ」

　ハカムの淹いれてくれたミントソーダ割りのアイスティーを飲みながら、ジンニーはいかにテーマパークが広くて楽しかったかを、身み振ぶり手て振ぶりを交えて語った。ハカムはいちいち大げさに感かん嘆たんしてくれて、ジンニーの説明にも熱が入る。

「楽しかったようでなによりですな」

「うん、もうすっごく！」

「アレクさまも、ジンニーどのに同行してもらってようございましたな。お一人で回られるよりよい経験ができましたでしょう」

「それは否定しない」

　アレクはゆったりとした笑みを浮かべて肯こう定ていする。旅行の間中も他ほかの人間がいるところではしかめ面づらを崩くずさなかった彼が、親しい人間の前ではこんなに寛くつろいだ表情を見せるのだ。

　その中に自然に自分も入れてもらえていることが、とてつもなく嬉しくて誇ほこらしい。

「でね、レストランで食べたうずまきの模様のクッキーが美味おいしくてね。あ、おじいちゃんのお土産！　そのクッキー買ってきたから食べて」

　とっても美味しかったから、ハカムにも買って帰りたいとアレクにねだったのだ。

「ありがたいですなぁ。ではせっかくですから、今お二人といただくとしましょうか」

「えー、おじいちゃんに買ってきたんだから、おじいちゃん一人で食べてよ」

「お菓か子しはみんなで食べるとより美味しいものですぞ、ジンニーどの」

「そう？」

　きれいな銀の皿に盛ってくれたクッキーを、笑いながら食べた。本当だ、みんなで食べた方がずっと美味しい。これからも美味しいものがあったら分けて食べよう。

　旅先で気が緩ゆるんだジンニーは、すっかり人間のように飲食を楽しむようになってしまった。

　インキュバスから話を聞いて、初めのホットチョコレートは怖こわかった。二度目のチーズは飲み込んだあとに不安になった。三度目のアイスは食べるまで躊ちゆう躇ちよした。

　だがひと口、もうひと口と回数を重ねるにつれ、恐怖はいつの間にか消えていった。だってジンニー自身になんの変化もないのだ。相変わらず宙には浮けるし、変身もできる。なんにもないなら、美味しいものを堪たん能のうした方がいいではないか。人間界には美食が溢あふれている。

「アレク、ここにも遊園地あるだろ？　オレ行ってみたいなぁ」

　座っているアレクの背後から甘えて首に腕うでを回す。しょっちゅうアレクの膝ひざに乗せられたり、飛行機の中では一つのベッドに横になったりしていたので、くっつくのは当たり前になってしまった。アレクも気にする様子もなく、ジンニーの好きにさせている。

「アメリカのようなテーマパークじゃないぞ。もっと子ども騙だましの古ぼけた施し設せつだ」

「見たことあるから知ってる。てゆーか、オレ遊園地ってあそこのことかと思ってたんだもん」

　行きたい行きたいと駄だ々だをこねると、アレクは仕方ないなと嘆たん息そくした。

「明日ね！」

「明日は無理だ。せめて明後日あさつてにしろ。おまえは元気だな」

　押し切られたアレクは迷めい惑わくそうだが、それだって心底いやがっていないことは今のジンニーにはわかる。

「お二人はすっかり仲がよくなられたようですな」

　ハカムがにこにこして目を細めるのに、アレクは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしてジンニーの腕を解いて立ち上がった。

「私は夕食まで仕事をする。おまえは好きに過ごせ。ただし敷しき地ちの外には出るなよ」

　部屋を出て行きかけたアレクの背に、ハカムが声をかける。

「アレクさま、さきほど王からお電話がありましたぞ」

「兄上が？　めずらしいな、なんの用だ」

「アレクさまご本人とお話しされたいとのことで、明日お越こしになるそうです」

「わかった」

　アレクは気が進まなそうな顔をした。兄王のことが好きではないのだろう。アレクの扱あつかいを考えれば当然である。

　アレクが出て行ったあと、もう一いつ杯ぱいとハカムと茶を飲みながら、疑問に思ったことを聞いてみた。

「アレクはお兄さんに言われたことしかしないのかなぁ。自分でやりたいことってないのかな。遊んでるだけみたいに思われたら、お兄さんに軽く見られちゃわない？」

　飛行機の中でも思ったが、アレクが適当に扱われているのはすごく気に入らない。

「それは違いますぞ、ジンニーどの」

「そうなの？」

「もちろんですとも。アレクさまは非常に優ゆう秀しゆうで有能なお方ですぞ。先だっても、我が国で暗あん躍やくしていた児童誘ゆう拐かい、奴ど隷れい売買の組織を摘てき発はつし、ほぼ壊かい滅めつに追い込みましたからな」

「うそっ」

　それはすごい。

　だがハカムは小さくため息をついた。

「ですがそれは次じ兄けいどのの活かつ躍やくとして取り上げられ、現在ではその次兄どのが後処理の任にもついております。優秀がゆえに、逆に他の王子たちに疎うとまれてしまうんでしょうなぁ。王子たちは弟に才を現されるのが恐おそろしいのでございましょうよ。それまで任されていた会社も強ごう引いんに他の一族に引き継つがされ、役職を解かれました。アレクさまは決して王位など狙ねらうお方ではないのですが……」

「そんなのっ！　アレクは悔くやしくないのかよ？　自分の手て柄がら横取りされてさ！」

「アレクさまは、子どもたちが助かればそれでよいと仰おおせです。名めい誉よを望むお方ではありませぬゆえ。わたくしは、そんなアレクさまを誇りに思っているのです、ジンニーどの」

　だからテーマパーク建設という役に追いやられた。まだ実現も怪あやしい、誰だれがやってもよさそうな計画の構想段階に。そしてそれがうまくいきそうになったら、また王子の誰かがそれを横取りするのだろう。

　アレクがそれでいいなら自分が口を出すことではない。それでも、やっぱり悔しいなぁと唇くちびるを嚙んでしまうのだった。







　旅行の疲れからジンニーが遅おそくまでベッドでごろごろしていると、数台のジープが近づいてくるのが植物園のガラス越ごしに見えた。この屋や敷しきで買い出しに使用しているジープとは違ちがう車種だ。昨日言っていた王に違いない。見に行ってみようと立ち上がった。

　玄関ホールに続く廊ろう下かを歩いていると、少々屋敷内がざわついている。

「ねえ、王さまが来たの？」

　通りすがった使用人に尋たずねてみると、やはり王一行だった。

「お兄さんかぁ」

　アレクをいじめてるやつだ。アレクを子どもの頃ころから疎んじ、無計画な仕事に追い込んだ張本人。そんな男がなんの用事で来たんだろう、もしやまたアレクをいじめに？

　王がいやがらせをしに来るほど暇ひまとは思えないが、嬉うれしくない理由で来てるんじゃないかとは思う。

　本人を見てやれ、という気になった。

　幸い王一行は玄げん関かんホールで歓かん迎げいの挨あい拶さつを受けているところで、応接間にはまだ誰もいない。こそこそ忍しのびこんで部屋を見回した。

　カーテンやソファの陰かげに隠かくれるか。いや、見つかったらアレクに迷惑がかかるかもしれない。となると……。

　壁へき面めんに置かれた飾かざり棚だなの上に、蠟ろう燭そくつきの二本の燭しよく台だいが載のせられている。

（よし、これだ）

　燭台をよく観察して、ぽんっ、と同じ形に変身した。

　さりげなーく他の燭台に交じって飾り棚の上に収まる。ここならソファにかける人間が見み渡わたせる。

　変身は久しぶりでちょっとワクワクした。屋敷の中にいてもハカム以外の使用人に見られるといけないからと、魔ま法ほうを使うのは禁じられているからだ。

（使ってないと能力も錆さびついちゃいそうだもんな）

　ほどなく、王とアレクが連れだってやってきた。

　王は五十がらみの、やたらに腹の出た大男である。口に見事なカイゼル髭ひげを蓄たくわえており、巨きよ体たいをゆっさゆっさと揺ゆらしてソファへ腰こしを下ろした。

　ちょっとガッカリした。アレクとは腹はら違ちがいと聞いていたから似てないだろうなーとは思っていたが、本当にぜんぜん、まったく、ちっとも似ていない。

　肌はだ色いろの違いだけではなく、端たん的てきにいってカッコよくないのだ。

　室内にはアレクと王だけが残り、向かい合わせで座った。

「元気そうだな、アレクサンダー」

「おかげさまでのんびり過ごさせていただいております、兄上」

　普ふ通つうに考えたらアレクの嫌いやみだろうが、王は鷹おう揚ようにうんうんと頷うなずいた。わかってて受け流しているのか、それとも本当にわかっていなかったら嫌みの言いがいのない男である。

「直接話したいことがあって出向いてきた」

「恐れ入ります。言っていただけたら私の方から訪問しましたのに」

　いやいやいや、と王は手を振ふった。

「早さつ速そくアメリカの方に行ったらしいな。仕事熱心で結構なことだ。で、あそこのテーマパークはどうだった」

「ご報告の前なのによくご存じですね。私の行動など、兄上がいちいち把は握あくされているとは思いませんでした」

「なにを言う、弟よ。おまえのことはいつも気にかけておる」

　やたら上じよう機き嫌げんに、王は髭を指ですうっと撫なでた。

　アレクは訝いぶかる表情をしたが、パークの広さやコンセプト、アクセスと宿しゆく泊はく、来場者の数やアトラクションの種類、食事に土産みやげにと、自分の所見を交えながら説明をしていった。

　細かい背景や数字なども詳くわしく、アレクがただ遊びにいったのではなく、事前にずいぶん勉強してからの現地視察だったのだと、あらためて知った。

　王は聞いているのかいないのか、茶をすすりながらアレクの話が終わるのを待っている。やる気はあるのかと、ジンニーが怒ど鳴なりたくなるくらいだ。

　それでもアレクは淡たん々たんとした口調を崩くずさない。慣れっこなんだろうと思うと気の毒である。

「あそこについてはこんなところです。いずれあらためて書面にしてご報告いたします。今後は他ほかにも同系列のパーク、その他各国のテーマパークを順次回ってみる予定です。時間はいくらでもありますので」

　最後のひと言もさりげなく嫌みだろうが、案の定王はどこ吹ふく風といった体ていだ。

　形だけ聞いてやった、やっと終わったという態度を隠しもしないまま、王は茶のおかわりを所しよ望もうした。

　なんかこう、腹の立つ男だ。意地悪をされていなくても自分も嫌きらいになりそうだ。アレクが嫌うのもわかる。

　茶のおかわりが来ると、王はさて本題と体を乗り出した。

「アレクサンダー、おまえが行ったパークの現社長にな、娘むすめがいるのは知っておるか」

「エリザベス嬢じようですね。パーク創始者の孫まご娘むすめで二十九歳。最初の夫はギリシャの貿易商、二番目の夫はアメリカの俳優、三番目の夫はイギリスの芸術家、現在はフリーでたびたびゴシップ誌を賑にぎわす恋こい多き女性と記き憶おくしておりますが」

「さすがに詳しいな」

「あそこは創始者一族の力の強い会社ですから。ペットに至るまで把握しております」

「なるほどなるほど。おまえは本当に優秀だ。父譲ゆずりだろうなぁ。だが、今回はおまえのその母譲りの外見を活いかした話がある」

　表情には出さないが、アレクがムッとしたのがわかった。

「おまえが遊びに行っていたパークな。あそこで、そのエリザベス嬢がおまえを見み初そめたらしい」

「……おっしゃる意味がわかりかねます」

　眉まゆを顰ひそめたアレクに、王は大おお仰ぎように両手を広げて満面の笑えみを浮うかべた。

「おまえ、あらかじめパーク側に行くと連れん絡らくしただろう」

　そういえば、名乗れば優先的にアトラクションに乗れるようにしてあると言っていた。パーク側には身分を明かしてあったはずだ。

「王子が遊びに行くと知ったエリザベス嬢がな、興味本位でこっそりとおまえの顔を見に行ったらしい。なんせおまえはあの伝説の美人女優、ニコル・ハーウェイの息子むすこだからな」

（えっ！）

　カタン！

　驚おどろいて思わず身動きしてしまった。

「誰だ？」

　アレクがとっさに腰を浮かし、王はキョロキョロと室内を見回している。まずーい！

　死んだフリ、死んだフリ……じゃなくて、動かなければ絶対バレない。落ち着こう。

「そのままでお待ちを」

　王に声をかけ、アレクがこちらに向かって歩いてくる。ジンニーのいる飾り棚の扉とびらを開けて中を覗のぞき、首をひねる。音がした方角で人が隠れられそうな場所はこの棚たなしかない。

　そのままアレクは飾り棚の上のジンニーを含ふくむ燭台を見て、かすかに目を開いた。

　えええええ、もしかしてバレた!?

　アレクは目を細め、王には聞こえないようごく小さな声で言った。

「なにをしている」

　ひーっ、どうしてわかるのっ!?

　驚きで再びカタッと動いてしまったジンニーを素す早ばやく摑つかみ、「これか」と呟つぶやいた。

「どうしたアレクサンダー。ネズミでもいたか」

「いえ。古い燭台が壁かべに倒たおれたようです」

　王に返事をすると、摑んでいたジンニーを棚の上に下ろして囁ささやいた。

「おとなしくしていろ。もう動くなよ」

　頷くことはできないが、小声で「はーい」と返事をした。あああ、びっくりした。

　席に戻もどったアレクは、すでにジンニーの存在を無視して王と話を再開した。

「失礼いたしました兄上。で、エリザベス嬢がなんでしたっけ」

「そうそう、エリザベス嬢だ。彼女がな、おまえを見て大層お気に召めしたらしい。父親を通じて私に連絡を取ってきおった」

「で、先方はなんと？」

　王はにんまりと笑って、指で挟はさんだ髭をするりとなぞった。

「結けつ婚こん相手として紹しよう介かいしてほしいそうだ。これがエリザベス嬢の写真だ」

　王は持参したブリーフケースを広げると、中から何冊かのゴシップ誌を取り出した。表紙は共通してピンクの服を着たブロンドの女性が飾り、エリザベスの名前の横に派手な煽あおり文句のゴシップタイトルが躍おどっている。

　これは失礼だろう！　とジンニーが怒おこりたくなった。

　結婚相手の紹介写真というならば、それなりの場所で撮さつ影えいしたものを用意すべきだろう。飾らない人ひと柄がらを見てほしいというならば、最低でもスナップ写真にすべきだ。いや、人柄や行動はゴシップ誌でよくわかるんだろうけども！

　アレクに対しての気き遣づかいというものがまったく感じられない。結婚相手の候補として推おしてくるならば、少しはいいところを見せて取り繕つくろおうと思わないものか。未来の妻が派手にゴシップ誌を騒さわがせているのを喜ぶ人間はいないだろう。

　王はいやらしい笑いを浮かべてアレクの反応を窺うかがっているが、アレクは表情ひとつ変えない。明らかにアレクを見下している王の行動に、ジンニーは心の中で憤ふん慨がいした。今すぐ動いて怒鳴ってやれないのが残念だ。

「けっこうなお話ですが、お断りいたします」

　アレクはゴシップ誌に目もくれず、平へい淡たんな口調で断った。王はニヤニヤと笑いながら、ゴシップ誌をぱんと叩たたいた。

「そう言うな。あそこの父親にしても持て余してるバカ娘だ。結婚と離り婚こんを繰くり返し、毎晩遊び歩いて、ドラッグパーティーの噂うわさなんぞもある。そんな不良物件を引き受けてくれたら、さぞ感謝されるだろうよ」

　なんて言いぐさだ！　とても結婚をすすめているとは思えない。

「女性をそのように言うのは感心しませんね、兄上。どちらにせよ、私は相手が誰だれであろうと結婚などするつもりはありません」

「もったいないことを。おまえの美び貌ぼうなら、どんな令れい嬢じようも誑たぶらかし放題だろうが。なんの役にも立たないおまえが国のため、たったひとつの取り柄えを活かさんでどうする」

　ムキーッ！　は・ら・た・つ！

　たったひとつってなんだ！　アレクにはいいところいっぱいあるんだからな！　役に立つような仕事から遠ざけてるのはあんただろうが！

　興奮しすぎて、ジンニーの蠟ろう燭そくから「ボッ！」と音を立てて火が燃え上がった。なにしろランプの精せい霊れいは火属性である。

「うわっ、なんだなんだ、急に火が点ついたぞアレクサンダー！」

　驚いて腰こしを浮かす王と同様、アレクが目を丸くする。

　やべー！　と思ったけれど、ジンニーにはどうすることもできない。アレクがうまくごまかしてくれることを祈いのるのみである。

　ややしてアレクが口もとに手を当て、プッと笑った。

「驚かせて失礼いたしました、兄上。母からの贈おくり物で、勝手に火が点く蠟燭なのです」

「そんなものがあるのか」

「ええ。でもひとつしかないので差し上げることはできません」

「いらん。火事にでもなったら困る」

「そうですね。火を消してまいります」

　アレクが飾かざり棚だなに来て、ふぅっと息を吹きかけてジンニーの火を消す。それがとてもくすぐったかった。

　アレクの目が温かい。愛いとしげに燭しよく台だいを撫なでられて、優やさしい指の動きにドキドキした。

　火は消えたのに、また吹き消すような形の唇くちびるが近づいてくるなと思ったら、そのままちゅっと押し当てられてびっくりした。







「もー、あいつ嫌きらい！　大っ嫌い！」

　王が帰ると、ジンニーは変身を解いて火の玉のように怒り始めた。

　アレクはジンニーの様子を笑みを浮かべながら見つめている。失礼をされた本人がちっとも怒っていないようなのがもどかしくて、地団太を踏ふんだ。

「アレクは腹が立たないのかよっ、あんな言われ方されて！」

「おまえが代わりに怒ってくれたろう？」

　嬉うれしそうに言われて毒気を抜ぬかれた。しかもなにやら愛しげに見られて落ち着かない。そんな顔をされたら、ひとりで怒っている自分がバカみたいだ。

　照れくさくなって、話題を変えた。

「どうしてオレが燭台に化けてるってわかった？」

「あの燭台は昔からペアであそこに置いてある。同じデザインのものはない。一本増えていたらおかしいと思うだろう」

「あ、そうなんだ」

　わかってみれば単純である。それにしても精霊の存在に順応しすぎじゃないだろうか。ジンニーが現れたときだってちっとも驚いていなかった。

「アレクさぁ、ぜんぜんびっくりしないよね」

「おまえのやることにはときどき驚くぞ」

　……なんかそれは、微び妙みように違ちがう気がする。

「じゃなくてさ、精霊を見てもびっくりしないじゃん。オレがランプから出てきたときも」

　普ふ通つうは目に見えないものの存在なんて、ある程度の歳になれば信じない。神を敬うのと、祈りをささげる対象でもない精霊とは違うだろう。

　迷めい信しん深い田舎いなかの人間ならともかく、高い教育を受けたアレクのような人間が精霊の存在を信じているというのは、いささか不似合いな気がする。

「存在があることを知っていれば、そうそう驚おどろくものでもないだろう」

「知ってるって？」

「子どもの頃ころにな。いつも私の側そばに精霊がいた。小さな光の欠片かけらみたいなやつで、私がひとりでいると決まって周りをふわふわ飛んでいたものだ。単語の切れ端はしを私に伝えるのが精せい一いつ杯ぱいの、罪のない精霊だった」

　……なんだろう、なんだかもやもやとする。

「今思えばあれはジャーンだな。私が喜んでいれば光を強くし、悲しんでいれば元気づけるように瞬またたいた。手の中に入れれば温かくて……。宮きゆう殿でんではハカムも常に側についていられるわけではなかったから、あの存在にはずいぶん慰なぐさめられたものだ。可愛かわいいやつだった」

　胸の辺りがもやもやして、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　アレクがすごく幸せそうな顔をしているから。ハカムのことを話しているときよりもずっと優しい表情に、自分よりもアレクに近づいた精霊がいるのだと、奥歯を嚙かみしめるほど悔くやしい想おもいが沸わき上がってきた。

　アレクは下を向いたジンニーの頰ほおをそっと撫で、愛しげな目を向けてくる。

「おまえを見ていると、あのジャーンを思い出す。おまえはあいつに似ているな。それとも精霊はみな似ているのか？」

　温かいまなざしに、ときめきと痛みを同時に覚えた。アレクの視線はかつてないほど柔やわらかいけれど、それはジャーンを思い出してジンニーに重ねているからだ。

　そんな目で見ないでほしい。自分に向けてくれた愛情でないのなら。

　悔しくて、腹の底が焼けつくように熱くて、なぜかアレクにとても腹が立った。

「私が進学で国を離はなれる前日、ジャーンに名前をつけてやった。そのときしか呼ぶことはなかったが」

「なまえ……？」

　怒いかりで目まいがした。精霊にとって名前は最大といっていいほど重要なものだ。ジャーンは名前など持たない。それを、アレクが与あたえた？

「そうだ。たしか……」

　さっきから自分を焦こがす感情に嫉しつ妬とという名がついていることなど、ジンニーにはわからなかった。

「だめっ！」

　言いかけたアレクの唇を、叩くような勢いで手で塞ふさいだ。驚いたアレクが目を丸くした。

「……どうした」

　自分の行動に驚いたのはジンニーもだ。ただ、アレクの口から他ほかの精霊の名なんか聞きたくない。

「そ……、の……、せ、精霊の名前は言っちゃだめ……。支配、されちゃうから……」

　心臓がすごい勢いで走っている。背中を冷たい汗あせがしたたり落ちた。自分はなぜこんなに苛いら立だっているんだろう。

「ああ、なるほど。だが大学を終えて宮殿に帰ってきたときに呼んでみたが、もう出て来なかったぞ。いなくなってしまったんだろう」

　そうかもしれない。大たい抵ていのジャーンは空中を浮ふ遊ゆうして、ときに物に宿り、いつしか消えていく。

　それでも、彼からそんなに愛情を受けた精霊がいたという事実は、ジンニーの気持ちを塞がせた。







　夕食の席では先ほどの暗い気分を吹ふき飛ばそうと、やたら明るくアレクに話しかけた。そんな自分がなんとなく情けなく思えて、夕食後は早々にシャワーでも浴びて頭を冷やそうと湯ゆ殿どのに向かった。

　広い湯殿にはこれまた大きな浴よく槽そうになみなみと湯がたたえられているのだが、プールで溺おぼれかけた経験から、ジンニーは湯に浸つかるのが怖こわい。

　サッとシャワーで体を洗い、お気に入りのふかふかローブに身をくるんだときだった。

　どくん、と体の中心が熱くなり、次し第だいに指先まで波のような痺しびれが広がっていく。

「やっ……、なに……っ？」

　膝ひざががくがくとして、脚あしから力が抜けた。

　痺れはどんどん上がってきて、やがてジンニーの脳も蕩とろけるような熱に侵おかされた。

「やぁ……、あ、つい、よぅ……」

　今着ているローブすらわずらわしくて脱ぬごうとしたが、肩かたを抜いただけで腕うでが引っかかってしまう。

　体が燃えるようだ。息が苦しい。なにこれ、怖い──！

「たすけ……、アレク……」

　震ふるえる脚を引きずって扉とびらへ向かう。ガラス張りの自動扉は植物園へと続いている。おそらくアレクはそこにいるはずだ。

　立っていられず、膝をついて這はうようにしながらなんとか扉へたどり着いた。センサーが反応して扉が両側へ開く。

「アレク……ッ」

　靄もやがかかる視界に、アレクの驚く顔が映った。プールサイドのデッキチェアで寛くつろいでいたアレクが急いでジンニーに駆かけ寄る。

　アレクの顔を見て安心したジンニーは、ずるりと床ゆかに倒たおれ込んだ。

「どうした！」

　ジンニーを抱だき起こしたアレクの鼻がひくりと動く。

「おまえ……？」

　真っ赤な顔をしてはくはくと息をするジンニーの口もとに、形のいい鼻を寄せた。

「おまえ、もしかして酔よってるのか？」

「……はへ？」

　言われている内容が理解できない。ジンニーは酒など飲んだことがないのである。ましてや今は風ふ呂ろに入っていたのに。

「酒の匂においがする」

　そんなバカな。

　抱き上げられてデッキチェアに横たえられたとき、テーブルの上のゴブレットが目に入った。酒を入れたデキャンタと、飲みかけらしい赤い酒の入ったガラス製のゴブレットの隣となりにはジンニーのランプ。

　ランプ……。

　……。

　熱に浮うかされた瞳ひとみでランプを見つめ、

「あーっ！」

　と大声を上げた。

「なにを突とつ然ぜん大きな声で。どうした」

　自分であげた声でくわんくわんしているジンニーだが、よろよろする指でランプを指した。

「アレク……、ランプ、おさけ……、いれたれしょぉ……？」

　呂ろ律れつが回らない。

「入れたが。ゴブレットの酒に花が落ちてしまったので、手近なおまえのランプに捨てさせてもらった。あとで洗ってやるから許せ」

　それだ。

　人間には秘密だが、ランプの精の本体はランプそのものなのである。

　壊こわされれば精せい霊れいにもダメージがいくし、磨みがかれれば気持ちがいい。そして酒を満たされれば酔っぱらってしまうのだ。ランプの精は火霊に属するのでオイルランプとして火を点つけられるのは大だい丈じよう夫ぶだが、酒はダメだ。耐たい性せいがない。

　はわ～、と目を回したジンニーの頭から、どんどん思考が抜ぬけ落ちていく。

「おさけ……、いれちゃらめえ……。オレ、ランプ、ほんたいらから……」

「本体？」

　早くランプから酒を抜いて欲しくて、絡からまる舌で懸けん命めいに言った。秘密だということはすでに吹っ飛んでいる。

　訝いぶかりながら、アレクがランプをつんとつつく。

「ひゃうんっ」

　語ご尾びにハートマークがつきそうな声をあげながら、ジンニーの体が跳はねた。

　アルコールのせいで敏びん感かんになった体は、ちょっとした刺し激げきにも反応してしまうようだ。しかも今アレクがつついたのは、ジンニーの乳ち首くびにあたる部分だった。

「……そういうことか」

　アレクの指がつつつっと、底からランプの嘴くちに向かって撫なで上げる。

「ひゃぁぁぁんっ」

　デッキチェアの上で身み悶もだえながら、刺激が走った場所を思わず手で覆おおった。男子の体の中でもっとも弱い部分である。

「なるほど、ここが中心か」

　言いながらアレクは両手でランプを包み、全体的に撫でていった。ジンニーにしてみればたまったものではない。全身を覆われてまさぐられている状態だ。

　持ち手の下側をサワサワされれば尻しりがむずむずする。蓋ふたのつまみを抓つままれればツンと乳首にくるといった具合に。

「あっ、あーっ……、やん、や、め……、やめてぇ……っ」

　まるで触しよく手しゆの群れにでも放ほうり込まれたみたいに、いろんなところがめちゃくちゃに感じた。

　契けい約やく者しやであるアレクがジンニーに与える影えい響きようは大きい。他の人間に触ふれられてもこんなふうにはならないのに、アレクの手はジンニーを容易たやすく嬲なぶれてしまう。

「これは面おも白しろい」

　楽しげな声が聞こえた。

　蓋のつまみをくりくりと抓まれて、胸の粒つぶが切なく疼うずいた。思わず手を当ててしまい、健けな気げにぷっくりと勃たちあがったそこを触さわられているのだとアレクに知らせてしまう。

「はぁ、ああん……、は、ぁぁ……」

　脱げかけのローブを纏まとったまま一人で身をよじる姿が壮そう絶ぜつに色っぽいことなど、ジンニーには知る由よしもない。

「もぉ、いじめ……ないでぇ……」

　酒と快感で舌足らずな口調で懇こん願がんしたのが、余計アレクの心に火を注いだようだ。

　ちゅっ、と嘴を吸われて腰こしが突つきあがる。嘴に向かって下から上までねっとりと舌で舐なめられると、ローブを割ったジンニーの雄おすは先せん端たんからたらたらと透とう明めいな涙なみだを流し始めた。

「やぁん！　それだめっ、だめえ……！　やぁ……──っ！」

　自分の手で押さえても包んでも、容よう赦しやのない快感はジンニーを苛さいなむ。もじもじと内うち腿ももをすり合わせて耐たえるしかなかった。　>>>♥

　さっきから、胸の中がねじられるように苦しい。鼻の奥がツンとして、喉のどから熱いものがせり上がってくる。ぎゅっと閉じた目の縁ふちに熱いものが浮かぶのがわかった。

　アレクの視線はジンニーを昂たかぶらせるのに、同時に痛みも覚えさせる。アレクにおもちゃのように遊ばれて面白がられているのが辛つらいのだと、はっきりとではなくとも認にん識しきした。

　視界がぼんやりと白く滲にじんだ。助けを求めて見つめたアレクの姿も、ガラスを通したように歪ゆがんでブレている。

　ひっく、と喉が震えた。なにかがまなじりに滲んで、それがジンニーのまつ毛を濡ぬらす。きゅっと目を瞑つぶると、それはこめかみを伝って耳の方へ落ちた。

　いつの間にか側そばに来ていたアレクの指がジンニーの目もとを拭ぬぐった。

「悪い。いじめすぎたようだな」

　なんとか開いた瞳は、目の前の男を認識するとまたなにかを溢あふれさせた。

　どこか嬉うれしそうなアレクの唇くちびるが、ジンニーのこめかみに伝った液体をそっと拭う。

「泣いているのか。泣けないといったくせに。可愛かわいいな、おまえは」

　泣いていると言われたことよりも、アレクの口から出た可愛いという言葉に気持ちを持っていかれた。

（可愛い……。可愛いだって。アレクが。オレのことを）

　胸の奥がきゅうんとなって、今まで感じたことのない疼とう痛つうがこみ上げてくる。熱くて苦しくて、どこか甘い──。

　わけがわからなくて、それもこれも全部酒のせいなのだと思った。苦しいから、早くランプから酒を抜いてほしい。

「ぬいて……、はや、く、だしてよぅ……」

　潤うるんだ瞳でアレクに縋すがる。ジンニーの瞳を覗のぞきこんだアレクがごくりと喉を鳴らした。

「……抜いて欲しいのか？」

　アレクの声が熱を持っていることに、酔ったジンニーは気づかない。

　必死でうなずきながら、アレクの腕をきつく摑つかむ。アレクは自分にしがみつくジンニーの肩を抱いて引き寄せ、濡れた下半身にそろりと手を伸のばした。

　敏感な部分に触れられたジンニーの体がビクッと揺ゆれる。

「ちが……、ぬくって、そっちじゃ……」

「わかってる。おまえがいやらしい顔をするからいけない」

　いやらしい顔なんて！

　ゆっくりと雄ゆう芯しんを撫でさすられて、ぎりぎり残っていた最後の理性が溶とかされていく。

「だめ……、だめ……、やだ、アレク……」

　いやがって首を振ふるけれど、意地悪な手は止めてくれない。

「本当にいやか？　おまえ、さっきジャーンに妬やいていただろう」

　──妬いていた？　ジャーンに？　さっきの腹の底が煮にえるような想おもいが妬くということ？

「んん……──ッ……」

　気づけばジンニーの唇は塞ふさがれていた。

　くちゅ、と水音がして、淫みだらな生きものがジンニーの舌に絡みつく。温かいそれはジンニーの口内を傍ぼう若じやく無ぶ人じんに動き回り、すぐに意識を奪うばわれた。

　官能を引きだすように上うわ顎あごを舐められ、舌の広い面をすり合わせて甘い唾だ液えきを交こう換かんする。逃にげることは許さないくせに、息をつく隙すきだけは上手に与あたえてくれるからいつまで経たってもキスは終わらない。

「ふ……ぅ、……」

　大きな手のひらは射精を促うながす手つきでジンニーの雄を擦こすり上げている。きっとジンニーが果てるまでキスを終える気はないのだろう。

　最初から前をはだけた状態のローブはすでに肌はだを隠す役割をしていない。手の動きに合わせてジンニーの片かた膝ひざが少しずつ上がり、いつの間にか快感を得やすいように大きく股またを開いてしまっていた。

「あ、もぅ……、ん、あ、ああああ……ッ」

　大人の男の手管の前に、ジンニーはあっけなく陥かん落らくした。

　キスを与えられながら残ざん滓しを搾しぼり取られるのが気が遠くなるほどいい。自ら舌を差し出して、もっと可愛がってくれとねだった。

　アレクの手は緩ゆるやかにジンニーの雄を搾りきると、最後に親指で鈴すず口ぐちに残った蜜みつをすくって離はなれた。

　あまりの気持ちよさに名残なごり惜おしくなって、甘えるようにアレクの舌に絡みつく。それに応こたえて、アレクも自分の口内にジンニーを迎むかえ入れた。

「ん……、ん……」

　濡れそぼった唇をようやく離したあと、アレクの黒曜石のような瞳ひとみを見上げた。それはとても愛いとしげにジンニーを映している。

　二つのきらめく黒い宝石。自分はずっとこの宝石が欲しかった。うんと、うんと前からずっと──。

　アレクの手を取り、形のよい男らしい指先に吸いつく。いましがた自分を可愛がってくれたこの指が愛おしくて、舌先でなぞりながら、ちゅっちゅっと夢中で吸った。　>>>♥

「おまえ……、まさか……」

　大好きな手。温かくて優やさしくて。ずっと前から知ってるみたいな──。

「すき、アレクの手……」

　懸けん命めいに吸いながらつぶやくと、濡れた指を唇から離された。それを寂さびしいと思う間もなくもう一度キスをされ、目を閉じると意識がゆらゆらと揺れた。射精の余よ韻いんと酒のせいでまぶたが重くなって、もう開けそうにない。

「ベッドに連れて行くぞ」

　遠くなり始めた耳に、そう聞こえた。かろうじて薄うす目めを開け、声を絞しぼり出す。

「おさけ、こぼして……。くるしいよ……」

　アレクは中身をすべてゴブレットに注ぎ切ると、ジンニーを抱だき上げ、ベッドにそっと下ろした。

「まだ苦しいか？」

「……へいき」

　酔よいは醒さめる様子はないが、体を満たしていた重いものがなくなったのはすごい解放感だ。むりやり水分を詰つめ込まれているようで苦しかったのだ。

　軽くなった体は心地ここちよい疲つかれだけを残していて、ふわふわと気分が高こう揚ようした。湯ゆ殿どのから続いた怒ど濤とうの展開に、ジンニーの脳は麻ま痺ひしてしまっている。

　すでにジンニーには目の前のものに対する単純な思考しかない。つまり、「エッチしたい」という欲よつ求きゆうである。

　行こう為いにおいて、ジンニーの経験によれば、前ぜん戯ぎで可愛がられたあとは一人でしてみせるのが常だ。だから次はジンニーが自分を愛あい撫ぶする番なのだ。

　ころりとうつぶせになった体勢から、両手両足をついて獣けものの姿勢を取る。

「みてて……」

　と言いながら、まだ幼さの残る性器に手をかけた。いましがた弄いじられた充じゆう血けつは再び硬かたさを持ち始め、ゆっくりと首を持ち上げていく。

　ジンニーの痴ち態たいに釘くぎづけになった男が生なま唾つばを飲む音が聞こえた。

　焼けつくような視線にジンニーも燃え上がる。

（見て。もっと。オレで興奮して）

　自らの手の動きに合わせて腰を揺らし、顎あごを反らせてわななく。

　酔いが手伝い、体を支えていた片かた腕うでから力が抜ぬけて、がくんとベッドに沈しずみこんだ。

　それでも横おう臥がした姿勢のまま性器を弄り続ける姿は、意思のない人形がいやらしい行為を覚えさせられたような、恐おそろしく淫いん猥わいな光景だった。

「ジンニー……！」

　たまらなくなったような声を発し、夢ゆめ心地ごこちのジンニーに逞たくましい体が覆おおいかぶさってくる。性器にかけていた手を強ごう引いんに外され、手首を摑まれて顔の横に縫ぬいとめられた。

　動きを奪われたまま激しいキスに翻ほん弄ろうされる。今度は息つく暇ひまも与えてもらえず、溺おぼれるように喘あえいだ。

「いいのか……？」

　キスの合間に囁ささやかれ、霞かすんだ脳で言葉を受け入れる。

「ん……、ほしい……。して……」

　無意識に呟つぶやいた。

　ジンニーの意識は夢と現実を行ったり来たりしている。だんだん夢のウエイトが大きくなっていく。

　霞む脳のう裏りに青白い光が明めい滅めつした。

『……──ニー、……ジンニー！』

　誰だれかが自分を呼ぶ声が聞こえる。

　──だれ？

　ずっしりとした体重を受け止めた体にむず痒がゆい快感が与えられ、意識が一いつ瞬しゆん浮うかび上がる。だが再び闇やみの中へ沈んでいった。視界が青白く染まると、また声が聞こえる。

『ジンニー！』

　──この声……インキュバス？

『だめだよジンニー！　起きて！　イフリートが……！』

　──イフリート……？

　瞬またたくように、青い肌と赤い髪かみの恋こい人びとの面おも影かげがチラついた。

　体の奥に小さな圧あつ迫ぱく感かんが生まれるのと、目を閉じてされるがままになっていたジンニーの唇から「イフリート……」と零こぼれるのは同時だった。

　ジンニーの唇くちびるを貪むさぼっていた温かいものが突とつ然ぜん離はなれ、もの足りなさにふと目を開ける。

　視界に飛び込んできた表情に、一瞬でジンニーの目が覚めた。

「ア……レク……」

　信じられない状じよう況きように思考が停止した。

　今自分はなにをしている。誰と？　そしてつぶやいた名は……？

　アレクは強きよう烈れつなショックを受けたように瞠どう目もくしてジンニーを見下ろしている。しばし言葉もなく、呆ぼう然ぜんと見つめあった。

　くっとアレクの目が細められたあと、ジンニーの後こう腔こうに潜もぐり込んでいた指がずるっと抜かれた。

「あっ……！」

　なにかを考える暇もなく、アレクはベッドを降り、背を向けて去っていく。待ってくれと縋すがることはできない。ジンニーにも状況が飲みこめないのだ。

　呆然とうしろ姿を見送り、今起きたことを理解しようとした。だが脳が考えることを拒きよ否ひしてしまっている。

　もぞりとシーツの上に起きあがると、指を含ふくまされていた蕾つぼみはひくんと震ふるえて名残を恋こいしがり、甘い疼うずきをジンニーに与えた。

「なんで……」

　こんな痛みは知らない。

　体全部が潰つぶれてしまいそうな痛み。身を捩よじっても寝ね転ころがっても軽くならない、大声でわめきたくなるような痛み。アレクに背を向けられて、胸に大きな穴が開いたようだ。

　これが、「悲しい」ということなんだろうか。

　きっとそうだと思ったら、喉のどの奥から嗚お咽えつがせり上がってきた。

　どうしよう。さっきも泣いてしまった。はっきりと覚えている。アレクが温かい唇で涙なみだを拭ぬぐってくれたのを。

　温ぬくもりを思い出すと、目の縁ふちに熱いものが盛り上がった。

　手のひらできゅっと目を擦こすり、ベッドの上に放置されていたローブに腕うでを通す。酒の余韻で震える脚あしでベッドを降りようとしたときに、扉とびらが開いてハカムが入ってきた。

「ジンニーどの」

　ハカムは明らかに泣いた様子のジンニーの顔を見て、痛ましそうに目を細めた。

「おじいちゃん……」

　こんな姿を見られるのは恥はずかしくてうつむいた。

「アレクさまに、ジンニーどのが酒に酔ってしまわれたので介かい抱ほうするようにと仰おおせつかりましてな」

「うん……、ごめんなさい、ありがとう」

　その他ほかになにが起こったかは、アレクが言わなかったとしてもハカムにはわかってしまっているだろう。

　ハカムはうまく着られていなかったジンニーのローブの合わせを整えると、ベッドに横になるよう促うながした。

　濡ぬらしたタオルを持ってきて、ジンニーの顔を拭ふいてくれる。最後に畳たたんだタオルをジンニーの目の上に載のせた。

「なにか落ち着く飲みものをお持ちしましょうか」

　ジンニーは小さく首を振ふって断った。

「ありがとう……。オレ疲れちゃったからもう寝ねるね」

「左様でございますか。ではご用がありましたら、遠えん慮りよなくお呼びくだされ」

「うん、ありがと……」

　ハカムはそっとタオルケットをかけて去っていく。一人でいたいと思ったジンニーの気持ちを汲くんでくれたのだろう。

　一人になって、タオルの下で目を閉じる。

　さっきまではとても眠ねむかったのに、眠りの精はどこかへ飛んで行ってしまったようだ。アレクの傷ついた顔がまぶたの裏に張りついて、結局朝まで一いつ睡すいもできなかった。







　朝食の席は空気が重かった。

　ハカムがいつも通りに振る舞まってくれるのがありがたい。ジンニーは終始うつむいたまま、出されたカップを手の中で弄もてあそんで口をつけなかった。

　アレクが不ふ機き嫌げんそうなのは常態であるが、発している空気はとても通常ではなく、近寄りがたいものだった。

　二人になったら、昨夜のことを話し合った方がいいんだろうか。でもなにを話していいかわからない。

　だいたいなんであんなことになったのか、ジンニーにはさっぱりわからないのだ。

　突とつ然ぜん苦しくなって、気づいたら気持ちよくなっていた。インキュバスの声が聞こえて、イフリートを思い出した。そして無意識に恋人の名を呼び、アレクを傷つけた。

　正直いって、手でされて達してからイフリートの名を呟いた間の記き憶おくがほとんどない。酔よっぱらうと記憶がなくなるって本当だったんだと身を以もつて知った。

　ちらりとアレクを盗ぬすみ見る。アレクはジンニーの方を見ようともしない。彼が腹を立てているのは、行為の最中に相手が他の男の名を呼んだからだろう。そんなの男としてのプライドが傷つけられるに決まっている。

　ジンニーにしても、流されてセックスしてしまわなかったのは幸いだ。そんなことになったらイフリートに顔向けできない。今だって精せい霊れい界でジンニーの帰りを待ってくれているだろうに。

　今日はどうやって過ごそう。アレクといるのは気まずいから、彼の方に外出する用事がなかったら、いっそ自分が外に遊びに出ようかと悶もん々もんとしているときだった。

　食事を終えて席を立ったアレクが「行くぞ」とジンニーの腕を引っ張った。

「え？」

　見上げると、ジンニーを見もしないままアレクが言った。

「遊園地に行くんだろう。早く着き換がえろ」







　遊園地は閑かん散さんとしていた。

　それは先日までいたテーマパークと比べるからそう思えるのであって、おそらくこれで通常営業なのだろう。

　設備は古く、色あせており、テーマパークにあったようなキャラクターもなければ、着ぐるみの客寄せもいない。

　こんなに寂さびしい場所だったろうか、と思った。あれやこれやとアレクに話しかけるネタになるようなものがないのである。

　いや、きっと今の二人の間の空気がそんな軽口を許さないのだろう。移動の車の中でもひと言も会話を交かわさなかったし、とてもじゃないけど手を繫つないで歩くなんて雰ふん囲い気きでもない。そもそも混こんでないから手を繫ぐ必要もない。

（気まずい……）

　なんの拷ごう問もんだろう、これ。この状態で一日ここで過ごすのか？

　元来陽気で騒さわぎ好きの精霊としては、こんな沈ちん黙もくに耐たえられる気がしないのである。

「ど、どれ乗ろうかアレク？」

　むりやり笑え顔がおを作って問いかけるが、「好きにしろ」という台詞せりふで終しゆう了りようしてしまい、固まった笑顔のままキョロキョロする。

　こういう場所に来ていてこの態度は大人げなくないか!?　と思ったが、もちろんそんなことは言えるはずもない。むしろいやがらせかも。あり得る。とまで考えた。

　前は観覧車に乗ってみたいと思っていたが、今乗るのは怖こわい。あの密室で十数分二人っきり。パスだ。

　この遊園地ではそこそこ人気のメリーゴーラウンドかローラーコースター……も、はしゃぐジンニーの横で無表情のアレクが乗っているところを想像するだけで心が折れた。絵え面づらがひどすぎる。二人で来ているのに、オレ乗ってくるから待ってて、とも言いづらい。

　ちなみにお化け屋や敷しきはジンニーが怖いのでパス。精霊のくせにと笑わば笑え。本物の悪あく霊りようを知っているからシャレにならないのである。

　これはシューティングギャラリーとか展示物とか、乗りもの以外で時間を稼かせぐしかない。

「えっと、じゃあ、この辺行ってみようか？」

　道の端はしに立っている、ところどころ剝はげた場内案内図でゲームコーナーを確かく認にんし、歩き始める。

　ジンニーより半歩前を歩くアレクの腕に摑つかまりたくて、手がむずむずした。

　テーマパークの人混みではずっと手を繫いでくれていた。混んでいなくても、放ほうっておくとおまえはすぐにいなくなるから見失うと困ると言って、アレクの腕に摑まって歩くよう命じられた。

　近いけれど、触ふれることは叶かなわない。この距きよ離りがもどかしかった。

　昨日までの二人だったら、ずっと楽しく感じられたに違ちがいない。アレクは面めん倒どうそうにしながらも心の中では楽しんでくれて、こんな古ぼけた施し設せつでも、あれこれと二人で話しながら回れただろう。

　自分から連れてきてくれと言ったのにアレクを楽しませてあげられなくて、なんだか申し訳ない気持ちになった。昨日胸に開いてしまった風穴のようなものが塞ふさがらない。

（あ、これ、「悲しい」だ）

　感情に名前をつけたら、ぶわっと涙なみだが浮うかんできた。

　おかしい。精霊は泣けないはずなのに、なんでこんなに簡単に涙が出るんだろう。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、昨日は酒に酔っていたからおかしくなっていたのだとしても、今日はすっかり抜ぬけきっているはずである。

　手を繫ぎたいなぁ、と思ったら、涙が堪こらえられなくなった。

　ぐす、と鼻を啜すすると、アレクが振り返った。涙を見られたくなくて、慌あわてて横を向く。

「あれ……、オレ、……あ、あっちの、行ってくるから……っ」

　目についた六角形の建物に向かって走り出す。みっともないほど声が震ふるえて、泣いていることは知られてしまっただろう。

　とりあえず中に飛び込み、狭せまくて暗い通路に入り込んだ。出て行く頃ころには涙も引っ込んでいるだろう。

　誰だれの気配もなく、中からも声は聞こえない。しんと静まり返り、ほとんど暗くら闇やみの通路に下がったカーテンを抜けると、いきなり複数の人ひと影かげに囲まれてドキッとした。

　そこは、全面鏡張りの空間だった。

　鏡だとわかるまでに数秒かかり、詰つめていた息をほ、と吐はき出すと緊きん張ちようが解けていった。

　右、左、斜ななめ、後ろと、いたるところにジンニーの虚きよ像ぞうが映っている。ところどころ合わせ鏡になって、奥までずらっと並ぶ自分や、斜めから見た自分の姿が確認できた。

　背後のカーテンの向こうに人の気配がする。ジンニーを追ってきたアレクだろう。

　まだ赤みの残る目を見られたくなくて、ここを出るまでくらいの時間は稼ぎたいと通路を先に進んだ。

　迷めい路ろになっているらしく、鏡の壁かべに手を当てながらそろそろと奥へ向かう。

　こうも鏡が多いと、方向がまったくわからなくなる。行けると思って踏ふみ出すと鏡にぶつかり、鏡があると思って手を伸のばすと隣となりの通路に繫がったところだったりした。

　くるくると方向を変え、ちゃんと出口に向かえているのかと心配になり始めたとき、建物の中心らしい部屋に出た。

　そこだけ赤い絨じゆう毯たんが敷しいてあり、六角形に鏡が張られた差し渡わたし四メートルほどの小部屋である。真ん中に立つと、きれいに自分に取り囲まれる形になった。

　ふと、鏡の向こうを青いなにかが掠かすめた気がした。

　目を凝こらすと、だんだん青い塊かたまりが近づいてくる。あれは……。

『ジンニー……』

　鏡を隔へだててジンニーに向き合ったのは、恋こい人びとイフリートだった。

　精霊界と鏡が繫がっていることを、あらためて思い出す。

「イフリート……」

　心臓が、いやな方向にぐにゃりと歪ゆがんだ気がした。今自分がどんな表情をしているのかわからない。

　愛いとしいはずなのに。会えて嬉うれしいはずなのに。なぜか逃にげたくなっている自分がいる。

　音もなく、イフリートが鏡を抜け出てきた。

「イフリート……、どうして……」

　イフリートは人間が大だい嫌きらいだ。したがって人間界に現れるのも大変に厭いとっている。空気を吸うのも汚けがらわしいと、眉み間けんに皺しわを寄せて吐き捨てていた。そんな彼が呼び出しもなく現れるなんて──。

「ジンニー。そなた、我を裏切る気か？」

　イフリートの炎ほのおのたてがみが、強さを増してめらめらと燃え上がった。熱量こそないものの、彼の怒いかりを如によ実じつに表している。

「裏切る……なんて……」

「人間に肌はだを許そうとしたであろう」

　力のない声で否定しようとしたジンニーを、断罪するように言葉をかぶせる。

「あれは……、だって、お酒のせいで……、わからなくなって……」

　自分でも言い訳じみていると思う。言いながら、言葉が上うわ滑すべりして心がこもらない。本当にそれだけだったか？

「ならば人間に心はないな。我を愛していると信じていいのだな」

　うん、と頷うなずけばいいだけだ。だってイフリートを愛してる。恋人なんだから当たり前だ。早く精霊界に戻もどってイフリートと愛し合うためにアレクの願いを叶えようとしている。

　それなのにどうして、素す直なおに首を縦に振ふることができない──？

　イフリートが冷たい表情でジンニーの返事を待っている。無言のまま、たてがみがゆらゆらと揺ゆれた。

　そのとき、すぐ近くでアレクが自分を呼ぶ声がした。

「ジンニー。ジンニー、どこだ」

　おそらくすぐ角を曲がった向こうから。

　慌ててイフリートを見やる。精せい霊れいであっても人間と変わりない外見のジンニーと違って、青い肌、赤い髪かみはどう見ても人間のそれではない。

　アレクは小部屋に顔を覗のぞかせると同時に眉まゆを顰ひそめ、ジンニーの後ろにいるイフリートを見た。

「きさま、イフリートだな」

　やっぱりすぐにわかってしまった。だが伝説の存在が目の前に現れたらもっと驚おどろくものではないだろうか。

　自分も伝説の存在であるということはすっかり忘れているジンニーである。

　アレクはジンニーに向かって手を差し出した。

「ジンニーは私が契けい約やくしている精霊だ。呼ばれもしない精霊がなにをしに来た。その子を返してもらおうか」

　イフリートはその手を冷たく睨にらみ、見せつけるようにジンニーを抱だき寄せた。

「人間ごときが我に指図するか。これは我のものだ。のう、ジンニー？」

　最後の言葉は、ジンニーに向かって甘く囁ささやかれたものだ。

　自分の意志ではなかったとはいえ昨日アレクとあんなことをしておきながら、彼の前でイフリートを愛していると言うのは躊躇ためらわれる。

　だが言わずにいられる状じよう況きようではなかった。イフリートに信用してもらい、今後のアレクとジンニーの関係をはっきりさせるためにも、ここでジンニーが宣言するのがベストだ。ジンニーにしても、これ以上いたずらにアレクにちょっかいをかけられるのは遠えん慮りよしたい。

　だってアレクに触れられると、胸が苦しくなるから。

「うん……、愛してるよ、イフリート」

　アレクを見られなくてイフリートの胸に顔をうずめてしまったのを、恋人に甘えているように思われたかもしれない。

　イフリートは満足げにうなずき、ジンニーを胸に抱きながらアレクに言い放った。

「契約は契約。終しゆう了りようするまでジンニーはそなたに預けておいてやろう。だがよもや恋人同士の逢おう瀬せを邪じや魔まするほどそなたも無ぶ粋すいではあるまい。なに、ほんの数秒、口づけを交かわす程度の時間よ」

　言うが早いか、イフリートは盗ぬすむようにジンニーの唇くちびるを掠めた。

　たったそれだけでジンニーの唇からイフリートの精気が流れ込み、もやもやしていた胸の痛みがすぅっと引いていく。

　なぜか気持ちが軽くなって、イフリートへの愛情が溢あふれてくる。

　なぁんだ、やっぱりオレはイフリートが好きなんだ。会えない時間が長くて寂さびしかったんだ、きっと。

「早くイフリートのところに戻りたい。オレ、頑がん張ばるからね」

　ちゅっ、と頰ほおにキスをして、鏡の向こうに帰っていくイフリートに手を振った。去り際ぎわ、イフリートは勝ち誇ほこった顔でアレクを見たが、アレクの表情が変わることはなかった。

　完全にイフリートの姿が見えなくなるまで振っていた手を、アレクに摑つかまれた。

「帰るぞジンニー」

「痛いよ。放してよ」

　思わずアレクの手を振り払はらった。押し黙だまったアレクを見て、悪いことをしたかな、と思ったけれど、実際すごい力だったのだ。

　アレクは一いつ瞬しゆんだけ悔くやしげに唇を嚙かむと、「ここを出るまでの間だけだ」と言ってもう一度ジンニーの手を握にぎった。どうやら方向音おん痴ちらしい自分としては先導してくれるのは助かる。

　出口まで手を引かれて歩く間、さっきはどうしてあんなにアレクと手を繫つなぎたかったんだろう、とジンニーは首を傾かしげた。







　にこにこしながら帰宅したジンニーを見て、ハカムは目め尻じりを下げた。

「おかえりなさいませ。お早かったですな」

「うん。あんまり遊ばなかったけどアレクが帰ろうっていうから」

「その割にはご機き嫌げんですな」

「うんっ、いいことあったんだ」

　なんたって恋人に会えたのだ。こっちにいる間は会えないと思ってたから嬉しい。しかもジンニーの心変わりを心配して来てくれるなんて、すごく愛されてるんじゃないか？

　上機嫌でソファに飛び乗るジンニーの後から、アレクが入ってくる。

「ジンニーどのと仲直りされたようで」

「……まあな」

　おや、という表情でハカムがアレクを見る。

　しかし詮せん索さく好きでもない執しつ事じは、疲つかれた顔の主人になにも言わず飲みものを出した。

　ジンニーはクッションを抱きながら、イフリートのことを思い返す。

　一瞬触ふれただけだったけれど、キスは嬉しかった。あのキスのおかげで、朝から塞ふさいでいた気分が晴れてしまったのだ。恋人の存在ってすごい。

　…………。

（なんでオレ、塞いでたんだろう？）

　首をひねるが、何度考えても思い出せない。

　朝からアレクの機嫌が悪かった。兄王が帰宅してからの彼は上機嫌だったから、夜のうちになにかいやなことでもあったのだろうか。自分が怒おこらせた覚えはない。

　昨日の行動を反はん芻すうする。

　風ふ呂ろに入って、それから……、それから？

　ぽっかりと記き憶おくが抜ぬけ落ちていた。シャワーを浴びたところまでは覚えている。上がってからどうやってベッドへ行ったんだっけ？

　視線を上方にさまよわせて思い出そうと努力するが、白い靄もやがかかったように記憶は蘇よみがえらなかった。

　おそらく疲れきって、ベッドに倒たおれ込むように眠ねむってしまったのだろう。旅先でもそういうことがあったから、きっとそうだと結論づけた。

　アレクは立ち上がると、部屋を横切って出て行こうとした。扉とびらを開ける手前でジンニーを振り返る。

「私は部屋で仕事をする。屋や敷しきから出るなよ。勝手に遊びに行って騒さわぎでも起こされると困る。必要なものがあればハカムに言え」

　ぱたんとドアが閉まると、ハカムと目が合った。

「なにかご入り用なものはございますかな」

「ううん、今はべつに。オレなんか眠くなっちゃったから、寝ねてくるね」

「かしこまりました」

　昼寝宣言をしたら、ふぁぁとあくびが出た。おかしいな、昨夜はぐっすり寝たはずなのに、旅の疲れが取れていないのかな。

　部屋を出る間際、ハカムに呼び止められる。

「ジンニーどの」

「ん？」

　振り返ると、ハカムはめずらしく笑えみを消していた。

「お体の調子はいかがですかな」

「なんで？　大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと旅の疲れが抜けてないかもしれないけど」

　ハカムはかすかに頰を強こわばらせた。彼がこんな表情をするのは初めて見る。

「……それはようございました。ランプはきれいに洗っておきましたゆえ」

「？　ありがとう。汚よごれてた？」

　不思議そうに首を傾げるジンニーをじっと見つめ、それからハカムはいつも通りの笑みを浮うかべた。

「いえ、なんでもございません。どうぞゆっくりとお休みくだされ」

　ハカムは困った顔をするジンニーを安心させるように抱きしめ、それから肩かたを押して部屋を出るよう促うながした。

　腑ふに落ちないけれど、きっと聞いてもハカムは答えてくれないだろうと思った。温おん厚こうで人当たりのよい執事は、自分が必要ないと思ったおしゃべりはしない。

　なんとなく歯車が嚙みあわないような思いをしながら、植物園のベッドに横になる。朝起きて乱れていたベッドは、きれいにメイクされていた。

　今の時間は真上から降り注ぐ陽光を天てん蓋がいカーテンで遮さえぎり、眠りやすい明るさに包まれている。ジンニーは覚えていないが、昨夜は一いつ睡すいもしていないのだ。手て触ざわりのよいタオルケットに潜もぐり込むと、ほどなく眠りに引き込まれていった。













　しゃらん、と鈴すずの音が聞こえる。

　これはインキュバスの夢ゆめ鈴すずだ。旅の間は会えなかったので、久しぶりの訪問である。

　精せい霊れい界も人間界と同様、距きよ離りが離れてしまえば現れることはできない。その土地にはそこで暮らす精霊たちがいて、縄なわ張ばり意識みたいなものもある。だから他ほかの土地に行くと知らない種族がいたりして、それはそれで楽しいのだが。好戦的な種族に会わないとも限らないので、力の弱い精霊はあまり自分の土地を離れない。

　先日の旅の話を聞かせたくて、ジンニーはわくわくしてインキュバスを迎むかえた。

　だが現れた友人は、とても真しん剣けんな表情をしていた。いつもの軽かろやかな雰ふん囲い気きは鳴りを潜ひそめている。

「ジンニー、ぼくの言ったこと忘れちゃったの？　あんなに短期間に人間の食べものを大量に口にするなんて」

　責める声こわ音ねにハッとした。

「人間界のものを体に入れることで、きみはどんどん人間に近づいてるんだよ。感情のふり幅はばが大きいのもそのせいだ。精霊としての存在が揺ゆらぎ始めてる」

　そんな！　ちっとも変化ないようだったのに！

「魔ま鏡きようできみの旅の様子をずっと見てたけど、鏡からでは見ることしかできなくて。伝えられないことがどれだけもどかしかったか……」

「インキュバス……、ど、どうしよう……、オレどうなるの？」

　インキュバスは美しい眉まゆ根ねを寄せた。

「限界を超こえればジンとしてのきみは消しよう滅めつする。ジャーンに戻もどることもできないよ。つまり精霊にとっては死も同然なんだ、ジンニー」

　死──！

　ジャーンに降格ならば、万が一にもまたジンになれる可能性もある。だが消滅してしまえば、二度と蘇ることはないのだ。ぶるっと震ふるえて、ジンニーは自分で自分を抱だきしめた。

　なんてことをしてしまったんだろう。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、怖こわくてたまらない。

　そんなジンニーを、インキュバスは包み込むように抱いた。

「大丈夫。これ以上飲んだり食べたりしないようにして。イフリートのおかげできみの涙なみだも止められて……」

「なみだ……？」

　インキュバスは口をつぐんだ。失言だと思ったのか、長いまつ毛をそっと伏ふせる。

「とにかく、もうなにも口にしないこと。それから、いくら魅み力りよく的てきでもあいつは人間だよ。あまり心を近づけない方がいい。人間との恋こいなんて不毛だよ」

「あたりまえじゃん？　オレにはイフリートがいるもん」

　邪じや気きのない目で首を傾げるジンニーを、インキュバスはどこか痛みを受けたような表情で見返した。

「インキュバス？」

「……そうだね。イフリートも待ってる。早く帰ってきて、ジンニー」

　ジンニーの頰ほおにふわりと口づけを落としたインキュバスの首筋に、赤い鬱うつ血けつの痕あとが見えた。

「インキュバス、ここ」

　指で触ふれると、インキュバスは慌あわてたようにジンニーから離はなれて飛び退すさった。触れられた部分を手で覆おおい、青い顔でジンニーを見る。

（今さら隠かくされても、もう見ちゃったし）

　いつものインキュバスなら勲くん章しようのように見せびらかし、ジンニーも「やらしー」なんてからかいながら笑いあうところだ。

　そもそも人間につけられた痕なら魔ま力りよくで消せるはずである。ジンニーに見られたくないなら消してくればよかったのだ。インキュバスが消せない痕だとすれば、それは──。

「……とにかく、あまり長くあの男のところにいない方がいい。早く願いごとを叶かなえて、早く帰ってきて。でもあいつに体を許しちゃだめ。きみの心はまだ子どもなんだ。体の悦よろこびに気持ちが引きずられてしまうこともある」

　さっきからなにを心配してるんだろう。自分の恋こい人びとはイフリートだけだ。他の男なんて眼中にないのに。

「また来るよ、ジンニー」

　インキュバスは逃にげるように去って行った。

　残されたジンニーは、膝ひざを抱かかえて空間に浮かぶ。

　そういえばしばらく宙に浮いたりもしてないなぁ、と思った。人間のように地を歩き、眠るときはベッドで休む。なんだかもう、それが当然のように思えてしまっていた。

　そして隣となりにはアレクがいることが……。

　──なにか大事なことを忘れている気がする。

　さっきからそうだ。考えてもわからなくて、いらいらする。

　やめやめ！　イフリートのことでも考えて楽しくしていよう。さっきのキスは嬉うれしかった。ほら、思い出すと気分が高こう揚ようする。大好き。カッコいいオレの恋人。インキュバスみたいに夢に入って来られたら、人間界にいても毎晩会えるのにな。

　ふと、インキュバスの首についた鬱血を思い出した。インキュバスが消せないキスマーク。それは、彼よりも高位の精霊につけられたものだけだ。

「……まさかね」

　浮かんでしまった疑念を払はらうように、むりやり大好きな恋人とのキスの感かん触しよくを反はん芻すうした。







　頰になにかが当たって目が覚めた。

「起きろ。そろそろ夕食だ」

　目を開けてどきりとした。アレクの端たん整せいな顔が、すぐ目の前にあったからだ。指の背でジンニーの頰を叩たたき、目覚めを促していたらしい。

「夕食……？」

　辺りはすっかり暗くなっている。

「寝ぼけてるのか。まあ、よく眠ねむっていたようだからな。来い、おまえが旅先で喜んでいたメニューをハカムにリクエストしてある」

「え、なんだろ？」

　パァッと表情を明るくしてすぐ、あ、食べちゃいけないんだ！　と思い出した。

「オレ、いらない」

「どうして」

「どうしても」

　食べると人間に近づいてしまうなんて説明は、精霊の掟おきてに照らすと完全にアウトだろう。危ない橋は渡わたれない。

「なんだ。なにか拗すねてるのか。おまえの恋人との時間を邪じや魔ましたことか」

「イフリートは関係ないよ」

　自分から言い出したくせに、イフリートの名を聞いてアレクはかすかに眉まゆをひそめた。

「だったらなぜ」

「言えない」

　答えを聞いて、アレクはますます険しい顔をした。

「恋人に会ってからというもの、ずいぶんな態度だな。ハカムの言う通り、本当に昨夜のことは覚えていないのか」

「え？」

　きょとんとした目で見返すジンニーに苛いら立だったアレクは、ベッドサイドのテーブルに置いてあったジンニーのランプを手にした。

「こういうことだ」

　いきなり蓋ふたのつまみを強くひねられて、ジンニーの乳ち首くびに痛みが走った。

「いたぁっ！」

　胸を押さえてベッドに突つっ伏ぷす。

　相当強くひねられたようで、じんじん痺しびれる痛みがなかなか引かない。そのうえ頭の中が疑ぎ問もん符ふだらけだ。

　──昨夜のことって？

　──なんでアレクはランプとオレが繫つながってることを知ってる？

　──オレはなにを忘れてるんだ？

　はっ、はぁっ、と息をつくジンニーを冷たい目で見つめ、アレクは嘴くち部分を手の中でぐりぐりと擦こすった。

「あ……！」

　性器が擦り上げられるような感覚を覚え、股こ間かんに手を当てて勃たちあがってこようとする雄おすを押さえた。

「酒が入っているときよりは感度が鈍にぶいようだな」

「さけ……、て、なに？　なんでこんなこと……」

　震えながらアレクを見上げる。それが余計嗜し虐ぎやく心しんを刺し激げきしてしまったらしい。

　アレクは狭せまい嘴に強ごう引いんに指をねじ込み、ずぽずぽと出し入れする。

「やあぁっ！　いたいっ、いたぁいっ！　やめてアレク……っ、いたいようっ……！」

　尿によう道どうに異物を突っこまれているようなものである。

　あまりの痛みと恐きよう怖ふに、体を丸めて性器を握にぎりこむ。だがいくら自分の性器を押さえたところで、ランプへの攻せめを止やめてもらわないと意味がないのだ。

「ひぐっ……、ひ……」

　ひとしきり痛みを与あたえられ、ジンニーの喉のどが引きつったところでようやく解放された。

　引いていた顎あごを摑つかまれ、アレクの方を向かされる。

「もう涙は出ないのか」

　ひどい……。

　ジンニーを泣かせるためにこんなことをしてるのか。冷たそうに見えても本当は優やさしいアレクに好感を持っていた。少なくともジンニーを嫌きらっているんじゃないと思っていた。なのになんでこんな扱あつかいを受けなければならない。

「昨日のように一人でしてみせろ」

　卑ひ猥わいな要求にカッと体が火ほ照てった。

「いやだ……」

　自分が昨夜なにをしたのかわからないけれど、一方的にいじめられて屈くつ辱じよく的てきな行こう為いを強要される謂いわれはない。

「恋人には見せてるんだろう？　慣れたように私にも見せつけていたからな。子どものくせにずいぶんな淫いん乱らんだ。言ってみろ。おまえの恋人とはどんなふうにセックスしてるんだ。同じように抱だいてやる」

　信じられない。アレクはまるで人が変わってしまったようだ。こんなことを言う人じゃなかった。

　痛みよりも恐怖よりも、怒いかりが勝った。

「ぜったいにいやだ。あんたになんか教えない」

　反はん抗こう的てきな言葉に、アレクの双そう眸ぼうが闇やみ色いろに沈しずむ。ジンニーの背筋にうすら寒いものが駆かけ下りた。

「いいだろう」

　暗い目をしたアレクは、見せつけるようにランプに口づけた。

「私の真の名、アレクサンダー・アル・ハサドと精せい霊れいの契けい約やくに基もとづき、ひとつ目の願いを要求する」

　びくん、とジンニーの体がわななく。

　これは正式な言い回しに則のつとっての願い方だ。自分の名を名乗り、願いを口にする。それがなんであれ、契約者が心から望む以上、ジンニーは力の及およぶ限り全力で叶えなければならない。

「おまえのセックスについて偽いつわりなく答えろ。まずは恋人イフリートとの交わりの手順からだ」

　他人の房ぼう事じを聞きたがるとは、なんという悪あく趣しゆ味みな要求だろう。だがジンニーに拒きよ否ひすることはできない。自分の唇くちびるが勝手に開くのに、やるせない思いで従った。

「いつも……イフリートの愛あい撫ぶから……。イフリートは本当はすごく大きくて、手の中でオレを可愛かわいがって……」

　なんでこんなこと言わなきゃならないんだ。

「それからオレが……、ひ……とりで、して、みせる……」

　聞きたがったくせに、アレクの視線は氷のように冷たい。

「オレが……、イッたら……、イフリートが中を、潤うるおす……いっぱい、舐なめてくれる……」

　絶望的な気分だった。アレクの目を見ながら、同じ言葉を自動的に繰くり返すおもちゃみたいに、恋こい人びととの情事を告白させられる。

「いっぱい、舐めて……、キス」

　キス、を最後に止まった。

「それから？」

「……それだけ……」

「それだけ？　そんなはずないだろう。どんな体位を好む」

「したことない……」

　怪け訝げんな顔をしたアレクが、さらに詰つめ寄る。

「したことがないとはどういうことだ。挿そう入にゆうの経験はないのか。それとも精霊同士はそこまでしないのか」

「いつも……、挿入の前で、邪魔が……入る。呼び出される……。最後まで、したこと、ない……」

　アレクが瞠どう目もくした。

「ではおまえは経験がないのか？　他ほかの精霊とは？」

「ない……」

　疑われても、本当にないのだ。

「そうか……。初めてか……」

　命令には従っていても恨うらみがましい目で睨にらむジンニーの視線から逃のがれるように、アレクは顔を背そむけた。そしてやましいことを隠かくしでもするように、早口で言う。

「ふん、処女相手に自じ慰いの要求か。おまえの恋人は大した趣しゆ味みの持ち主だ」

（イフリートの悪口を言うな！）

　アレクに支配されているせいで、思っただけで声にならないのが悔くやしい。

　ジンニーの怒りのオーラが伝わったのか、アレクはじろりとジンニーを睨み返した。

「ならばこのまま抱いてしまえば、おまえの初めての男は私ということになるな」

　ひく、とジンニーの喉が震ふるえた。まさか次の願いは……。

　正式な手順で願いを口にされたら、ジンニーに拒こばむ術すべはない。イフリートへの当てつけのためだけに自分を弄もてあそぶのはやめてくれと、目だけで必死に懇こん願がんする。

「……私の真の名、アレクサンダー・アル・ハサドと精霊の契約に基づき、ふたつ目の願いを要求する」

　やめて！　アレクを嫌いになりたくない！

「おまえの、体を……」

　──やめて！

　抱かせろと言いながら、ジンニーが本当にいやがっているとわかったら絶対に無理にしようとなんてしなかった。それなのにこんな形で。力ずくでレイプされるより、ずっと切ない。

　アレクはしばらく逡しゆん巡じゆんし、

「……いや。おまえが私を……、す……」

　願いを言い換かえようとした。だがまたしても言いかけて唇を嚙かむ。

　願いの要求ははっきりと紡つむがなければ叶かなえられない。待機状態にさせられたジンニーはこの場から動くこともできないのだ。

　ぎり、と音が聞こえそうなほど強く唇を嚙んだアレクが自分を見下ろしている。切なげな瞳ひとみに心が揺ゆれた。

　アレクは一度ぐっと握った拳こぶしを開き、前まえ髪がみをかき上げると、体の中に溜たまった鬱うつ憤ぷんを吐はき出すように大きくため息をついた。

「……一いつ緒しよに夕食をとれ。それがふたつ目の願いだ」

　それだけ言うと、アレクは歩き出した。願いを叶えるため、ジンニーもアレクに続く。

　アレクは言いかけた願いを二度も変へん更こうした。広い背中を追いかけながら、さっきはなにを願おうとしたのだろう、と思った。







　翌日は気分が悪かった。

　アレクの願いで夕食を共にしたものの、消しよう滅めつへの恐怖から、味なんかほとんどわからなかった。ジンニーにしてみれば毒を飲めと命じられたようなものである。それでも願いに逆らえるはずもなく、機械的に口に運んでは飲み込んだ。

　食事はたしかにジンニーが旅先でおいしいと喜んだ、幼児の握りこぶし大のミートボールがごろんごろんと入ったミートボールスパゲティだった。

　願いとして有効だったということは、アレクは心からジンニーにそれを食べさせたかったのだろう。やはり根は優しい人なのだ。

　精霊が人間界で飲食しすぎると消滅するということはアレクは知らないのだから、食べさせられたことについて責めるつもりは毛頭ない。むしろアレクの屋や敷しきには不似合いなメニューをジンニーのために作らせたと思うと嬉うれしかったが、消滅への恐怖はそれを上回る。

　夕食は会話もなく終しゆう了りようした。食事が済むなり席を立って、トイレに駆け込んで全部吐き戻もどしてしまったのは申し訳ないと思う。恐怖からすでに体が受けつけなかったのだ。

　そして今、気分が優すぐれないままベッドに横になっている。朝食もお茶もすべて断った。今後なにも口にしないと宣言したジンニーにハカムは驚おどろいたようだったが、なにも言わずに了りよう承しようしてくれた。

「はぁ……、気持ち悪い……」

　こんなにひ弱な精霊がいるんだろうか、と自分でも不思議に思うが、これも人間に近づいてしまった弊へい害がいなのかもしれない。ともあれこれでふたつ目の願いはクリアした。残るはあとひとつ。

　ひとつ目の願いは辛つらかったけれど、あんなことをされてもアレクを嫌いにはなれない。昨日の彼はどうかしていたんだと思う。ジンニーを虐いじめているときでさえ、とても辛そうな顔をしていた。

　アレクがなに考えてるのかわかんないなぁ、とぐったりとベッドへ身を沈めた。




　　　　◆　◆　◆




「ねえボウヤ、飲みものを持ってきてちょうだい」

　プールで濡ぬれた体から水をしたたらせたまま、デッキチェアに長い脚あしを組んだブロンド美女は、ジンニーを見もしないで命令した。

　見もしないと言うのは、彼女の視線は常に隣となりの美び丈じよう夫ふ──アレクに釘くぎづけだからである。彼女はうっとりとした目でアレクを見つめ、ピンクの唇をすぼめてフフッと笑った。

　見せつけるように伸のばした肢し体たいを覆おおっているのは、こんなの着てる意味あるのか？　と首を傾かしげたくなるような、やたら面積の少ないピンクのビキニだ。濡れているとほとんど透すけてしまっていて、胸の突とつ起きまでくっきりわかる。ジンニーにしてみれば目のやり場がない。

　このくねくねと体をしならせる美女、エリザベスが突とつ然ぜん来訪したのは、兄王が来た日から四日後のことだった。




「アレクサンダーさま！」

　エリザベスは会うなりアレクに抱だきついて、熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようをした。

　べったりと口紅の色が残るほど強くアレクの頰ほおにキスをし──それでも初対面だから唇にするのは控ひかえたと思われる──強ごう引いんに客として宿しゆく泊はくすることになった。

「どういうことです兄上！」

　エリザベスを部屋に押し込んで、アレクは速そつ攻こう王に電話をかけた。

『おまえにどうしても会いたいと言うから、そこに招待してやっただけだ』

「だったらせめて事前にひと言おっしゃってくだされば！」

『そうしたらなんのかんの理由をつけて断るだろうが。おまえにひと目ぼれだ、食事も喉のどを通らないなんて泣きつかれたら気の毒になるだろう。エリザベス嬢じようもサプライズで訪問して驚かせたいと言ってな』

　飄ひよう々ひようと並べ立てる王は、さらに図ずう々ずうしい要求をする。

『いいかアレクサンダー。全力で彼女に気に入られろ。あの会社が創始者一族の力が強いことはおまえもわかっているだろうが。一族と婚こん姻いん関係ができれば、パークの誘ゆう致ちも俄が然ぜん有利になる。これはチャンスだ』

　要するに人ひと身み御ご供くうだ。

『なに、どうせ二、三年もすれば向こうから飽あきる。それまでに建設の約束とライセンス契けい約やくだけ結んでしまえばいい話だ。その後はおまえも好きにするがいい』

　ひどい打算である。

『これは王の命令だ』

　そんな言葉で結ばれた会話が終了し、アレクは苛いら立だちも露あらわに電話を切った。

　しかし仮にも王が招待した客を追い返すわけにもいかない。仕方なく滞たい在ざいを許可することになったのである。




　エリザベスは、少なくとも外見的にはジンニーが想像していたよりずっと美しかった。

　平へい凡ぼんなパーツを厚あつ化げ粧しようでＳＦＸ並みにコーティングしたエセ美人ではなく、ちょっと見はモデルと言っても通用しそうな美び貌ぼうと完かん璧ぺきなプロポーションを持っている。

　さすが数々の有名人と浮うき名なを流している女性だ。単に金持ちというだけでは、華はなやかな男たちにそこまで相手にされないだろう。

　エリザベスが来るまでジンニーの居場所だったプールつきの植物園は、今は彼女と彼女の連れてきた使用人で騒さわがしい。

　飲みものを持ってこいとエリザベスに命令されてムッとしつつも、ここでジンニーが断ってアレクの心証を悪くすることはないかと、取りに行こうとしたときだった。

「ミス・エリザベス。彼は使用人ではありません。他ほかの者に持って来させましょう」

　アレクが断ってしまった。仕方なくジンニーはもといた位置──アレクとエリザベスのデッキチェアの隣の椅い子すに腰こしかけた。かなりお邪じや魔ま虫むしポジションだが、アレクがそこにいろと言う。

　エリザベスはジンニーの存在を気にすることなく、アレクにしなだれかからんばかりに寄り添そった。

「リズって呼んで」

　甘ったれた口調だ。アレクはさりげなく体を離はなし、彼女と適度な距きよ離りを空ける。

「ではリズ。用事があれば私におっしゃってください」

　エリザベスは体を離されてもまったくめげず、上うわ目め遣づかいにアレクを見てほほ笑えんだ。

「あらん。あなたがあたしの家来になってくださるってことかしら？　ついでに恋こいの虜とりこになってくださると嬉しいんだけど」

　会話が通じない。ジンニーから見ると宇宙人的である。

「私は誰だれにも属しません。私の目の前で貴女あなたに危険があれば、ナイトの真似まねごとくらいはいたしますが」

　アレクなりの精せい一いつ杯ぱいのリップサービスだろう。しかし深読みすれば、身辺に気をつけろよこの女！　と言っているように聞こえなくもない。

「まあ嬉しい。必ず助けてくださいね、お・う・じ・さ・ま」

　よくアレクがうんざりした顔をしないものだと、ジンニーは感心する。聞いているだけでため息が出そうだ。

「ねえ、あたしもアレクとお呼びしてもいいかしら」

「お好きに」

「うふふ、じゃあア・レ・ク」

　いちいち文字を区切らずに呼べないものか。

「喉が渇かわいちゃったわ。なにか飲みものを持ってきていただけない？」

「かしこまりました、リズ。少々お待ちを」

　本来なら使用人に命令をしてアレク本人が行くなんてあり得ないのだが、彼もエリザベスから離れたかったらしい。理想的な男らしい肉体を水着に包んだアレクのうしろ姿を、エリザベスは涎よだれを垂らさんばかりの視線で追っている。

　アレクが見えなくなると、エリザベスはくるっとジンニーに振ふり向いた。

「ねーえ、ボウヤ。あなたアレクのなに？」

「親しん戚せきの子どもだよ」

　あらかじめ、アレクにそう言えと言われている。

「ふぅん、ほんとかしら。隠かくし子じゃないわよねえ？」

「そんなわけないじゃん」

　エリザベスは安心したのか、ジンニーから興味を失ったようだ。ネイルをチェックしながら鼻歌を歌っている。

「あーん、もっと悩のう殺さつ的てきな水着を持ってくるんだったわ。いっそヌーディストビーチにでも誘さそおうかしら」

　早くも退たい屈くつし始めたのか、デッキチェアから立ってジンニーの前でくるっと一回転した。

「どーおボウヤ。あたし魅み力りよく的てきだと思わない？」

　こんな子どもからでも賛辞が欲しいものだろうか。美人だとは思うが、とにかく中身が残念でならないので、ジンニー的には魅力を感じない。だがここで「思わない」というのがよろしくないことはジンニーにもわかるのである。

　というわけで濁にごすことにした。

「わかんない」

　エリザベスはつまらなそうに鼻に皺しわを寄せ、ぱしゃんと音を立ててプールに飛び込んだ。

　長い髪かみを水面に広げ、水の精さながら浮うかぶエリザベスは確かに美しかった。豊かな胸がぷっかりと浮き、目を閉じてたゆたう様はまるでプールに大輪の花が咲さいたかのようだ。

　アレクがジュースを持って戻もどってくる。エリザベスは立ち泳ぎに変えると、アレクに向かって手を振った。

「アレク！　一いつ緒しよに泳ぎましょうよ！」

　アレクはテーブルにジュースを置くと、おざなりに手だけを振り返してデッキチェアに腰こし掛かけた。

「兄上にも困ったものだ」

　エリザベスに聞こえないのをいいことに、アレクは深々とため息をつく。

　これから何日彼女が滞在するかと思うと、気が重くなるのは当然だった。彼女が飽きるか、アレクが色よい返事をするのが先か。本当はアレクに仕事のための結けつ婚こんなんてしてほしくない。けれど、あの人と結婚すればすべてがうまくいくのだ。

　パークは誘致でき、アレクは一族での立場がよくなり、王の言う通り彼女が飽きて離り婚こんしたあとはアレクは好きなことができる。こんなふうに人生を喰くい潰つぶすだけの毎日を送らずに済むのだ。

　なぜかちくちくと痛み始めた胸を押さえながら、アレクを見ないように重い口を開いた。

「結婚……、悪くないんじゃないかな。すごいきれいな人だし。あのテーマパークの誘致、有利になるんでしょ」

　アレクは露ろ骨こつにムッとした。

「私は誰とも結婚しないと言っただろう。断る。もともとあそこは諦あきらめているところだった。ひととおり資料がそろったら人を集めてオリジナルパークの構想を練る。それで充じゆう分ぶんだ」

「でもあそこの系列の方がお客さん来るんでしょ」

「そうかもしれないな。失敗がないという意味ではベストだろう」

「だったら……」

「おまえは！」

　ジンニーの言葉を撥はねつけるようにアレクが遮さえぎる。

「私の幸福はどうでもいいのか。自分は好きでもない男に抱だかれるのはいやなくせに、私に好きでもない女と結婚しろと」

　言葉が突つき刺ささった。

　誰にだって幸せになる権利はある。それがアレクの不幸なのだと言われてしまえばこれ以上勧すすめることはできない。

　でもジンニーだって願いを叶かなえて帰らねばならないのだ。経験を積んで格を高める。それがジンニーのすべきこと。なんのために、ではない。そういう生きものなのである。だからシャイターンのように、人の欲よく望ぼうを煽あおり望みを引きださねばならない。

「……じゃあ、オレに願えばいいよ。彼女を愛する魔ま法ほうを。アレクが彼女を好きになれば問題ないんでしょ」

「おまえは……、本気で言っているのか」

　アレクの瞳ひとみの中に、怒いかりと痛みが混在しているのがわかる。

「魔法で彼女の奔ほん放ぽうなところを治してもいい、ずっとアレクだけを見る魔法をかけてもいいよ。アレク優やさしいもん。心から愛されたらきっと相手を好きになるよ」

「人の心を操あやつろうとするな！　私はおまえが……」

「きゃああああ！」

　アレクが言いかけた言葉は、途と中ちゆうで甲かん高だかい悲鳴にかき消された。

　バッと、二人して悲鳴がした方角を見る。プールの奥で水しぶきが跳はね上がり、エリザベスが両手をばたつかせて溺おぼれているところだった。

「たすけ……、うぷっ、アレク……！」

　エリザベスの豪ごう奢しやなブロンドが水に沈しずんでいく。少し離れた先に、暴れている最中に外れてしまったらしい水着のブラが浮かんでいる。

　自分が溺れたときの苦しさを思い出し、思わず叫さけんだ。

「アレク！」

　アレクはプールに駆かけ寄ると、迷わずに飛び込んだ。見る間にエリザベスに近づき、脇わきに抱かかえて泳いでくる。水が腰程度の高さになると、横向きに抱き上げた。

　エリザベスはアレクの首に腕うでを回して体を預けている。意識はあるようだ。水に沈んですぐに助けられたおかげか、咳せき込んだりしている様子もない。

　自分のときを思い出して胸がドキドキした。エリザベスが苦しくなさそうでよかった。

　だがさすがにアレクもブラまで拾ってくる余よ裕ゆうはなかった。彼女の毬まりのような裸はだかの胸がアレクの胸むな板いたに押しつけられていて、かなりセクシーな構図になっている。

「ジンニー！　タオルを持ってこい！」

　胸を隠すためのタオルを慌あわててジンニーが持っていく前に、妖よう艶えんにほほ笑んだエリザベスがアレクの頭を引き寄せ、

「助けてくれてありがとう、あたしのナイト」

　と熱ねつ烈れつなキスをした。

　ジンニーの胸に、亀き裂れつが入ったような痛みが走った。







「くそっ」

　インターネットのニュースを見ながら、アレクが悪態をつく。

「やられたな。陳ちん腐ぷな手に引っかかったもんだ」

　ニュースはアレクとエリザベスの熱愛を報じていた。昨日のプールでの一件がすでに写真つきでメディアに出回っていたのだ。

　アレクがエリザベスを抱き上げたままキスをしている写真が、全身とバストアップで載のっている。ここだけ見れば恋こい人びと同士のバカンスだ。しかもエリザベスはトップレスで刺し激げき的てきなことこの上ない。

　見出しも『新恋人は王子！』『王子の別べつ邸ていですでに同どう棲せい』など、完全に結婚秒読みの書き方をされている。もちろんリークしたのはエリザベスだろう。でなければアレクの屋や敷しきの中の写真など撮とれるはずがない。

　こんな写真が撮れたことから考えて、エリザベスが溺れたのは演技であったとみるべきだ。あらかじめ使用人にカメラを持たせ、シャッターチャンスを狙ねらって撮らせたのだろう。

　しかもアレクの母親のことまで興味本位に書き立ててあった。母は元女優のニコル・ハーウェイ、彼女は人気絶頂の中すべてを捨てて王家に嫁とついだが、王家の寡か婦ふのしきたりで現在は軟なん禁きん状態で不幸な余生を送っているなど。スキャンダル女王の相手は、やはりドラマティックな背景を求められるのだ。

　下に載せられていたニコルの写真は、アレクに面おも差ざしの似た美しい女性だった。情熱的な性格が瞳の強さから窺うかがえる。

　アレクは真しん剣けんな瞳で立ち上がると、ジンニーの腕を取った。

「来い」

「え、どこに？」

「エリザベスの部屋だ」

　記事について抗こう議ぎしに行くのだろう。でもなぜ自分がついていくのかわからない。なにか魔法を使わせようとでもいうのか。例えば写真の存在を消しよう滅めつさせたり？　だったら別の部屋にいてもできるはずだ。

　そんなことを考えつつ腕を引かれ、エリザベスのいる客間に着いた。

「失礼。ミス・エリザベス、入ってよろしいか」

　ぎりぎり失礼にならない程度の強さでノックをしながら尋たずねると、中から了りよう承しようの返事が聞こえた。

　エリザベスはソファに腰こしかけ、ジンニーとアレクが見ていた例の記事をパソコンで眺ながめているところだった。アレクは記事を横目で睨にらみつけた。だが声だけは穏おだやかに尋ねる。

「この記事は貴女あなたの仕し業わざですね」

「あら。ええ、写真を撮ったのはそうね、あたしの使用人よ。でも計画してくれたのはあなたのお兄さまよ、アレク」

　エリザベスは悪びれもせずに自分の行動を認め、さらに衝しよう撃げき的てきなことをさらっと伝えた。

「兄が？」

「ええそうよ。あなたはシャイだから、とてもプロポーズなんかできない。だから外そと堀ぼりを埋うめてやってくれってお願いされたのよ」

　本当にそうだとしたら、王の身勝手な振ふる舞まいは我が慢まんの範はん疇ちゆうを超こえる。政略結婚にしたってもっとやり方があるだろう。

「私は誰だれとも結婚するつもりはない」

　エリザベスは唇くちびるをつり上げた。

「それはお母さまのことが関係してるのかしら？　あなたがた王族と結婚した女性は閉じ込められて不幸になるって？　ふふふ、あたしなら大だい丈じよう夫ぶよ。パパがそんなことさせないわ」

　確かに一いつ般ぱんの女性と違ちがって、彼女の一族くらいの力があれば特別扱あつかいも可能かもしれない。昔と違って王室も少しは融ゆう通ずうがきくようになってきている。立場の強い人間に人権だなんだと騒さわがれたら、国際的にダメージをこうむってしまうからだ。

「そうかもしれません。だがミス・エリザベス。私は心を寄せられない女性と結けつ婚こんしたくない。つまり貴女と結婚したくない」

（うわー、はっきり言っちゃったよ！）

　隣となりで聞いているジンニーの方が青くなった。しかしエリザベスはまったく笑えみを崩くずさない。

「したいしたくないじゃなくて、した方がいいんじゃないかしら。あなたはウチのパークの権利が欲しい、あたしはプリンセスの称しよう号ごうが欲しい。ぴったりの取引じゃなくて？」

　いっそ潔いさぎよいほどの打算発言である。

「愛なんて、何年かすれば冷めちゃうもんでしょ。だったら得になることをしましょうよ。それとも他ほかに好きな女でもいるの？　あたしは構わないわよ、ここは一夫多妻でしょう。でもあたしは第一夫人にしてね」

　そんなところのプライドは高いらしい。

　どこまで本音トークをかますのかとジンニーが心配になるほど、エリザベスは次々ぶっちゃける。

「プリンセスになりたいって女の子の夢じゃない？　国王の夫人なんていったら政務が多くて大変そうだけど、あなたみたいな継けい承しよう権のない王子だったら安心だもの。あ、誤解しないでね、あなたのことは大好きよ。だってすごーく素す敵てきなんだもの」

　決して頭のいい女性ではないんだろうけど、ある意味裏表がなくてわかりやすいのかなぁとジンニーは遠い目をした。

　ね？　と小首を傾かしげる様がなんだか鳩はとのように見えてきて、もしかしたらこの人可愛かわいいのかもしんない、と不思議な錯さつ覚かくに陥おちいった。

「ミス・エリザベス」

　やっとアレクが口を挟はさむ隙すきができた。

「リズって呼んで」

「ミス・エリザベス。真ま面じ目めに話を聞いていただきたい」

　エリザベスはまた鳩のように首を傾かたむけた。

「おっしゃるとおり、私には想おもいを寄せている人がいます」

　ジンニーの心臓が、殴なぐられたような衝撃を受けた。

　頭の中が真っ白になって、自分がショックを受けているということさえジンニーにはわからなかった。指先から血の気が引いて、唇がわなわな震ふるえだす。

　知らなかった。アレクに好きな人がいたなんて。そんな素そ振ぶりは一度もなかったのに。

　エリザベスはあら、と眉まゆを上げた。ジンニーの肩かたにアレクの手が置かれる。　>>>♥

「こちらの、ジンニーです」

　驚おどろいたなんてものではなかった。頭は真っ白を通り越こして、ぽっかり穴が開いたようになっている。

　なんの反応もできないジンニーを余所よそに、エリザベスとアレクは視線を絡からめ合う。エリザベスはそれでも笑みを崩さず、それどころかくすくすと声を立てて笑い始めた。

「まあ、そうだったの。そういうご趣しゆ味み。だからその歳まで結婚できなかったのかしら。だったらなおさら、あたしと結婚した方がいいんじゃなくて？　カモフラージュになるわよ。でも女がまったくダメってことないんでしょう？　ふふふ、あたしもその子可愛いと思ってたのよね。三人でしない？」

　ちょっと、なにを言われたのかすぐには理解できなかった。

「この子はそういう存在ではありません。想いは私の完全な一方通行。でも時間をかけて愛を乞こおうと思っています」

「アレク……」

　呆ほうけたように見上げるジンニーの頰ほおを、アレクが優やさしく撫なでる。温かい目で見つめられて、体の芯しんにずくんと愛いとしい想いが盛り上がった。

「あはははは！」

　エリザベスの高らかな笑い声が響ひびく。

「あらあら、そんな言い訳を信じろっていうの？　バカね、信用させたいなら目の前でセックスくらいしてくれなくっちゃぁ。可愛い男の子が好きなんて、口ではいくらでも言えるものね。男だん娼しようでも用意すればよかったのに」

「稚ち児ご趣味があると言っているのではありません、ミス・エリザベス。ジンニーが好きだと言っているんです」

　辛しん抱ぼう強づよく返すアレクを、エリザベスは挑ちよう戦せん的てきに見た。

「同じことよ。あたしよりその子を選ぶというなら、あたしの前でセックスしてみせて。じゃなきゃ信じない」

「貴女が信じようと信じまいとご自由に。だが事実だ。私は貴女と結婚できない。行くぞジンニー」

「あたしは諦あきらめないわよ」

　整った人形のような笑みを浮うかべたエリザベスを尻しり目めに、二人は客間をあとにした。

　連れて行かれたのは、ランプから出た日以来足を踏ふみ入れていなかったアレクの私室だった。ジンニーの鼓こ動どうは心臓が壊こわれてしまったかと思うようなリズムを刻んでいる。

「ア……アレク、大丈夫なのかよ、あんなこと言って？　また変な噂うわさ流されたら……」

「大丈夫だ。あの部屋には盗とう聴ちよう器きも隠かくしカメラもないことは確かく認にんしてある。証しよう拠こがなければメディアに流されても影えい響きよう力はない。でなければ迂う闊かつにあんなこと言えるものか。私だって馬ば鹿かではない。二度と同じ手は食わない」

　アレクはとてもジンニーに告白を聞かせたとは思えない落ち着きっぷりだ。やっぱりエリザベスを遠ざけるための噓うそだったんだろうかと思ったら、胸がしくしく痛む。

「さっきの……、オレのこと好きって……」

「本気だ」

　間かん髪はつを容いれずに答えられて、ボッと顔に血が上る。

　それからもわもわっと喜びが沸わき上がってきた。アレクは真っ赤になってもじもじするジンニーの前に片かた膝ひざをつき、姫ひめ君ぎみにするように恭うやうやしく手を取った。

「おまえに謝らなければいけない。ひとつ目の願いはひどいものだった。嫉しつ妬とは私の罪なのに、抑おさえられずおまえにぶつけた」

　いつもは見上げているアレクを見下ろすのは新しん鮮せんな角度で、彼の真しん剣けんなまなざしがより深く心に入り込んでくる。

「い、いいよもう、そんなの……。それより、いつからオレのこと……」

「どうだろうな。最初は泣けないというおまえに、幼少期の自分を重ねて興味を引かれた。一いつ緒しよに過ごすうちに、おまえといると楽しくなって……、私のために怒おこるのを可愛いと思った。そうだな……、自覚したのは酒に酔よったおまえが恋こい人びとの名を口にしたときだ。自分でも信じられないくらい嫉妬したぞ」

　妬やいていたんだ。アレクが。そう思ったら、泣きたいくらい胸がきゅうっと絞しぼられた。

「おまえに恋人がいることは知っている。だが私の想いも本物だ。だから私は卑ひ怯きような手を使っておまえを引き留める。私はみっつ目の願いは言わない。おまえは私から離はなれられない。時間がかかってもあの男を忘れさせ、必ずおまえの心を手に入れる」

　情熱的な告白に、目の前がくらくらした。

　美び貌ぼうだけでなく、自分の立場が危あやうくなるほどの相手を袖そでにしてもなお恋を貫つらぬこうとする情熱もまた、母親譲ゆずりなのだ。

「今すぐ答えてくれとは言わない。おまえの気持ちが私に傾くまでいつまでも待つ。だから私の側そばで笑っていてくれ」

　もう、なんて答えていいかわからない。いやだと言ったら諦めるんだろうか。絶対ないと思うから言うだけ無む駄だだ。否定されることを期待して言うなんて、そんな恋に酔ってる女の子みたいなことできない。

　顔から火が出そうな思いで、ついて出るまま言葉を口にした。

「じゃあ、どうしてそう願わないんだよっ。願えばいいじゃん、いつまでも側にいろって。あんたを愛せって。そうしたら……！」

　なにを言ってるんだ。本当にそんなことを願われたら精せい霊れい界に帰れなくなるじゃないか。

　でも、心のどこかでそれでもいいと思っている自分もいる。

「願おうとしたさ」

　アレクは自じ嘲ちようするような笑えみを浮かべた。

「あのとき……、ふたつ目の願いで、私を好きになれと言いそうになった。自分の弱さに驚いたよ。そんなことをしても虚むなしいだけだ。おまえが自分の意志で私を好きになってくれないのなら意味がない。私は人形のおまえがほしいわけじゃない」

　息が、詰つまりそうだった。心臓がドキドキして、呼吸がうまくできない。鯉こいのようにぱくぱくと口を開いて酸素を取り込んだ。

「……そんなの……、オレが……好きにならなかったらどうすんだよ？」

　アレクは唇くちびるに薄うすい笑みを乗せながら、ジンニーの顔を見ている。見られると余計赤くなって、脳みそがぱーんと破は裂れつしないのが不思議なくらいだった。

「逃にがさない」

　シャイターンのように壮そう絶ぜつな麗れい笑しようを浮かべたアレクは、そっとジンニーの指に口づけた。そのままジンニーの指先を咥くわえ、意味ありげな視線でジンニーを見上げる。

　なんだろう。指先を咥える行こう為いになにか意味が？

　わからないのに、頭の奥がもやもやとする。とても重要なことのような気がする。

　アレクに指を吸われた瞬しゆん間かん、頭のうしろでぱちん！　と記き憶おくが閃ひらめく音がした。

　記憶の奥底から沸き上がってくる光景。

　黒くろ髪かみの男の子。薔ば薇ら園の隅すみで泣いていた。他ほかの子どもたちにいじめられていた。泣かない子と罵ののしられていた。

　でも本当は、とても泣き虫で。ひとりにならないと泣けない彼は、いつもベッドの中で泣いていた。

　──きみに名前をつけよう。

　彼は宮きゆう殿でんを出るのだと言った。大学に行くのだと。自分は寂さびしくて寂しくて彼の周りを飛び回った。行かないでくれと、いつも通り指先にキスを繰くり返して懇こん願がんした。彼は最後に自分を手のひらに乗せて、キスをした。

　──きみの名前は……。

　溢あふれるように記憶が蘇よみがえる。今よりも少し幼い顔をしたアレク。いや、アレクサンダー。

　彼ら母子への父王の寵ちよう愛あいぶりに、他の息子むすこは嫉妬した。彼の外見の違ちがいは、自国ふうの響きを持たない名前によってより強調された。

　思い出した。思い出した──。

　ときおり記憶に浮かんだあの少年は、やっぱりアレクだった。そして自分は、アレクに名前を与あたえられてジンになったのだ。

　ほとんどのジャーンはジンになることなくいつか消えていく。

　だがジンニーは彼を慰なぐさめたい、助けたいという強い思いと共に、名前を与えられることでジンになった。

　ジンに生まれ変わるための十年の眠ねむりを経て、ジンニーはジンに転生した。アレクが大学から戻もどって名を呼んだときは転生中だったから影響されなかったのだ。

　ジンニーの真の名は、ジンニー本人と名づけたアレクだけが知っている。

　自分がジンになるきっかけを作った人物のところに偶ぐう然ぜん呼び出されるなんて。

　アレクの唇はそのまま呆ぼう然ぜんとしていたジンニーの手首をたどる。腕うでの内側の薄い皮ひ膚ふをなぞられると、腰こしの奥が疼うずいた。

　唇を押し当てたまま甘くジンニーを見つめるアレクと視線が合ったとき、アレクの目がすぅっと細められた。

「一度だけ……許してくれ」

　伸のびあがったアレクが、ジンニーの唇に触ふれるだけのキスをした。







　大きな銀色の満月が地上を明るく照らし出している。

　ジンニーの過ごす植物園にもガラスを通して光が降り注ぎ、樹木は濃こい影かげを足もとに落としている。ここにはジンニー以外に誰だれもいない。

　昼の間はエリザベスとその使用人がうろついていたが、夕食の時間からは無人になった。

　ジンニーは人がいなくなってから戻ってきて、いつものベッドで体を丸めている。いつまでたっても収まらない、早はや鐘がねを打つ胸を押さえて途と方ほうに暮れている。

　さっきアレクにキスをされて、すべて思い出してしまった。

　あの夜、酒に酔っていけないことをした。未み遂すいで終わったものの、かなりきわどいところまで体を任せた。むしろ自分から積極的に誘さそって。

　なんで忘れていられたんだろう。あの胸の痛みも、涙なみだを流してしまったことも。

　あんなに彼に惹ひかれていたことも──。

　今日はもう、アレクを見ていると頭が煮にえるようで、声を聞くと心臓が口から飛び出しそうだった。話しかけられたりなんかしたら脳天からプシューッと湯気が出てしまいそうで、アレクを避さけるように屋や敷しき中を逃げ回った。

　時間が経てば落ち着くのかな、と枕まくらに広がった砂色の髪かみを指先で弄もてあそんだ。

　思えば最初からアレクを見るたびに既き視し感かんがあったりドキドキしたりしたのは、ジャーン時代の記憶によるものだったのだ。わかってしまうと、余計に意識してしまう。

　言ってみれば、自分はアレクのために生まれたようなものだ。彼を慰め、幸せにしてやりたいという気持ちから。そう考えると、アレクがとてつもなく大事な人に思えた。

　月が中天にさしかかり、プールの水を鏡のように反射させた。

『──ジンニー……』

　かすかに空気を震ふるわせる声が、どこかから響ひびいた。

　ジンニーは寝ね転ころがったまま耳を澄すます。いつものパターンだとインキュバスのはずだ。知らない間に眠りに落ちてしまったんだろうか。いや、まだ眠っていない。

『ジンニー』

　今度はもっとはっきり聞こえた。

　むくりと起き上がり、周囲を見回す。動くものの姿は見えない。

『こっちだ』

　ぼわぼわとなにかを通したような声でわかりづらいが、インキュバスではない。

　ジンニーはそろりと床ゆかに降りると、声の主を探して歩き始めた。

「だれ？　どこ？」

　月明かりに照らされたまぶしいほどのプールの横を通りかかったとき、はっきりと水の中から声がした。

『ジンニー。我だ』

「イフリート？」

　プールサイドに膝ひざをつき、きらきら光る水を覗のぞきこむと、鏡のように輝かがやく水面の向こうにイフリートの顔が見える。力の強い精霊ならば、鏡でなくとも姿の映るものを通して人間界に現れることも可能だ。

　イフリートの顔が怒いかりに歪ゆがんでいる。ジンニーの背筋を冷たいものが走り抜ぬけた。

　反射的に立ち上がって逃げようとしたジンニーの胴どう体たいを、ざばりと水しぶきを上げてプールから突つき出てきた巨きよ大だいな手が摑つかんだ。

「ひっ……！」

　助けを呼ぶ間もなく、ジンニーの体は水の中に引きずり込まれた。







　目を覚ますと、小さくはあるがきれいに設しつらえられた部屋の中だった。だがジンニーがギョッとしたのは、ドアの代わりに鉄てつ格ごう子しが嵌はまっていたことである。他に出入り口は窓ひとつない。まるで座ざ敷しき牢ろうのようだった。

「ここ……？」

　アレクの屋敷でこんな部屋は見たことがない。しかもジンニーは一糸まとわぬ姿なのである。体を隠かくすものがないかと部屋を見回してみたが、シーツはベッドに縫ぬいつけてあり、他に布らしいものは見当たらない。

　ブランケットがないのは、暑くも寒くもない部屋だからだろう。この気温のなさには覚えがある。

「精せい霊れい界……？」

　ジンニーはまだアレクのみっつ目の願いを叶かなえておらず、したがって精霊界に戻ることはできないはずである。

「だれか……、だれかいないのっ」

　鉄格子を摑んで外に向かって呼びかける。鉄格子の向こうは果てしなく広がる薄うす紫むらさきの空間だった。

　しゃらん、と空気を震わす鈴すずの音が鳴った。

「インキュバス？」

　ふわりと羽は衣ごろもの裾すそがひらめき、鉄格子を挟はさんで友人の夢む魔まインキュバスが姿を現した。

「インキュバス！　ここ精霊界だよな？　オレなんでここにいるの？　っていうかここ精霊界のどこ？」

　矢や継つぎ早に質問するが、インキュバスは困った顔でジンニーを見返すだけだった。

「……インキュバス？」

「ぼくもどっちがいいかわからないんだ」

　インキュバスは鉄格子を摑んだジンニーの手をそっと包んだ。

「どっちがって？」

「きみが……精霊界に戻るのと、人間界でずっと過ごすのと」

　言葉を失った。

　ジンニーは精霊で、願いを叶えるために人間界と行ったり来たりしているけれど、精霊界の生きものだ。自分が本来いるべき場所は精霊界だと疑ったこともなかった。

　なのに。

　テーマパークは楽しくて、毎日がきらきら輝いて、見るもの触れるものすべてが刺し激げき的てきだった。遊園地だって、今度は楽しい気分で行ってみたい。

　ハカムに会えなくなったら寂さびしい。そしてなにより、二度とアレクに会えなくなったら──。

　じわ、と涙が浮うかんだ。忘れていた痛みと感情を取り戻し、これが「悲しい」のだと自覚する。アレクが愛いとしくて会いたくて、急速に膨ふくらんでいく自分の感情に戸と惑まどった。

　ぽろぽろと零こぼす涙が絨じゆう毯たんに染しみを作り、広がっていく。

　インキュバスは気の毒そうにジンニーの手をさすった。大切な友達を困らせていると思ったら、余計悲しくなった。

「ジンニー、きみはどうしたい？　ぼくはきみになにができる？」

　どうしたいかと問われれば、アレクのところに帰りたい。

「オレ……」

「出すぎたことを申すな、インキュバス」

　雷らい鳴めいのような声が響き渡わたり、薄紫の空間に派手な火柱が上がる。

　炎ほのおの中から姿を現したのは、ジンニーの恋こい人びとイフリートだった。たてがみであるはずの炎は勢いを増し、彼が怒り心しん頭とうに発しているのがわかった。

「イフリート」

　インキュバスは硬かたい表情でイフリートに跪ひざまずいた。

「ジンニー。そなたには失望したぞ。我の口づけであやつへの気持ちと記き憶おくを封ふう印いんし、我への恋心を注いでやったというに、簡単に唇くちびるを許し封印を解かれるとは」

「封印……」

　遊園地の鏡の部屋でイフリートに口づけられた。あのとき急に胸が軽くなって、イフリートへの愛情が溢あふれてきた。

　あれは、イフリートがジンニーにかけた魔ま法ほうだったのだ！

　そして封印を解く鍵かぎはアレクからの口づけ。

「そんな……そんなの……！」

　自分の気持ちが根底から覆くつがえされ、崩くずれていく気がした。

　あの遊園地でイフリートはジンニーに恋の魔法をかけた。じゃあその前は？　イフリートは一度もジンニーに魔法をかけたことがなかったか？　そんなのわからない。

　自分はジャーンの頃ころからイフリートに憧あこがれていたから、愛情を持つのは自然なことだと思っていた。でもそれがイフリートに作られた愛情ではないという確証が、今のジンニーにはない。いや……、自分はジャーン時代は人間界にいたはずだ。どうして気づかなかった？

　わかってしまった事実に体が震えた。

「ひどいよイフリート……、好きだと思ってたのに……。何回オレに魔法かけたの？　最初から全部魔法だったの？」

「愛情など、すべて錯さつ覚かくでできたものだ。人間を見ろ。永遠の愛などと誓ちかって結けつ婚こんするくせに、すぐに冷めてしまう。だったらそれが自然であれ魔法であれ、一時的に愛を持つのは同じことであろう？」

　アレクは願いを使わなかった。ジンニーの真の心を手に入れるために。

　作られた愛情など虚むなしくなるだけだと彼は言った。今ならわかる。アレクは本当にジンニーを愛してくれているのだ。そしてジンニーもそんなアレクを愛いとしく思っている。

　膝ががくがくとして、床にぺたんと座り込んだ。

「なにを泣いておる。まるで人間ではないか、汚けがらわしい」

　イフリートの苦々しげな声が、耳に上うわ滑すべりする。知らず涙なみだが頰ほおを伝っていた。

「……ひっ、……っく」

「黙だまれ！」

　目に見えない力がジンニーの喉のどを麻ま痺ひさせ、涙を堰せき止める。体の自由も奪うばわれ、床に手をついて座り込んだ姿勢から微び動どうだにできなくなった。

　イフリートが蔑さげすんだ笑えみを浮かべながらジンニーを見下ろす。

「愛らしいジンニー。幸いまだあの男に純潔を奪われてはおらぬな。次は解けぬよう、強力な封印を与あたえてやる。我の精をそなたの深い部分へ注ぎこみ、我しか目に入らぬようにしてやろう。そのうえであの男の許もとへ帰してくれる。そなたもまだ契けい約やくが残っておるゆえ」

　イフリートへの恋に狂くるったジンニーを、アレクの許へ。

　なんのために。

　アレクを傷つけるためだ。

　イフリートは自分の持ちものに手を出し、プライドを傷つけたアレクが気に入らない。だからあえてジンニーを使って復ふく讐しゆうするのだ。

「すぐにでも抱だいてやりたいところだが、今のそなたはあまりにも人間臭しゆうが強すぎる。とても抱く気にならぬわ。しばらく精霊界の水に馴な染じんで臭においを抜くがよい」

　イフリートは酷こく薄はくそうな笑みを浮かべると、控ひかえていたインキュバスを指で招いた。

「来い、インキュバス。ジンニーの準備が調ととのうまで、そなたに楽しませてもらうとしよう」

　高位の精霊に命令されれば、逆らう術すべはない。インキュバスは羽衣の裾をたなびかせながらイフリートの足もとに膝をついた。

　天を向いたイフリートの雄おすが可か憐れんな唇に飲みこまれ、ゆっくりと出し入れされるのを、逸そらせない瞳ひとみに焼きつけられた。

「おお……、素す晴ばらしいぞ……、さすがは夢魔」

　なぜ信じていたんだろう。好色なイフリートは手当たり次し第だいに精霊を食い散らしていく。知っていたはずなのに。

「ジンニー、見ているだけでは退たい屈くつであろう？　そなたの穢けがれを祓はらい、精霊の匂においをつけられるペットを用意してやった。そなたも楽しむがよい」

　つま先に、ひやりとしたものが触ふれた。

　身動きのかなわないジンニーの体を、背後からずるずると這はい上がってくるどろどろとした冷たい物体。

　ゾッとした。精霊界に存在する、意思を持たないスライム状の下級魔ま物ものだ。

「安心するがいい、そなたの蕾つぼみを散らすのは我だ。今はただ体中に染しみついた人間の臭いを祓うまで。もっとも、そやつの主食は精であるから、だいぶ搾しぼり取られるだろうがな」

　水色の粘ねん液えきがジンニーの体の表面を覆おおい尽つくす。すぐに体中の敏びん感かんな部分をまとめて攻せめ立てられ、ジンニーは声にならない叫さけびを上げ続けた。







『ジンニーは一体どこへ消えた！』

　アレクが激げき昂こうしてテーブルを叩たたいている。こんなに怒いかりを露あらわにする彼は初めて見る。

『落ち着いてくだされ、アレクさま。まだ一日ですぞ』

『一日！　充じゆう分ぶんだ。ジンニーが私の側そばから離はなれるはずがない。まだ契約は終しゆう了りようしていないんだ。それなのにどこへ行った!?』

　イライラと部屋を歩き回るアレクを宥なだめながら、ハカムも難しい顔をしている。

（ああ、声が届いたら。オレはここにいるよって教えられたら）

　ジンニーの持つ手鏡サイズの魔ま鏡きように、アレクの屋や敷しきの様子が映っている。牢ろうには魔鏡が用意されていた。親切心ではなく、アレクの姿を見せてジンニーを苦しめるためだろう。

『ともかくエリザベスさまのお相手をなさいませんと。客人を放ほうっておくわけにはまいりませぬ』

『おまえに任せる、ハカム。私は具合が悪いとでも言っておけ。外に捜さがしに行ってくる』

『かしこまりました。が、あまり長くは持ちませぬぞ』

『わかっている。今日一日だけだ』

　頭を下げて見送るハカムを残し、アレクは部屋を出て行った。あとは虚しくジンニーを捜し回るアレクが映るのみである。

　は、とため息をついて魔鏡を伏ふせた。

　昨夜は意識を失うまで魔物に攻められた。体の内側にまでは入りこまれなかったものの、外側はあますところなく嬲なぶられた。

　だがそれよりも辛つらかったのは、目の前で行われたイフリートとインキュバスの情事である。快楽好きの精せい霊れいの常としてインキュバスもめくるめく快感を得ていたようだが、ジンニーを気にしてときおり苦しげな視線を送ってくるのが心苦しかった。

　自分なら大だい丈じよう夫ぶだ。魔物は気持ち悪かったけれど犯おかされたわけではないし、イフリートの浮うわ気きもびっくりするほど気にならない。むしろ浮気がショックではなかったことの方がショックだ。自分の気持ちがもうイフリートにはないのだと確かく認にんしてしまった。

　それよりもインキュバスの方が気になる。友達の目の前でその友達の元恋人に抱かれて楽しいはずがない。

　傷ついて苦しんでいないといいけれど……と膝ひざを抱かかえた。







　今夜はイフリートはなかなか訪おとずれなかった。そろそろ真夜中に近い時間である。

　来てほしいわけではないけれど、このまま時間だけが過ぎていっても出られるわけではない。鉄てつ格ごう子しも破は壊かいを試みたけれど、ジンニーの魔ま力りよくでは到とう底ていイフリートの作った牢に太刀たち打うちできなかった。

　そしてよしんば牢から出られたとしても、おそらくジンニーはどこにも行けないだろう。ここはイフリートの結界で囲まれた空間なのである。

　精霊王イブリースによって精霊界に帰ることを禁じられたジンニーは、本来精霊界に立ち入れないはずだ。ということは、他の精霊界から隔かく離りされた結界内ということになる。

　つまりここを出ても通常の精霊界には入れず、人間界に戻もどる道もない。ジンニーに残された手は、なんとかイフリートと交こう渉しようして人間界に戻してもらうことだけだ。

　交渉材料なんかない。でもジンニーを捜し続けるアレクのところに一刻も早く帰りたい。アレクが強ごう引いんにエリザベスと結婚させられる前に。

　精霊の自分が人間と添そい遂とげるなんて土台夢物語だ。寿じゆ命みようも違ちがえば習慣も違う。アレクと一いつ緒しよに食事を楽しむこともできない。

　でもせめて、アレクが好きな人と結婚してくれますように。自分を忘れられるのは悲しいけれど、自分の好きな人には幸せになってもらいたいと思う。

　今日は何度も魔鏡を見て過ごした。そのたびに苛いら立だった表情でジンニーを捜し回るアレクが映った。昨夜ジンニーが消えたことに気づいてから一いつ睡すいもせずに捜していると、ハカムとの会話で知れた。

　人間界を捜しても無む駄だだと、それだけでも伝えることはできないものか。じれったい気持ちで悶もん々もんとしながら、何十回目の魔鏡を覗のぞいたときだった。

　昨夜は一睡もしていなかったというアレクは、さすがに今夜はベッドに横になっている。

　さっきハカムからなにか薬を受けとっていたから、睡すい眠みん導どう入にゆう剤ざいの類だろう。倒たおれるといけないので休息は必要だ。眠ねむってくれて少し安心した。

　眠るアレクの顔の上に、ひと筋の灯あかりが差し込んだ。

　不思議に思って画面を引いてみると、見事に透すけたピンクのベビードールに身を包んだエリザベスが、アレクの部屋に忍しのんできたところだった！

　部屋に鍵かぎをかけていないとは、用心深いアレクらしくもない。そんなことも忘れてしまうほどジンニーのことでいっぱいなのだ。

「アレク！　アレク起きて！」

　もちろん声は届かない。このままでは既き成せい事じ実じつを作られて、なし崩くずしに結けつ婚こんしなければならないハメになる。最悪だ！

「アレクってば！　んぐっ……！」

「しっ！」

　届かない叫びを上げているときに、突とつ然ぜん背後から伸のびてきた手に口を塞ふさがれた。振ふり向くと、鉄格子の隙すき間まからインキュバスが腕うでを伸ばしていた。

「静かに。イフリートが起きちゃう」

　インキュバスは唇くちびるの前に人差し指を立てて「しーっ」と囁ささやいた。ジンニーもこくんと頷うなずく。ごく小さな声でこそこそとしゃべり始める。

「イフリート、眠ってるの？」

「まあね。昨夜あれからヤリっぱなしだったから、さすがに疲つかれたでしょ」

「ヤリっぱなし!?」

「しぃっ！」

　慌あわてて両手で口を押さえる。昨夜からということは、丸一昼夜ということである。

「眠りの呪じゆ文もんもかけてきたから、静かにしてれば朝までは起きないはずだよ。それまでにアレクのところに帰ろう」

「えっ、帰れるのっ？」

　またまた大きな声を出してしまって、じろりとインキュバスに睨にらまれた。ジンニーは首を竦すくめて謝る。

「イフリートが起きてたら絶対できない方法だけど。まずきみを眠らせる。実体では無理だけど、幽体のきみなら眠ってしまえばぼくが連れ出せるからね。それからイフリートの夢の中を通ってきみを外に出す」

「イフリートの夢の中を？」

「結界を通れないのは知ってるね。出入りさせられるのはイフリートだけ。だから夢世界を通ってアレクの夢に飛び込む。あとは彼の夢から抜ぬけ出れば人間界に戻れるよ」

　夢む魔までなければできない方法だ。

「でも、インキュバスは大丈夫なのかよ。もしオレを逃にがす手引きしたことがバレたら……」

　インキュバスは軽く肩かたをすくめた。

「そりゃあ怒おこるだろうね。でもこのために昨日から持てるテクぜーんぶ使ってメロメロにしてやったし。矛ほこ先さきは向いても、せいぜいエッチでいじめられるくらいだよ。夢魔にしてみればむしろおいしいシチュだから心配しないで」

　それがジンニーの心を軽くするための噓うそだとしても、礼を言って厚意を受け取るしかない。

「ありがとう……」

「友達じゃん」

　華はなやかに笑うインキュバスは、本当に誰だれよりも美しく見えた。

「いい？　チャンスは一度きりだよ。失敗したらどうなるかわかるね」

　ジンニーはしっかりと頷いた。よくて現状に逆ぎやく戻もどり、悪ければイフリートは怒り狂くるってジンニーを握にぎりつぶしてしまうだろう。

「そしてここからが肝かん心じんなんだけど」

　インキュバスは真っ直すぐにジンニーを見つめた。

「リミットは明日の朝まで。イフリートが目覚めるまでの時間しかないよ」

　イフリートが目覚めれば再びジンニーを奪うばいに来るだろう。その先にあるのは脱だつ出しゆつに失敗したときと同じ運命だ。どちらにしろ同じなら、アレクを助けてからにしたい。

「ジンニー。もしも、さ……」

「え？」

「もし怖こわかったら、このままここにいてもいいんだよ。アレクへの気持ちは忘れちゃうだろうけど、それはそれで、きみは精霊のままでまた暮らせるようになる」

　そしてアレクを傷つけて、イフリートに植えつけられた偽いつわりの愛情の中で生きるのか。

「ぜったいやだ。アレクのところに帰る」

　せめてアレクに自分も好きだと伝えたい。迷いなく言うと、インキュバスは小さくほほ笑えんだ。

「じゃあ急ごう。行くよ、目を瞑つぶって」

　目を閉じるとすぐに意識が落ちた。

　次に目を開けると極ごく彩さい色しきの景色が辺りに広がっていた。ありがたいことに、牢の中では裸はだかだったが服も着させてもらっている。最初にアレクの部屋に飛び出したときと同じ、アラビアンナイト風の衣い装しようだ。

「ここは？」

「イフリートの夢の中」

　よくよく見ると、そこここで裸の精霊たちが睦むつみ合っている。もしくはセクシーなポーズをした彼らが、誘さそうように腕を伸ばしている。

「わかりやすいよねえ」

　インキュバスの言葉にうなずくしかなかった。ほんとに好色だったんだな、と。

　手を引かれ、暗い穴の縁ふちを飛び越こえる。光に向かって落ちていくと、目がつぶれるかと思うような明るい場所に出てきた。

「ここは……」

　知っている。たくさんの人が笑いあう場所。暑くて明るくて、とっても楽しいところ。ここは、アレクと二人で訪おとずれたテーマパークだ。

　なにもかもジンニーの記き憶おくと同じ。懐なつかしささえ覚えるそこで、しばし足を止めた。

　気づかないうちに涙なみだが零こぼれていた。

「ジンニー……」

　もう一度行きたかった。いいや、一度と言わず、何度でも行きたかった。二人で笑い合っていっぱい遊びたかった。もう叶かなうことはないけれど。

　近くで楽しげに笑う声が聞こえる。数人の子どもたちがウォーターガンで遊んでいた。よく見ると、子どもは全部ジンニーだった。インキュバスが、繫つないだ手にきゅっと力を込める。

「すごいね。ジンニー楽しそう」

　アレクの夢のジンニーたちは、びしょ濡ぬれになって笑い転げ、遊びに夢中でとても幸せそうだ。アレクの目にはあんなふうに見えていたのか。

「うん。すごく楽しかった」

　涙を拭ふいて笑うと、インキュバスも笑い返してくれた。

「さあ、急がないと。なんだかアレクの夢が醒さめかけてる」

　そうだ、感傷に浸ひたっている場合じゃない。アレクを助けなきゃ！

　植込みの陰かげに黒々と口を開けた穴に頭を突つっ込まれ、うしろから背中を押される。

「ここを出ればアレクの部屋だよ。出口狭せまいから気をつけて！」

「わかった、いろいろありがとう！」

　穴の向こうに見える握りこぶしより小さいかと思われる出口に合わせて、体のサイズをぐぐっと縮める。勢いよくそこに突とつ進しんした。

「ちなみに出口、アレクの口だからね！」

　え？　と思ったときにはもう頭が出口を抜けていた。

　にゅうううう、と外に出した部分から通常サイズに戻もどしていく。顔だけ出したところで唇に柔やわらかいものがふにゃん、と当たった。

「へ？」

　びっくりして目を開けると、ほんの数センチ先に、口をＯの字に開けたエリザベスの顔があった。

　エリザベスの喉のどがひくひくと動いて、次の瞬しゆん間かん、

「きゃーあああああっ！　きゃっ……、きゃああああ、ばっ、ばけものォォォ──ッ！」

　耳がつんざかれるような悲鳴が上がった。まだ出口を抜け切っていなかったジンニーの体が、正面にいたエリザベスに抱だきつく感じでずるっと吐はき出された。

「いやあああっ！　こっ、こないで！　どいてぇっ！　ひゃぎいいいいっ！」

　耳もとで叫さけばれて目が白黒した。

「誰だっ!?」

　エリザベスの悲鳴で飛び起きたアレクの上半身が、ジンニーの背中にどんっと当たる。エリザベスとアレクにサンドイッチ状態になったジンニーは「ムキュゥッ！」と変な叫び声を上げた。

　アレクの寝ね込こみを襲おそうべく膝ひざ立だちでアレクの体を跨またいでキスしようとしていたところに、口の中からジンニーが飛び出して鉢はち合わせした、ということらしい。

　泡あわを吹ふかんばかりのエリザベスは、アレクに向かってジンニーを突き飛ばした。

「なっ、なんなのよっ！　なんなのよあんたたち、このばけものッ！」

　エリザベスは転がるようにベッドを降り、廊ろう下かに飛び出たところで人ひと影かげを見て「ひっ！」と卒そつ倒とうしかけた。

　だが相手が叫び声ですっ飛んできたハカムとわかると、錯さく乱らん状態でぼろぼろ泣きながら縋すがりついて怒ど鳴なった。

「ちょっとっ！　あいつらなにっ!?　くっ、口の中から出てきたのよっ!?　信じらんない、あんなばけものと結けつ婚こんなんかできるわけないでしょ！」

　夜だというのにバッチリしていたアイメイクは涙で頰ほおに流れてしまっている。興奮するエリザベスとジンニーたちを交こう互ごに見たハカムは、「失礼いたします」とにっこり笑ってエリザベスのベビードールの肩ひもの乱れを直した。

「どうやら寝ぼけて夢でも見られたご様子。お部屋をお間ま違ちがえではございませんかな」

　エリザベスはヒステリックに金切り声をあげた。

「見たのよ！　あたし見たんだから！　あの子がアレクの口から……きゃあっ！　こないで！」

　アレクが二人に近づくと、エリザベスは慌あわててハカムのうしろに隠かくれた。

　ちょうど騒さわぎを聞きつけたガードマンが駆かけつけ、使用人たちもちらほらと集まってきたところである。アレクの背中に隠れるようにしてジンニーも廊下を覗のぞく。

　人が増えたことで安あん堵どして気が大きくなったのか、エリザベスはアレクとジンニーを糾きゆう弾だんするように指差した。

「みんな聞きなさい！　あんたたちの主人はばけものよ！　はっきり見たのよ、アレクの口からそこの小こ悪あく魔まが現れるのを！」

　恐きよう怖ふから逃のがれるように攻こう撃げき性せいを増した彼女は、ばけものだ悪魔だと何度も繰くり返した。周囲の人間は不安げな顔でこちらを見ている。

　アレクが一歩前に出た。エリザベスは「ひぃっ！」と怯おびえてハカムのうしろで身を縮める。

「ミス・エリザベス。これ以上騒がれると、当家としても大切な客人である貴女あなたをしかるべき場所にお連れしなければならなくなります。当家にとっては不本意な、貴女にとっては不ふ名めい誉よなことになりかねません。どうぞお静まりを」

　アレクの言葉を聞くと、エリザベスは一いつ瞬しゆん呆ほうけた顔をし、それから烈れつ火かのごとく怒おこり出した。

「なによ、あたしがおかしいっていうの!?　ばけものがしゃあしゃあと！」

「ハカム。どうやらミス・エリザベスは酷ひどい夢を見て混乱していらっしゃるようだ。部屋にお連れして薬を差し上げろ。ああ、ゴシップ誌に載のっていたような類の薬じゃないぞ」

　ドラッグの使用をほのめかされ、エリザベスは憤ふん慨がいして床ゆかを踏ふみ鳴らした。

「人をおかしいみたいに言わないで！　誰だれが悪魔つきの言葉を信用するって言うのよ！」

　アレクが心痛を装よそおった表情で頭かぶりを振ふる。エリザベスは己おのれの有利を確信して挑ちよう戦せん的てきに周囲を見回した。誰もが悪魔の正体を暴あばいた彼女に味方をしているはずだと。

　だが彼女の思おも惑わくとは真逆の反応だった。

　周りの人間はエリザベスの連れてきた使用人ともども遠巻きに不安げな視線を送っている。男性の内の何人かはすでに状じよう況きようを面おも白しろがり、好色な視線を隠そうともしなかった。エリザベスは呆ぼう然ぜんと首を巡めぐらし、最後に自分を見下ろした。

　シースルーのベビードールが乱れまくって乳ち房ぶさが半分覗いている。髪かみはぐちゃぐちゃ、涙で落ちたアイメイクで目の周りがまだらになっていた。

　やっと自分がどう思われているかを理解した彼女は、蒼そう白はくになったあと、再燃した怒いかりで真っ赤になった。

「パパに言いつけてやる！　結婚も誘ゆう致ちも全部白紙よ、悪魔つきとなんか結婚できないわ！」

　壁かべ際ぎわに固まっていた自分の使用人たちに「今すぐ帰るわよ！　朝までなんて待てるもんですか！」と指図して客間へ取って返した。

　荷物は全部捨てていいとバッグひとつだけを持ったエリザベスが出て行ったのは、わずか五分後である。

　エリザベスが去った後はおのおの自分の部屋に帰っていき、屋や敷しきはまた真夜中の静けさに包まれた。アレクとジンニーも部屋に戻る。今度は鍵かぎをかけるのを忘れない。

「嵐あらしみたいだったねえ……」

「まったくだ」

　ジンニーはしゅんと頭こうべを垂れた。

「ごめんアレク、オレのせいでパークの話まで潰つぶしちゃって」

　結婚は止めるつもりだったが、パークの誘致までぶっ壊こわすつもりではなかったのだ。

「どのみち彼女を振れば話は流れたさ、気にするな。おまえのやることは本当に予測できないな。むしろ痛快だ」

　それより……とジンニーに向き直った。

「どこへ行っていた。心配したぞ」

　知ってる。あんなに捜さがし回ってくれた。

「私がおまえを縛しばりつけるようなことを言ったから、いやがって精せい霊れい界に逃にげてしまったのかと……」

　言われて気づいた。アレクはジンニーが精霊界に帰れなくなっていることを知らないのだ。それなのに精霊界にいるかもしれないジンニーを、じっとしていられずに捜してくれた。

　そう思ったら胸がうずうずして、口もとが緩ゆるんだ。

「いやなわけないじゃん。オレ、アレクが好きなのに」

　アレクがポカンとしたので、その表情がおかしくて笑ってしまった。

「好きだよ。オレもアレクが大好き」

　そう、気づいてみればジャーンのときからずっと恋こいをしていたのだ。彼の役に立ちたいがために、ジンに転生してしまうほど。

「……念のため確かく認にんしたいが、それはクッキーが好きと同じ意味か？　それとも……」

「ばかにしてる？　もちろん恋って意味なんだけど」

　唇くちびるを尖とがらせると、アレクは少しだけ泣きそうな顔をした。ジンニーは慌ててアレクにキスをする。アレクを泣かせたくなくてジンになったのに、自分が泣かせたのでは本ほん末まつ転てん倒とうではないか。

「笑って、アレク。オレ笑った顔見たいなぁ」

　泣きたいのを堪こらえてジャーンに笑ってみせたような笑え顔がおではなく。心の底から幸せに笑ってほしい。

「じゃあもう一度キスしてくれるか。おまえから」

　そんなことで笑ってくれるなら、いくらでも。

　アレクの頭を引き寄せ、自分から唇を重ねる。温かな弾だん力りよくはすぐにジンニーを内側に引き入れてくれて、熱い舌を絡からめ合った。

　温ぬくもりを分け合ううちに、互たがいの愛情が溢あふれて幸せな気持ちになる。零こぼしてしまうのがもったいなくて、こくんこくんと飲み込みながら長いキスをした。

「ふぁ……」

　長い長いキスからやっと唇を離はなすと、とろんとしたジンニーの目に、アレクの濡ぬれた唇がとても嬉うれしそうに弧こを描えがいているのが見えた。

「大好き、アレク」

　もう一度、笑ってキスをした。

　今度は口づけが深まる前に、アレクの体を押して距きよ離りを空ける。

「……いやか？」

「いやじゃないけど。その前にクッキー食べたい。紅茶も」

「真夜中だぞ。明日にしたらどうだ」

「今がいい」

　クッキーと聞いたら食べたくなったのだ。

（わがまま言ってごめんね、明日はもう食べられないかもしれないから）

　私よりクッキーか……、といささか複雑な表情をしながらも、アレクはクッキーと紅茶を用意してくれた。夜中に使用人に言いつけるのは申し訳ないと、アレク自ら淹いれてくれた紅茶はとてもいい香かおりがした。

　いいよな。最後なんだから、好きなもの食べたって。今さら消しよう滅めつなんか怖こわくない。

　本当はハカムも一いつ緒しよがよかったけれど、きっともう休んでいるだろう。それが少しだけ心残りだ。

　クッキーは甘くて、紅茶は温かかった。次生まれるときは人間がいいなと思った。食べて飲んで笑って泣いて、魔ま法ほうなんか使わずにまたアレクと恋をしたい。

　美味おいしいね、と笑うと、そうだな、とほほ笑んでくれる。

「オレ、まだ食べたことない料理もお菓か子しもいっぱいあるんだよなー。食べたかったな」

「食べればいいじゃないか。これからいくらでも」

「そうだね」

　えへへ、と笑ってまた紅茶に口をつけた。華はなやかな香りが広がる。

　すごく心が痛いのは、もう料理が食べられないからじゃなくて、こんな時間を二度と持てないせいだ。消滅するにしてもアレクを忘れてイフリートの傀かい儡らいになるとしても。

　気持ちを操あやつることがどれほど罪深いか、自分はわかっていなかった。

「アレク、こないだはごめんね。人を好きになる魔法をかければいいなんて言って」

「どうした急に」

　自分がされて実感した。魔法は相手の気持ちも自分の気持ちも信用できなくなるのだ。イフリートだけを悪しざまに責めることはできない。自分も同じことをしようとしたんだから。だからひと言、謝った。

「ごめんなさい」

　アレクはそれ以上聞かず、くしゃりとジンニーの頭を撫なでた。

「ねえアレク」

「ん？」

「クッキーよりも好きだよ」

　笑って言うと、アレクは「下でも構わん」と苦く笑しようしながら言ってくれた。

　温かな手のひらが心地ここちよくて、少しだけ目を閉じてアレクと過ごして楽しかったことを思い返す。

　ジャーン時代に会った少年のアレク。大好きだった。笑ってほしくて一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　テーマパークはすごく楽しかった。不ふ機き嫌げんそうにしていても、いつも気にかけてくれるのが嬉しかった。

　よし、と目を開き、飲み終わった紅茶のカップをソーサーに置くと、勢いよく立ち上がった。

「アレク！　エッチしよう！」

　目を丸くしたアレクを尻しり目めに、ぽーんとベッドに飛び乗る。子どもの湯あみかという勢いで服を脱ぬぎ、ベッドの上で四つん這ばいになった。

「おまえ……いきなりそんな即そく物ぶつ的てきなポーズを……」

　色気がないな、と呆あきれたようにつぶやかれると、それもそうかと少し焦あせった。今夜は気が削そがれたなんて言われたらたまらない。

　ジンニーなりに色気を出すべく、一人でしてみせようとまだ興奮の兆きざしのない性器に手をかける。

「見てて……」

　だがすぐに近づいてきたアレクに手首を摑つかまれた。驚おどろいて顔を上げると、怖いくらい真しん剣けんな目でジンニーを見ている。その表情があまりにも色気がありすぎて、思わずごくんと唾つばを飲んだ。

「他ほかの男に覚えさせられた手順など忘れてしまえ」

　嚙かみつくように口づけられ、ベッドに押し倒たおされる。裸はだかの胸をまさぐられ、罰ばつだと言わんばかりに乳ち首くびをひねり上げられて、びくんと体を震ふるわせた。

　すぐに熱い痛みを冷ますように濡れた舌で癒いやされ、痛みと快感が甘い痺しびれとなって下半身に落ちてくる。

「ふぁ……、あ、あ、いい……、きもちい……アレク……」

　アレクの厚い体たい軀くの下で簡単にくねりだす腰こしを止められない。我が慢まんなくアレクの腹に濡れ始めた性器を擦こすりつけ、乳首に与あたえられる刺し激げきと相乗して昂たかぶらせていった。

「素す直なおだな……さすがは快楽好きの精霊だ」

　揶や揄ゆするような響ひびきはなく、むしろ喜んでくれているらしいのが嬉しくて、与えられるまま快感に身を任せた。

「あ……、あ……、すき、アレク……、すき……」

「そうだ……、全部私に任せて、おまえはただ私のことを考えていればいい」

　アレクのことだけ考える。なんて幸せなんだろう。

　ん、と頷うなずいて、ふわふわとした幸福に包まれたこの喜びで体を満たそうと、アレクの逞たくましい首に腕うでを回して縋すがりついた。首筋から匂においを吸い込むと、ほうっと胸が膨ふくらんでいく。

「すきだよアレク……、んっ……！」

　後腔に指が侵しん入にゆうしてくるときだけ竦すくんだ体を、なだめるように優やさしく唇を吸って気を散らしてくれる。

　長い指で内側の膨らんだ部分をそっと撫でながら親指は蜜みつ袋ぶくろのつけ根をぐりぐりと刺激し、硬かたく力を持った屹きつ立りつで花か芯しんを擦り立てられると、あまりのよさに涙なみだが零れた。

「おまえの泣き顔は可愛かわいい。おまえが泣けないと言うから、逆に泣かせてみたかった。でもやっぱり笑った顔の方がいいな」　>>>♥

　よすぎてひっくひっくとしゃくりあげるジンニーの目もとを唇で拭ぬぐいながら囁ささやく。

「昼は笑顔を、夜は泣き顔を見せてくれ」

　プロポーズともいえる言葉に体からなにかが溢れそうで、たまらなくなってアレクにきつくしがみついた。もう昼なんてこない。この夜が最後──。

「な、泣かせてっ、いっぱい……っ、いっぱい泣かせて……！」

　自分からアレクの腰に脚あしを絡め、中に欲しいと押しつけてねだる。すでに柔やわらかく綻ほころんだ蕾つぼみは、愛いとしい人の熱を恋こいしがってひくひくと震えた。

「力を抜ぬけ」

　指の代わりにずっしりとした質量の男根が分け入ってくると、押し上げられるように涙がぼろぼろと零れ落ちた。

「痛いか……？」

　心配そうに額に口づけるアレクに、そっと目を開いて笑ってみせる。

「だいじょうぶ……うれしくて……」

　まったく痛くないといったら噓うそになる。初めて男を受け入れる蕾はまだ大きさに慣れず痺れているし、みっしりと詰つめ込まれた肉にく筒づつは異物に戸と惑まどって痙けい攣れんしている。

　でもそんなことより、自分の内側から感じる熱が嬉しくて仕方なかった。アレクが自分の中にいると思うだけで涙が流れ続ける。精せい霊れい同士では決して味わえない痛みと幸福。溶とけあうよりもずっと生々しく相手を感じて、繫つながっているのだと実感できる。

　嬉しくても泣いてしまうものなのだと、初めて知った。

　ゆっくりとした律動に、ジンニーへの気き遣づかいが見える。本当はもっと激しく抽送したいだろうに、ジンニーが痛がらないように、怖がらないように、優しく腰を揺ゆらす。

　波のように寄せてくる快感の中で、なにもかも全部アレクに明け渡わたしてしまいたくなった。

「ね……、オレ……、オレの、ほんとの、なまえ……は、……」

　言いかけた唇くちびるを、アレクが口づけで塞ふさぐ。

「いらない。私はおまえを支配したいわけじゃない。そんな関係は望んでいない。私にとって、おまえはジンニーだ」

　アレクは愛しげにジンニーを見つめながら、人差し指でジンニーの唇に触ふれた。ジンニーは条件反射のように、指先を口に含ふくむ。

　ちゅっと音を立てて吸った瞬しゆん間かん、アレクはあのジャーンがジンニーだと知っているのだと悟さとった。そのうえで、ジンニーをジンニーとして好きだと言ってくれている。彼はジンニーを支配しようとしない。

　また、ぽろぽろと涙が流れる。まるで壊こわれてしまった蛇じや口ぐちみたいだ。

「……レク、……アレクすき、だいすき……」

「私もだ……。好きだよジンニー」

　アレクの動きが少しずつ速まっていくのに合わせて仔こ猫ねこのように鳴いた。

「お、ね、がい……、アレク……っ、おねがいが……あるの……っ」

「……なんだ」

　アレクの息いき遣づかいも乱れている。腰のリズムが速まるにつれ、ジンニーの意識が揺れていく。

「さいごの……、みっつ、めの、ねがい……、して。あさ、までに……っ」

　ぴたりとアレクが動きを止める。互たがいに整わない息の中で見つめ合った。

　これでも必死に考えたのだ。アレクがみっつ目の願いをしてしまえば、ジンニーがアレクの側そばに戻もどってくる理由がなくなる。イフリートに恋こい焦こがれたジンニーがアレクを傷つけることも、ジンニーの存在がイフリートによって消しよう滅めつさせられるとして、それがアレクに知られることもない。

　これしかないと思った。どちらの道をたどるにしてもアレクに知られたくない。

「……私の願いを叶かなえて、そしておまえは精霊界に帰るのか。私を好きだと言ってくれても、やはり私の側は……人間界はいやか」

　傷ついた声こわ音ねに、胸がきりきりと痛んだ。

　そうじゃない。できればずっとアレクの側にいたい。アレクがいてくれるならどこだって構わないのに。

　言葉にできず、アレクの目を見返すしかなかった。

　アレクはしばらくジンニーを見つめると、フッと笑った。そして労いたわるようにジンニーの頰ほおを指先で撫でる。

「おまえにとっては異国も同然だものな。気持ちだけで残れないのも、故郷に帰りたいのも当然だ」

　違ちがう。違う、違う。

　本当はどこにも行くなと言ってほしい。みっつ目の願いででもなんでもジンニーを縛しばりつけてほしかった。

「ひっ……ぃっく、うぇ……、うう……」

　溢あふれだした想おもいが痛くて痛くて、ついに声を出して泣き始めた。アレクは困った顔でジンニーを抱だきしめる。

「ああ、泣くな。こういう泣き方をさせたいわけじゃない。わかってる。もう二度とおまえを引き留めるようなことは言わない」

　わかってない。帰りたくなんかない。

　アレクの腕の中で、ぶるぶると頭を横に振ふった。アレクはますます困ったように何度もジンニーの顔にキスを降らせ、髪かみを撫なでる。

「わかった。わかったから。すまなかった。私の独りよがりだった。どこかでおまえを、精霊だからどこにいてもいい存在と思ってしまっていた。父のことを強ごう引いんで母を不幸にしたと思っていたくせに、同じことをしていた。悪かった」

「違う！」

　叫さけんで、ぶつかるように口づけた。

　口こう端たんから唾だ液えきが滴したたるのも構わず、獣けもののようにアレクの口こう蓋がいを貪むさぼった。これ以上自分の気持ちを誤解されたくない。もう無理だ。ものわかりのいい態度で自分を騙だまして、黙だまってアレクから離はなれるなんて。

　泣いて、叫んで、悔くやしがってわからせてやる。自分がどれほどアレクを好きか。

「好きなんだよ！　一いつ緒しよにいたいよ！　じゃなきゃ戻ってきたりしない！　こんなに好きじゃなきゃ、精霊が泣いたりするもんかっ！」

　真っ赤な目で睨にらみつける自分は絶対可愛くないと思う。涙と鼻水でぐしゃぐしゃだし、エッチの最中なのに怒ど鳴なってるし。

「一緒にいたいのにできないから悔しいんじゃん！　バカバカバカバカ……ひ、っく……」

　あああ、最後くらい可愛いと思われたかった。せめてアレクの中に、みっともない精霊という想い出を残したくなかった。自分でもボキャブラリーの貧困さに泣けてくる。

　泣きながらアレクの胸を殴なぐっていた手を摑つかんで止められた。

「ここにいられない事情があるのか？　私に言えないことが」

　知られたくない。アレクを忘れて他ほかの男を好きになるかもしれないなんて。殺されるかもしれないなんて。

　よしんばアレクが願いを使ってジンニーを引き留めたとしても、ジンニーが精霊である以上、高位の精霊であるイフリートは力ずくでジンニーを精霊界に引きずり込めてしまう。だから黙って彼の前から消えてしまいたいのだ。

「ジンニー」

　子どもを叱しかるように名を呼ばれても、唇を嚙かむだけで返事はしなかった。

「ジンニー。私の目を見ろ」

　両頰を押さえられて目と目を合わせる。怒おこっているのかと思ったら、とても優しい目でジンニーを見ていた。

「私が好きか？」

「……好きだよ」

　ジンニーにはアレクの母の気持ちがわかる気がする。王宮に入れば二度と自由になれないとわかっていて王との結けつ婚こんを選んだ彼女は、それでも彼といたかったのだろう。

　自分だってアレクの側にいたい。もう二度と精霊界に帰れなくてもいい。でもそれは叶わない夢だ。

　見つめ合いながら、ゆっくりとアレクが抽送を再開する。だんだん速度を上げ、自分の存在を刻みつけるように、ぎりぎりまで引き抜いては最さい奥おうまで穿うがたれた。

「あっ、ふか……っ！」

　深い場所をえぐられて、そこからなにかが溢れだすような気がする。それはジンニーの体を波状に伝って、細さい胞ぼうのひとつひとつを震ふるわせた。

「あああっ、ああっ……、なに……？　あ、ああああ……っ」

　どくん、どくん、と心臓が大きな音で鳴っている。そのたび背を反らしてわなないた。

　本能的に悟った。消滅が近い。このまま涙なみだを流し続けたら精霊としての自我が崩ほう壊かいし、ジンニーは壊れてしまう。

「ジンニー……、ジンニー、好きだ。今だけでいい、私のことだけを考えてくれ」

　アレクのことだけ……。

　きゅん、と内ない腔くうがアレクを締しめつけた。アレクの唇から熱い吐と息いきが漏もれる。

「好きだ……」

　愛を囁ささやかれるたび目の前が白くなって頭が霞かすむ。視界がアレクでいっぱいになって、熱いまなざしを注ぐ彼しか見えなくなる。アレクの顔がときおり歪ゆがんでしまうのは、ジンニーの目から絶えず涙が溢れているせいだ。

　消滅なんか怖こわくない。いっそ泣いて泣いて泣いて、アレクを想いながら消滅してしまいたい。

「オレも……、アレク……、オレ、も……すき……」

　苦しいくらい強い力で抱きしめられて、突つき上げに合わせて跳はねる体を押さえこまれる。逃にげられない腰こしを穿たれ、強引に奥を割り開かれる感覚に酩めい酊ていした。

「あっ、あっ、やぁ……、あっ、もう、アレク……ッ！」

　体の奥底から、なにかがせり上がってくる。大きなうねりのような、抗あらがいがたいもの。

「ああっ！　こわれ……こわれる……っ！」

　心臓の音が体中にこだましている。胸が破れてしまいそうで、泣きながら身を捩よじった。

　ぐずるように泣きじゃくるジンニーの耳に聞こえてきた言葉が、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

「……私の真の名、アレクサンダー・アル・ハサドと精せい霊れいの契けい約やくに基もとづき、みっつ目の願いを要求する……」

　願いの要求だ！

　快感に翻ほん弄ろうされながら、それでも精霊の全神経はアレクの声に集中された。

「私の契約者であるジンニーを……」

　自分の名が呼ばれ、ぶるんと身を震わせた。

「永久に私から解放する」

　言葉が脳に届くのと、ジンニーの中で熱が弾はじけるのは同時だった。

　ジンニーをずっと自分の側に置くことも願えたのに。帰るというジンニーなんか忘れてもっと自分のためだけの願いも言えたのに。

　アレクはジンニーの真の名を聞くことを断り、支配を拒きよ否ひした。そして今また、ジンニーの自由を願った。対等の存在として愛そうとしてくれたアレクの想いの深さが、これ以上ないほど胸を打った。涙がより一層勢いを増す。

「あ……！」　>>>♥

　自分の体の中から溢れ出た光が皮ひ膚ふに亀き裂れつを走らせ、光は粒りゆう子しとなって砕くだけ散るイメージが脳のう裏りを走った。

（消滅する──！）

「ジンニー？」

　アレクの声が遠くなる。彼に向かって伸のばした指先が、光の粉になって崩くずれていく。

「ジンニー！」

　遠ざかる意識の中で、最後にアレクの名を呼んだ気がしたが、声になったかどうかわからなかった。




　　　　◆　◆　◆




　真っ暗な闇やみの中で、ごめんなさいとつぶやいた。

　アレクの願いを叶かなえてあげたくてジンになったのに、力がなさすぎて結局なにもできなかった。

　食べちゃいけないことも、泣いちゃいけないことも、黙っててごめんなさい。アレクは知らなかったからいろいろ食べさせてもくれたし、泣かせてもくれた。ジンニーが消しよう滅めつすると知っていたら、きっと止めてくれただろう。

　最後は独りよがりだったなと思った。消滅するにしたって、アレクに見えないところですればよかった。今さらそんなことを思っても詮せん無ないけれど。

　闇の中でごろりと横になると、突とつ然ぜんスパーン！　と頭を叩たたかれた。

「いてっ！」

　驚おどろいて目を開けると、べつに暗くら闇やみでもなんでもなかった。自分が目を閉じていたから暗かっただけだ。

「いつまで寝ねてんのさ」

「インキュバス！」

　憤ふん然ぜんと腕うでを組んでジンニーを見下ろすのは、親友の夢む魔まだった。

「て、え？　あれ？　ここどこ？」

「精霊界だよ、もちろん。みっつ目の願いごと終しゆう了りようおめでとう、泣き虫ジンニー」

　やけに言葉にとげがある。

「え、でもオレ、消滅……したんじゃ？」

　消滅なんて経験したことがないから、違ちがっていたとしても不思議はないが。

　インキュバスはため息をついて胡坐あぐらをかいた。

「したよ。正しく言うと、ここは精霊界と人間界の狭はざ間ま。イブリースさまから伝言を預かってきてる。心して聞くように」

　消滅したというのに、なぜ自分はこうして夢魔と話をしているのだろう。

「きみは忠告を無視し、繰くり返し人間の食物を摂せつ取しゆして人間と同等の感情を手に入れた。そして自ら望んで涙を流し、人間と交わり、精霊としての限界を超こえた。よってきみの精霊としての存在は消滅し、人間に転生することを命ず」

「え……？」

　呆ほうけたような顔で伝言を聞いていたジンニーの口もとが、言葉を理解するにつれ綻ほころんでいく。

「オレ、人間に……なれるの……？」

　ふくれっつらのインキュバスが、ジンニーの両りよう頰ほおを摑んで左右にぎゅううと引っ張った。

「い、いひゃい、いひゃい！」

「ニヤニヤするんじゃないよ！　これは罰ばつなんだからね！　わかってる？　人間の体になったら食べないとすぐ死んじゃうし、怪け我がすれば痛いし、病気になれば苦しいんだよ。歳を取って外見は醜みにくくなる、体力は衰おとろえる、そしていつか死の恐きよう怖ふに怯おびえるようになる。もちろん空も飛べないし変身だってできない。すごく不自由なんだよ」

　離はなした手で、さらにばちんと両頰を挟はさまれた。

「いままで人に堕おちた精霊が後こう悔かいしなかった例ためしなんてない。みんな苦しんで、最後は絶望の中で死んでいったんだ！　精霊でいられればよかったって！　そのときになって後悔しても遅おそいんだよジンニー！」

「……でも、オレもう罰を受けるって決まってるんだろ？」

　だったら今いま更さらどうにもならない気がする。

　インキュバスは切なげなまなざしでジンニーの肩かたに手を置いた。

「……ぼくがイブリースさまにお願いする。ジャーンに戻もどることで許してもらえるよう、なんとしてでもお願いするから……」

「インキュバス……」

「アレクの側そばに行きたいなら、ジャーンでもいいでしょ。前みたいに周りを飛び回って、アレクに可愛かわいがってもらいなよ。きっとアレクは大事にしてくれる。その方が絶対に幸せだよジンニー」

　そうかもしれない。ジンニーにしても、今のように複雑な感情に振ふり回されることなく、ただアレクを好きな気持ちだけでふわふわと暮らしていけるだろう。

　でも。

「ありがとう。インキュバスの気持ち嬉うれしいよ。でもオレ、人間としてアレクの側に行きたい。一いつ緒しよに笑って泣いて、ご飯食べて、苦しいことも楽しいことも経験して生きたいんだ。……好きだから」

　インキュバスは、泣きそうといっていい顔をした。泣けない精霊にこんな表情をさせてしまうのを申し訳なく思う。

「ごめん。ありがとう」

　インキュバスは大きく息をつくと、諦あきらめたように笑った。

「わっかんないなぁ。恋こいってそんなもの？」

　実のところジンニーにもわからない。だが相手のために自分を捨ててもいい、何を犠ぎ牲せいにしても側にいたいというのが恋なら、そうなのだろう。

「いい？　人の心は変わるかもしれない。きみだってアレクだって同じ。恋をして夢中になっている間はいい。でも一生続く恋なんてほとんどないんだよ。よく肝きもに銘めいじていって」

　真しん剣けんにジンニーに語りかけるインキュバスは、本当に友達思いのいいやつだと思う。

「ありがとうインキュバス。心配してくれて」

　耳に痛いことを言うのは、ジンニーが楽天的に考えてあとで絶望しないようにだ。ジンニーよりもはるかに長く生きている彼は、人間の気持ちが移ろいやすいことを知っている。

「オレも先のことは自信ないけど、人間だって一生愛し合って添そい遂とげる人はいっぱいいるだろ？　気持ちが変わるのなんか精霊だって同じだし。愛し合う努力をすればいいんじゃないかな」

　こんなふうに考えるのは、やっぱり根が楽天的なせいだろうが。

　インキュバスは仕方ないなぁと笑った。

「他ほかの精霊にとっては人間になるなんて、ほんとすごい罰なんだけどな。きみには嬉しいんだね。おめでとうジンニー」

　ぎゅ、と抱だきしめてくれるインキュバスを、固く抱き返す。

「また会える？　夢の中でも」

　インキュバスはジンニーを抱いたまま、首を横に振った。

「ぼくが人間の夢に出るのは、その相手に取り憑ついて誑たぶらかすときだけだから」

「そっか」

「でも十年もして、ジンニーがすごい男前になったら誑かしに行こうかな」

　軽口をたたいてくれて、二人で笑った。寂さびしさが紛まぎれるわけではないけれど、気き遣づかいが嬉しかった。

「あ、いいこと教えてあげる。イフリートはね、人間になったジンニーには興味ないんだって。気持ち悪いからもう関かかわりたくないってさ」

　なんという変わり身の早さだろう。だがイフリートの人間嫌ぎらいを考えるとそれも不思議ではないかもしれない。

「それにね、イフリートって初物好きじゃん。処女精せい霊れいなんてめったにいないから執しゆう着ちやくしてたけど、経験しちゃったジンニーはいらないみたい。処女に色々覚えさせてエッチに仕込むのが楽しかったみたいだよ」

　うわあ、と背筋が寒くなった。そういえば手の早いイフリートにしてはなかなか挿そう入にゆうまでいかないなと思っていたけど、ジンニーを大事にしていたわけではなく、処女が乱れるのを見て楽しんでいたわけだ。

　妙みように納なつ得とくしていると、インキュバスが含ふくみ笑いをしながら「イブリースさまにも怒おこられたみたい」と囁ささやいた。

「じゃあねジンニー。アレクとなかよくね」

　目を閉じるよう促うながされ、気づくと意識は闇に沈しずんでいた。

　暗い暗い穴を浮ふ上じようして、初めて見えた光に向かって手を伸のばす。

「……ジンニー？」

　目の前にアレクの顔があった。やっぱいい男だなぁと、思わず見み惚とれてしまう。

　おもむろにぐにーんと頰を引っ張られ、「いいいいひゃい！　いひゃい！」と喚わめいた。インキュバスに続いて二回目だ。

「な、なんなんだよいきなり！　痛いじゃん！」

「いや、夢なのかと……」

「自分の頰ほっぺたつねれよ！」

　ひりひりする頰を押さえてむくれると、突とつ然ぜん強い力で抱きしめられた。

「ジンニー……無事でよかった。もう目覚めないかと……」

「え、オレ寝ねてたの？　どれくらい？」

「一カ月だ」

　一カ月!?

「呼吸もしていないし、心臓も動いていなかった。抜ぬけ殻がらの人形のようだったが、おまえは人間ではないからもしかしたらと諦められなくて……」

　腐くさりだしてたらどうするつもりだったんだろう。ちょっとしたホラーである。いや、早々に埋うめられなくてよかったが。

　棺かん桶おけの中で目を覚まして叫さけぶ自分を想像してゾッとした。

「とにかく目覚めてよかった。気分はどうだ？　なにかほしいものはあるか？」

　ほしいものと聞かれて、途と端たんに自分の腹が熱くて、お腹なかと背中がくっつきそうな感じに襲おそわれているのに気づいた。ぐぅぅぅぅ～、と盛大に腹の虫が鳴る。

「腹が減っているのか。ハカム！　なにか食べるものを用意しろ！　ジンニーが目覚めた！」

　これが腹が減るという感覚か、と不思議な気持ちで腹を撫なでた。

　慌あわてた様子でハカムが部屋に入ってくる。

「おお、おお、ジンニーどの。心配しましたぞ」

　泣きそうな顔でジンニーを抱きしめ、よかったですなぁ、よかったですなぁと繰り返してくれるのが嬉しくてくすぐったい。

　ハカムが食事の準備をしに退出すると、まず気になっていたことを尋たずねた。

「ねえ、エリザベスのことどうなった？　お兄さんに怒られたんじゃない？」

　あれだけ推おされていた結けつ婚こん相手をあんな方法で追い返したのだ。エリザベスがあのまま大人しく引っ込んだとは思えない。

「ああ、パークの建設計画はすべて白紙に戻され、私は一族を追放された」

　さらりと告げられた内容があまりに軽い口調と合っていなかったので、理解するのに数秒の時間を要した。

「え、えええええ！　追放って……！」

「エリザベスの父の圧力で、我が国がテーマパークを作るなら、どんな手を使っても邪じや魔まをし、打だ撃げきを与あたえてやると脅おどしてきたらしい。王は怒いかり心しん頭とうで、私を追い出すいい口実になっただろう。だがこれで気が楽になった。これからは私自身の力で好きな仕事をする」

　本当にすっきりした顔で言うので、そうですか……としか言えなかった。

「とりあえずおまえの養生が先だ。それともすぐに精霊界に帰らなければならないか？」

　心配そうに尋ねるアレクは、自分が人間になったと言ったらどんな顔をするだろう。

　まずはハカムが用意してくれた食事を取って、それから落ち着いて話をしよう。楽天的と言われようと、今は楽しい未来しか思い描えがけない。わからない先のことを不安に思うより、明るく考えた方がいいよね？

「いっぱい話したいことあるんだ」

　ジンニーはにっこり笑って、目の前の愛いとしい恋こい人びとにキスをした。







　あとがき







　はじめまして。もしくはこんにちは。はなさくらと申します。

　このたびは『不機嫌王子と誘惑ランプ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　ランプの精受け、ということでトンチキキャラだとドン引きされないでください！　いたって普ふ通つうの（？）男の子ですので！

　元気で直情で子どもっぽくて、でも一いつ所しよ懸けん命めいで可愛かわいい受けが書きたい！　と思って作ったのがジンニーです。すごく書きたい子だったので、今回書かせていただけて本当に嬉うれしいです。担当さま、ありがとうございました。

　今作は受けで書かせていただきましたが、ランプの精というとたくましい精せい霊れい攻ぜめのイメージが強いでしょうか。いつかそういうのも書きたいです。

　攻めは不ふ機き嫌げんだろうが傲ごう慢まんだろうがもう……最終的に受けを溺でき愛あいしてくれればそれで！

　面めん倒どうくさいな、という態度でいながら結局甘やかす人が好きなので、アレクも楽しく書かせていただきました。

　プロットを考えているときに私の中で空前の人外ブームが起きておりまして……というより、いまだにブーム去らず。触しよく手しゆとか獣じゆう人じんとか吸きゆう血けつ鬼きとか、妄もう想そうが尽つきません。美形吸血鬼に「姉ちゃん血ィ吸うたろか」と言われるのは乙女おとめの夢ですよね？

　と、私の痛い妄想はさておき。

　家族を始め、執しつ筆ぴつに当たりご尽じん力りよくくださったすべての皆みなさまに心から感謝致いたします。

　なにをおいても担当さま。不出来な私に丁てい寧ねいにご指導くださり、ありがとうございました。いつも「面おも白しろかったですよ」と言ってくださるお言葉にどれだけ励はげまされているか。

　三池ろむこ先生、お忙いそがしい中イラストをお引き受けくださいましてありがとうございました。ラフのジンニーの可愛さに舞まい上がりました！　本を拝見するのがとても楽しみです。

　そして末筆ではありますが、この本を読んでくださったすべての皆さま、本当にありがとうございました。少しでもお楽しみいただけていたら嬉しいです。よかったらひと言なりとご感想をお聞かせくださいませ。

　またどこかでお会いできますように。





平成二十六年十一月　　はなさくら　　
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